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 序 論 
 
1. 本研究の⽬的 
	
日本語の中には、「私が本を読んでいた 中に、彼から電話がかかってきた」、「彼か
ら電話がかかってきたとき、私は本を読んでいた。」の「 中」、「とき」のような連体
形式を受け、従属節を構成する機能語が存在する。このようなものは名詞の文法化によっ
て成立した。こうした機能語については、従来の研究では、形式名詞化あるいは名詞の接
続助詞化と見られることが多いが、従属接続詞という新たな品詞類を提案する研究者も存
在する。本研究も、そうした立場に立つ。	
現代日本語の従属接続詞にあたるものの成立は、古代に遡れるものもあるが、多くは近
世から近代にかけて徐々に成立していったものと考えられる。だが、その過程を使用実態
の調査にもとづいて詳細に記述したものはまだ少ない。そこで、本研究では、近代語の書
き言葉を対象とし、当時すでに従属接続詞化への文法化は始まっていたものの、現代語と
はかなり異なる用法で使用されていたいくつかの名詞を取り上げ、近代雑誌のコーパスを
利用して当時の使用実態を明らかにするとともに、それが文法化のどのような段階を反映
しているものであるかということについて考察することを目的としている。取り上げる名
詞は、「かたわら」「いっぽう」「あかつき」「すえ」「はて」の五語である。	
	
2. 研究史 
	
	 考察に先立ち、先行研究を取り上げ、文法学説における従属接続詞の扱いを見る。	
人や物をさししめす典型的な名詞は、実質的な意味を持ち、格のカテゴリーをもち、文
の中で主語や補語などの成分になる。ところが、名詞には、もともとの実質的な意味や文
法的な機能をうしない、文法的な意味や機能だけをもつ単語に変化したものがある。村木
（2012）は、そのような単語を品詞体系の中に位置づけ、後置詞、助動詞、従属接続詞に
分類している。	
しかし、従属接続詞およびそれに類する品詞を認めている 近の研究者はさほど多くな
い。従属接続詞の内包と外延をどのように規定し、これを品詞体系の中にどのように位置
づけるかについては、まだ多くの課題が残されているといえよう。	
本節では、まず次節で村木の従属接続詞説を見たあと、従属接続詞にあたるものが山田
孝雄以下の四大文法学説や佐久間鼎以下の新興の日本語学の文法研究の中でどのように扱
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われてきたかを検討し、従属接続詞という品詞を認定する際にどのようなことが課題とな
るかについて考察する。	
	
2.1 村⽊（2012）の従属接続詞説 
	 村木（2012）は、基本的に、鈴木（1972）の品詞に関する考え方を受け継ぎ、「文の材
料としての、単語の語彙＝文法的な特徴」により、品詞分類を行うことを提唱している。
そして、品詞を名詞、動詞、形容詞、副詞といった「主要な品詞」とそれ以外の「周辺的
な品詞」に分ける。主要な品詞は、語彙的意味と文法的な機能の統一体であるのに対し、
周辺的な品詞は語彙的な意味が欠如しているか、希薄で、もっぱら文法的な機能を果たす
ものである。	
	 周辺的な品詞は、さらに単独で文の成分になれるかどうかによって、自立できるもの（陳
述詞、接続詞、感動詞）と自立できないもの（後置詞、助動詞、従属接続詞）に分けられ
ている。つまり、従属接続詞は、周辺的な品詞で、自立できない単語である。	
 
2.1.1 従属接続詞に関する記述 
	 村木（2012）では、従属接続詞の多くは､名詞の用法が拡張することによって成立したと
されている。	
	
(1)	 父上も、この年になって不料簡を、とお思いになるかもしれませんが、何かのおつ
いでがあればよろしくお伝え下さい。（新源氏物語）	
(2)	 公園の中の売店で煙草とマッチを買うついでに、公衆電話から私は年のためにもう
一度私の部屋に電話をかけてみた。（世界の終）	
	
	 村木によれば、(1)の「ついで」は本来の名詞であり、(2)のように、節をうけて接続詞
に相当する機能を果たすようになったものが従属接続詞である。次は、村木による従属接
続詞の定義である。	
	
	 従属接続詞は、節（文相当）に後置し、当該の節と後続の節を関係づける役割をは
たす機能語である。従属接続詞は、節をうけて（直接には動詞などの述語をうける）
状況語成分になる｡	
（村木 2012: 60）	
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	 また、村木（2012: 272）は、どのような統語意味的成分になるかという観点から、従属
接続詞を次のように分類している。ただし、これは例示にすぎない1。別の章では、「以上」
「一方」「うえで」「ところで」「わりに」なども挙がっている。例示している。	
	
〈時間〉をあらわす従属接続詞	 とき（に）、おり（に）、際（に）、あいだ（に）、
ころ（に）、ついでに、場合（に）、たび（に）、 中に、拍子に、途端（に）、
はずみに、やさき（に）、かたわら、あげく（に）、そばから、しりから、……	
〈条件〉をあらわす従属接続詞	 とき、場合、たび（に）、まえ（に）、あかつきに
（は）、……	
〈原因･理由〉をあらわす従属接続詞	 あと（に）は、すえ（に）は、結果、ゆえ（に）、
ため（に）、おかげで、せいで、あまり（に）、手前、くせに、……	
〈目的〉をあらわす従属接続詞	 ため（に）	
	
2.1.2 従属接続詞の認定の問題点 
	 村木（2012）によって、従属接続詞は一つの品詞と認められ、その性質もかなり明らか
になっているが、実際に従属接続を認定するのは容易ではない。 
	 日本語の名詞の中には、実質的な意味の有無によって実質名詞と対立する「形式名詞」
がある。「こと」「ところ」「もの」などがそれである。これらは、語彙的な意味が希薄
化し、節を受けることができる点で、従属接続詞と似ている。実際、伝統的な国文法では、
従属接続詞にあたるものの一部は、形式名詞として扱われている（後述）。村木が影響を
うけた鈴木（1972）でも、従属接続詞にあたるものの一部は形式名詞と認められている。
従属接続詞と形式名詞の線引きは難しい。 
	 前述のように、村木は従属接続詞を定義する際、機能を重視している。形式名詞と従属
接続詞の区別も、統語上の機能の違いにもとづいている。村木によれば、形式名詞は格の
体系を備えているので、その品詞性は名詞である。従属接続詞は、語彙的な意味の変化、
語形上の固定化、統語上の機能の点から名詞ばなれをおこしていて、形式名詞ではなく、
文法的な品詞である従属接続詞としなければならないとしている。	
	 しかし、格のカテゴリーの有無という点のみで、従属接続詞と名詞を区別することには
無理がある。実際、村木のあげた従属接続詞の中には、格のカテゴリーを一部にせよ保っ
ているものがある。たとえば、「とき」「あいだ」「ころ」のような時間を表すものであ
る。従属接続詞としてしか使用されないものがある一方で、名詞としても従属接続詞とし
ても使用されるものがあり、また、節をうけつつ格ももつという中間的なものもあるとい
うのが実態であろう。村木自身も、機能語化が不完全なものがあることを認めている。	
                                         
1 村木（2012）では、第 1部第 7章、第 3部第 1章、同第 3章、同第 4章など、複数の章にわたって従属
接続詞に言及している。また、「したがって」などの動詞起源の従属接続詞も一部に認めているが、本稿
では、対象を名詞起源のものに限定している。 
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	 文法体系という意識をもつ文法研究、すなわち文法論では、必ず従属接続詞のような単
語の存在・位置づけが問題になる。したがって、従属接続詞にあたるもののとらえかたと
いう観点から、文法論の研究史を検討していくということが可能なはずである。	
	 以下では、代表的な文法論の学説を取り上げ、それぞれの品詞体系を紹介し、その中で
従属接続詞にあたるものがどのように位置づけられているかを検討していくことにする。
あらかじめ、本稿で取り上げる学説における従属接続詞に対応する要素の位置づけを示す
と、表 1のようになる。	
	
表 1 主要な文法論の学説における従属接続詞に対応する要素の位置づけ 
村木新次郎
（2012） 
山田孝雄
（1908） 
松下大三郎
（1930） 
時枝誠記
（1950） 
橋本進吉
（1959） 
佐久間鼎
（1940） 
奥津敬一郎 
（1986） 
寺村秀夫 
（1992） 
ため	 特殊な名詞	 形式名詞	 形式名詞	 形式名詞	 吸着語	 形式副詞	
接続助詞化し
た名詞	
ところ	 特殊な名詞	 形式名詞	 形式名詞	 形式名詞	 吸着語	 	
接続助詞化し
た名詞	
ゆえ	 特殊な名詞	 	 形式名詞	 形式名詞	 吸着語	 形式副詞	
接続助詞化し
た名詞	
あいだ	 特殊な名詞	 	 	 形式名詞	 吸着語	 	
接続助詞化し
た名詞	
うえ	 特殊な名詞	 	 	 	 吸着語	 形式副詞	
接続助詞化し
た名詞	
とき	 特殊な名詞	 	 	 	 吸着語	 	
接続助詞化し
た名詞	
まえ	 特殊な名詞	 	 	 	 吸着語	 	 	
たび	 	 形式名詞	 形式名詞	 	 吸着語	 形式副詞	
接続助詞化し
た名詞	
さい	 	 形式名詞	 	 	 吸着語	 	 	
あげく	 	 	 形式名詞	 	 吸着語	 形式副詞	
接続助詞化し
た名詞	
おり	 	 	 形式名詞	 	 吸着語	 	 	
ころ	 	 	 	 	 吸着語	 	
接続助詞化し
た名詞	
ばあい	 	 	 	 	 吸着語	 	
接続助詞化し
た名詞	
かたわら	 	 	 	 	 吸着語	 形式副詞	 	
せい	 	 	 	 	 吸着語	 形式副詞	 	
あと	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
そばから	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
やさき	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
わり	 	 	 	 	 吸着語	 	
接続助詞化し
た名詞	
くせ	 	 	 	 	 吸着語	 形式副詞	
接続助詞化し
た名詞	
あまり	 	 	 	 	 	 	
接続助詞化し
た名詞	
けっか	 	 	 	 	 	 	
接続助詞化し
た名詞	
すえ	 	 	 	 	 吸着語	 	
接続助詞化し
た名詞	
あかつき	 	 	 	 	 	 	 	
いじょう	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
いっぽう	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
おかげ	 	 	 	 	 	 	 	
さいちゅう	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
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しりから	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
ついで	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
てまえ	 	 	 	 	 	 	 	
とたん	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
はずみ	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
ひょうし	 	 	 	 	 吸着語	 	 	
	
2.2 形式名詞 
	 伝統文法では、名詞でありながら、実質的な意味が希薄で、必ず連体修飾語を伴うとい
った特殊性をもつものを特に「形式名詞」と呼ぶ習慣がある。従属接続詞は、まず、その
ような形式名詞に混じって取り上げられることで、文法論の中に登場する。	
	 山田孝雄は、単語の分類にあたって、「独立した觀念を持つか否か」「配列上の関係」
「独立して觀念をあらわし文を形成する骨になれるかどうか」「陳述の勢力を持つか否か」
という四つの基準をあげている。それによって、単語を大きく「テニヲハの類」「副詞の
類」「体言の類」「用言の類」という四つのグループにわけている。名詞は「体言」の類
に属し、独立した概念をもち、単独で文を形成できるという特徴をもっている。	
	 山田は、名詞の中には、「其の意義廣汎なるもの」や「事物の間の關係を抽象的にあら
はせるもの」があり、それらは「特別なる性質」を有しているとしている。	
	
	 従来文法家によりて或は副詞の如しと唱へられ或は接續詞と稱せられ、又は接辭と
稱せられたるものにして、しかも名詞なるものの頗多きなり。吾人は今この誤を正さ
むとす。	
	 かくの如きものは皆名詞中にありても特別なる性質を有せるものにして、自然かか
る誤認も出で来るなり。即その特別なる性質を有せるものとは、一は其の意義頗廣汎
にして、単獨にては如何なる意義かを仔細に捕捉し難きまで見ゆるものなり。一つは
事物の間の關係を抽象的にあらはせるものなり。この二つのものこれ往々世人の誤認
を蒙りたるものなれば吾人は聊之につきて言を立て以てその本性を説明せむとす。	
	 其の意義廣汎なるものとは事物の理としては「故」「為」普遍の形式として「時」
「間」「處」「事」「物」なり事物の程度にては「ほど」「位」「ころ」事物の列舉
的形式には「條」「件」の如し。これらは皆共の概念をあらはし文の主となり、客と
なり、補充となり、又添加語となる等は他の體言と異なる點なけれども其の意義甚廣
汎なれば必ず之を制限せしむるが為に他の語を上にくわへざるべからず、之を接辭と
し、又接續詞なりといふ人あれど、そは皆本義をあやまれるものなり。	 	
（山田 1908: 183-184）	
	
	 こうした、山田が特殊な名詞と見たものに対しては、それらを副詞や接続詞、接辞とす
る見方があった。例えば、田中義廉の『小学日本文典』では、「中」「外」「上」「下」
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「前」「後」を第 1 種の接続詞と見なしている。中根淑の『日本文典』でも、その考えを
受け継ぎ、それらを「後詞」と名づけている。山田はこのような立場に反対している。そ
の根拠として、これらは独立した概念を表し、文の成分になることを指摘し、他の語を上
に加える必要があるのは、その意義が非常に広汎であるからであると説明している。つま
り、山田は、これらの名詞の特殊性を意味の特殊性に帰している。そこには形式名詞と従
属接続詞にあたるものが混在しているが、これらはまとめて形式名詞と見られていたと考
えてよいだろう。	
	 山田が特殊な名詞と考えたものは、松下大三郎によって、「形式名詞」の名前が与えら
れることになる。松下は、単語と単語以下の形態素を「詞」と「原辞」として区別し、「詞」
を概念詞（副体詞、動詞、副詞、名詞）と主観詞（感動詞）にわけている。名詞は、意味
的な特徴により、本名詞、代名詞、未定名詞、形式名詞に分類している。そして、「形式
名詞」は「名詞としての形式的意義があるばかりで実質的意義の無い名詞である」と定義
している。形式名詞は第一類と第二類に分けられ、そのうちの第一種の形式名詞について
は次のように説明している2。	
	
第一種の形式名詞は連体語の下に用いられる形式動詞である。その習用せられるもの
は	
	 	 もの	 こと	 の	 譯	 筈	 かた	
	 	 奴ヤツ	 方	 為	 所	 所以	 中	
	 	 儘	 由	 儀	 个所	 件	 人	
	 	 たけ	 邉	 節	 際	 段	 砌	
	 	 都度	 てい	 様	 たび	 風	 通り	 などである。	
此等皆連体語の下に用いられる。連体語とは	 一、名詞へ｢の｣｢が｣を附けたもの、二、
動詞の第四活段、三、副体詞、この三者より成り、簡単に言えば名詞の上へ連り得る
語である。｢東京の者｣｢此の者｣、｢来る者｣などにおけるが如く、｢者｣は連体語なる｢東
京の｣｢此の｣｢来る｣の下へ置かれる。｢こと｣以下も同様だ。この種の形式名詞は事物の
類を示すものであるから、これを示類の形式名詞と言って善かろうと思う。	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （松下 1928: 241）	
	
	 松下大三郎と橋本進吉は、単語の認定をめぐって立場が異なるが、「形式名詞」の扱い
については、大きく異なる点はない。橋本は、単語を自立語（詞）と付属語（辞）にわけ
ている。詞をさらに用言（動詞、形容詞）、体言（名詞、代名詞、数詞）、副用言（副詞、
副体詞、接続詞、感動詞）にわけている。そして、名詞の一種として「形式名詞」を認め。
                                         
2	「第二種の形式名詞」については、「名詞と並列的に用いる形式名詞である。｢など｣、｢なぞ｣、｢なんど｣、
｢なんぞ｣、｢なんか｣、の五つがある。｢なんか｣は口語のみ用いられる。」（松下 1928: 241）と説明してい
る。	
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山田の「特別なる性質を有する名詞」、松下の「第一の形式名詞」とほぼ同様の捉え方が
されている。	
	
	 筆記	 形式名詞は名詞としての働きを有するが、それ自身の有する意味は薄く、常
にその実質を表すべき語が之に伴うものである。「する事はむずかしい」の「事」な
ど。或るものは既に名詞として独立に用いられる。形式名詞として用いられるのはそ
の或る特殊の場合と見る事が出来る。しかし、或る語に於いてはそれだけで用いられ
ず、常にほかの語を伴うこともある。たとえば「件」などは、「あの件」「……した
る件」のやうに用いられて、「件」だけ独立して用いられる事はない。「方、分、辺、
向」等もさうである。之等は連体的修飾語を常に要する点が他と異なっている。故に
之は特別なものとして考えるべきである。しかし、この前に残しておいた分の如く文
節を分けてもよいと思われるから、独立性を全く失ったものとも考えられない。	
	 	 	 	 	 	 	 （橋本 1955: 77）	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	
	 時枝誠記は、語の根本的な性格を表現過程に求める「言語過程観」に立って、単語を「詞」
と「辞」に分けている。前者は「表現される事物を客体化するという作用を経て表現され
るもの」で、後者は「心の直接的な表現を表すもの」である。「詞」の中には、名詞、動
詞、形容詞、代名詞、連体詞、副詞、接頭語、接尾語がある。名詞の一種である形式名詞
を「概念が極めて抽象的形式的である」「常にこれを補足し限定する修飾語を必要とする」
というように、意味的・文法的に特徴づけている点は、松下や橋本と同じである。時枝は、
形式名詞と接尾語との違いについても言及し、形式名詞はあくまでも独立した単語である
ことを強調している。	
	
	 形式名詞という用語は、従来文法学上用ゐられたものであり、またそのやうな事実
についても学者の間で問題にされたことである。木枝増一氏はこれを次のやうに説明
して居られる。	
	 実質名詞といふのは名称に対してそれに相当する一定の実質概念（具体的にせよ抽
象的にせよ）のあるものを言ひ、形式名詞といふのはその名称に対して一定の実質的
意義をもつてゐないもので、単に名詞としての一般的形式しかもつてゐないものを言
ふのである。従つてこの形式名詞を用ひる時は、その上に必ず之を制限（限定）する
語を加えなければならないのである。	
	 それはどのような語を指すかというのに、例えば、そはわが欲するところにあらず。	
すつぽんのことを上方にてはまるという。	
前後の事情から考えてそんな筈がない。	
における「ところ」「こと」「筈」のような語を指すのであるが、これらの語が、単
に名詞としての一般的形式しかもつてゐないと見ることは疑問であつて、やはり語と
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して或る概念を表現するものであることは間違ひないであらうが、ただその概念が極
めて抽象的形式的であるために、常にこれを補足し限定する修飾語を必要とするやう
な名詞であるという方が適切である。	
	 従つて、これらの語が表現する概念内容が漠然としてゐるという点で、接尾語と極
めて近いのであるが、異なるところは、接尾語は、ほかの語と結合して一の複合語を
構成することが出来るのに対して、形式名詞は、他の語に対する接続の関係は、独立
した名詞と同じやうに用ゐられるが、それだけで独立して用いられることがないとい
うことである。例へば、接尾語「さ」は、「暑さ」「淋しさ」などといふやうに、一
語を構成するが、形式名詞「こと」は、「あついこと」「さびしいこと」といふ風に
は用ゐられるが、「あつこと」「さびしこと」などは云われない。	 	
（時枝 1950: 76-77）	
	
	 そして、形式名詞の中に「たび」「ため」「まま」「うえ」「あげく」といった従属接
続詞にあたるものが混在していることも、それまでの研究と同様である。	
	
	 形式名詞の例	
たび（度）	 このたび	 私が会うたびに	 	
筈	 そんな筈はない。行く筈です。	
ため	 子供のためを考へる。	 雨が降つたためにやめた。	
まま	 思つたままを書く。	
わけ	 さういふ訳です。	
の	 私が話したのは誤です。（橋本博士はこれを準体助詞として助詞の中に入れられ
たが、形式名詞と考へるのが適当であらう。佐久間博士は代名助詞とされる）	
折	 参上の折	
やう	 人のやうでもない。	
こと	 嬉しいことだ。	
うへ	 お目にかかつた上で	
ゆえ	 病気のゆえを以て	
間かん	 その間	
件	 お話の件	 使用の件	 購入の件	 雑件	 用件	
点	 指摘して下さった点は	
あげく	 散々使ったあげくに	
もの	 馬鹿にしたものでもない。	
ところ	 あなたの云ふところは正しい。	
よし	 病気のよし																																									
（時枝 1950: 77-79）	
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	 以上、伝統文法の記述においては、実質的意味が希薄であるとい意味的な特徴と連体修
飾語を必要とするという文法的な特徴によって、名詞の下位類としての形式名詞が注目さ
れ、その中に従属接続詞にあたるものが区別されずに並べられているという状況が確認さ
れた。	
	
2.3 佐久間⿍の吸着語 
	 佐久間鼎は、品詞や「詞」と「辞」の区別にはこだわらず、純粋に機能の観点から、「吸
着語」という語類を提案している。	
	
	 その「吸着語」とはどういうものをいうのか。といひますと、それは一つの句また
は文をただちに承けて、その全體をあたかもひとつの品詞（體言または形容動詞・副
詞など）のやうにして、主文の中に位置させるところの、多くは小形の語詞で、その
意義において包含するところが廣く、實にそれの範疇を示すものです。先行する句ま
たは文を一つにまとめて、これに関係文のような地位を與へ、いわば主文に接続させ
るという風に見れば、単語たる特定の先行語をもたない一種の関係語と考へることが
できますが、強ひてヨーロッパ語法になぞらへて考へる必要はないので、先行の句ま
たは文に吸着してそれを一括するという特徴に着眼して、むしろ吸着語の名称を選ん
だ次第です。	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （佐久間鼎 1941: 240-241）	
	 	
	 「吸着語」とは前接の文と共に全体でひとつの品詞のように働くものである。佐久間は
「吸着語」を、「「形式名詞」―名詞的な吸着語」「性状についての吸着語」「副詞的接
続詞的な吸着語」「時に関する吸着語」「条件・理由についての吸着語」という 5 種類に
わけている。	
	
＜「形式名詞」―名詞的な吸着語＞	
一、人に関するもの	
ひと、ひとたち、かた、かたがた、やつ、やつら、もの（者）、ものども、連中（レ
ンヂュ-）、てあい（テヤイ）、どうし（同志）、ジン、ゴジン、男、女、子、むき
（向）、ともがら、やから、身	
二、物に関するもの	
の、もの（物）、ホー（方）、ブン（分）、しな、しろもの、たぐい、ルイ（類）	
三、事に関するもの	
こと、はなし、テン（點）、かど、かどかど、シダイ（次第）、ケン（件）、よし
（由）、おもむき（趣）、ギ（儀）、むね（旨）、ふし（節）、ふしぶし、ダン（段）、
ジョウ（條）、段々、條々	
四、事態・様態に関するもの	
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ばあい（場合）、シマツ（始末）、はこび、はめ（…はめになる）、め（…めにあ
う）、あんばい（塩梅）、ぐあい（工合・具合）、ヨース（様子・容子）、チョー
シ（調子）、モヨー（模様）、ありさま（有様）、てい（體）、ふり、とおり、ま
ま	
五、所に関する物	
ところ、とこ、あたり、へん（邊）、カイワイ、ホー（方）、きわ（際）	
六、時に関する物	
とき（時）、うち（中、内）、あいだ（間）、ころ（頃）、ジブン（時分）、セツ
（節）、トーザ（當座）、サイチュウ（ 中）、まえ、あと、のち、以前、以来、
以後、から、まで、おり（折）	
七、程度をあらわすもの	
八、事由・所存を示すもの	
ゆえ、ゆえ（故）、ゆえん（所以）、き（気）、かんがえ（考え）、つもり、ショ
ゾン（所存）、ゾンネン（存心）、	 はず	
＜性状についての吸着語＞	
形容動詞的な吸着語	
がちな、くらいな、そうな、ほどな、みたいな、ような	
形容詞的な吸着語	
	 たい、つらい、にくい、やすい、よい	
措定のはたらきを営む吸着語	
だ、です、らしい	
＜副詞的接続詞的な吸着語＞	
A 体言にじかにつくもの	
だけ、ばかり、ぐらい、かぎり、っきり、ほど、まで、など、なんぞ、なんか、
どころか、ゆえ	
B 体言に「の」を添えたものにつくもの	
とおり、まま、くらい、かわり、わりに、ため	
＜時に関する吸着語＞	
（一）「する」ならびに「した」につくもの	
とき（に）、ところ（を、へ、で）、ころ、サイ（際）（に）、おり（に）、お
りから、あとから、セツナ（に）、トタン（途端）（に）、拍子（に）、はずみ
に、たび（に）、たんび（に）、ついでに	
（二）「する」の方につくもの	
うち（に）、サイチュウ（ 中）に、さなか（に）、まに、やさき、いっぽう（一
方）に、かたわら、そばから、ツド（都度）、まえ	
（三）「した」の方につくもの	
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のち（に）、あと（で）、すえ（に）、あげく、トーザ（當座）、セツ（節）、
ジブン（時分）（に）、うえ（で）	
＜条件・理由についての吸着語＞	
以上（は）、上（は）、かぎり（は）、分（には）、ことには、からには、かわ
りに、ゆえ（に）、	ため（に）、せい（で）、もの（で）	
（佐久間鼎（1940:	328-345）から抜粋）	
	
	 佐久間は、旧来の品詞分類における非自立的な語の処置の問題を解決するために、橋本
の「準用辞」、松下文法の「形式名詞」、山田文法の「副助詞」を参考に、「吸着語」を
立てた。また、「吸着語」については、品詞論のみでなく、構文論の視点からの考察も必
要だと指摘した。つまり、それ自体の品詞が何かということより、それが承ける句や文を
主文の中に位置づけるという機能を重視し、その観点から下位分類がなされている。その
ため、佐久間の吸着語から従属接続詞にあたるものを取り出すことは比較的容易である。
すなわち、時に関する吸着語、条件・理由についての吸着語のほとんどは従属接続詞にあ
たる。ただし、「「形式名詞」―名詞的な吸着語」の中には、形式名詞とともに、従属接
続詞の用法をもつものが混在している。	
	 佐久間の吸着語は、それ自身が一定の品詞性をもつものではなく、上接する句や文を文
の成分として働かせるものであり、従属接続詞の機能面をとらえうる視点をもつものであ
った。	
	
2.4 三上章の準詞・添詞 
	 三上（1953）では、単語を、独立性によって、半独立語（助詞、準詞）と独立語（間投
詞、承前詞、副詞、形容詞、動詞、代名詞、名詞）に分けている。準詞については、つぎ
のように説明している。	
	
	 それ自身として独立して使われない小形の語詞で、先行の語句をただちに受けて、
その全体をあたかも一つの品詞のようにするもの、これを「準詞」と名付ける。	
	 （三上 1953:	26）	
	
これは、一見、佐久間の吸着語の概念に近いが、三上の準詞は、「ながら」「ので」「だ
け」などであり、従属接続詞からは程遠い。	
三上（1959）では、広義の接尾辞を見直し、文法形式化（単語らしさ）の度合いの観点
から、それらを付属辞（活用語尾、接尾辞）、付属語（準詞、助詞）、付属語的用法の自
立語（添詞）に分類した。	
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	 広義の接尾辞の問題はたいへんメンドウである。それらには、単語であるか否かの
判定のむずかしいものが相当ある。ここには、間に合わせの分類で次の五種類を並べ
ていく。	
	 活用語尾	 	 	 								付属辞	
	 接尾辞（狭義）	 	 	 付属辞	
	 準詞（準体詞、準用詞）	 	 付属語	
	 助詞	 	 	 	 付属語	
	 添詞（添名詞、添動詞、添形容詞）	付属語的用法の自立語	
	 佐久間先生の吸着語は「自身実質的な意味を欠き、独立の用法を持たず、何か具体
的な内容を示す他の語・句・節を受けて、それに何かの品詞の資格を与える語をまと
めて呼ぶ」（阪倉「日本文法辞典」）のであるが、それらの大部分を添詞とし、一そ
う形式化の進んだものを準詞とし、進みきったものは活用語尾に繰り入れる。	
	 	 	 	 	 	 （三上 1959:	16） 
	
三上（1959）では、添詞と自立語用法を次のように区別している。	
	
ヒマガナイ（形容詞）	
行カナイ（活用語尾）	
ナサケナイ（接尾辞）	
サシツカエナイ（添形容詞）	
ウマクナイ（添形容詞）	
魚デハナイ（添形容詞）	
ケモノデアル（添動詞）	
行キツツアル（添動詞）	
ヒマガアル（動詞）	
モノガ言エナイ（名詞）	
生キモノ（接尾辞）	
知ラナインダモノ（助詞）	
コウスルモノダ（添名詞？）	
知ラナイノダ（準体詞）	
コトガコトダカラ（名詞）	
ソイツハコトダ（名詞？）	
ヨク行ッタコトダ（添名詞？）	
キレイダコト!（助詞）	
（三上 1959:	17-18）	
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	 三上は、佐久間の吸着語の大部分を「添詞」としていると述べているが、実際に三上が
「添詞」として取り上げているのは、形式名詞や補助用言にとどまり、従属接続詞にあた
るものは見当たらない。	
 
2.5 奥津敬⼀郎の形式副詞 
	 奥津敬一郎は、従来の日本語文法における「詞」と「辞」の分類に反対し、自立性・非
自立性は各語に付与する素性で、品詞の上下分類の基準にならないとした。そして、助詞
の中の副助詞、接続助詞を「形式副詞」と認めた。奥津によれば、形式副詞とは、「副詞
ではあるが非自立的で、補足成分をとって副詞句を成すもの」である。形式副詞には、副
助詞、接続助詞のほか、通説の形式名詞の一部、佐久間の副詞的接続詞的吸着語が含まれ
ている。	
	
	 名詞・副詞などのカテゴリーと詞・辞は本来は交差分類をなすもので、上下分類を
すべきではないが、構文論上のカテゴリーとしては、まず名詞・副詞などが必要であ
り、詞・辞の区別は、レキシコンの中で語い項目の素性として表示することにしたい。	
	 とすると、辞の一種である助詞というカテゴリーも不要である。助詞というカテゴ
リーをやめ、従来助詞の下位に分類されたものは、主題の「は」、形式副詞、とりた
て詞、格助詞、並列詞、連体助詞、間投詞、文末詞などに再編成したい。	
（奥津 1986:	27）	
	
	 奥津は、自立副詞と形式副詞がともに副詞句を作ることに着目し、形式副詞を副詞の下
位類のひとつとした。そして、次の表のように、意味の観点から、両者を統一的に分類し
た。	
	
表 2 奥津敬一郎ほか（1986）における形式副詞の分類 
	 自立副詞	 形式副詞	
様態	 ゆっくり、さっと、etc.	
そうに、みたいに、とおりに、なり、まま、
ように、etc.	
程度	 たいへん、とても、etc.	 ほど、ぐらいに、だけ、ばかり、etc.	
頻度	 いつも、ときどき、etc.	 たび、ごとに、つど、etc.	
理由	 	
ため、ゆえ、から、ので、せいで、もので、
ばかりに、だけに、あまりに、etc.	
目的	 	 ため、etc.	
条件	 	 と、ば、たら、なら、etc.	
逆接	 	
のに、ものの、けれど、が、くせに、とこ
ろで、ところが、etc.	
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順接	 	 うえ、あげく、きり、かたわら、etc.	
	
	 形式副詞には、従来、形式名詞や準体助詞と言われてきたものがあるが、奥津は、それ
らが副詞であることの根拠を次のように説明している。	
	
	 形式副詞のあるものは、これまで形式名詞とか、準体助詞とかされていた。しかし
名詞と副詞とは異なるカテゴリーとすべきである。どちらも活用のない自立語という
点では同じである。しかし基本的なちがいは、名詞が単独では連用成分となり得ず、
格助詞によって連用成分となるのに対し、副詞は格助詞なしに連用成分となるという
点である。	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （奥津 1986: 40）	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 奥津の形式副詞は、形式名詞や吸着語に対して、副詞句を成すという限定がある点で、
少なくとも機能的には従属接続詞に非常に近い。しかし、奥津の形式副詞には、助詞も含
まれており、その結果、従属接続詞との重なりは一部にとどまる。	
	
2.6 名詞の接続助詞化―寺村秀夫 
	 寺村秀夫は、文の構成要素の種類の末端として、語を類別し、品詞として、名詞、名詞
的形容詞、形容詞、動詞、判定詞、助詞、助動詞、補助動詞、副詞、連体詞をあげている。
このうち、判定詞、助詞、助動詞、補助動詞を機能語とした。そして、名詞の機能語化と
して、「接続助詞化」と「助動詞化」という二つの方向を指摘している。寺村が接続助詞
化した名詞としてあげているものは、その多くが村木の従属接続詞と重なっている。	
	 寺村（1992）の名詞の接続助詞化に関する考察は、連体修飾構造の議論から出発してい
る。寺村は、修飾部と底の名詞の関係によって、連体修飾構造を次のように分類している。	
	
	 	 	 	 内の関係＝付加的修飾（さんまを焼く男）	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 普通の内容補充（さんまをやくにおい）	
	 	 	 	 外の関係＝内容補充的修飾	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 相対的補充（キング牧師が暗殺された結果）	
	 （寺村 1995: 202、例文は筆者が補った）	
	
	 寺村によれば、「外の関係」における一部の名詞は、その意味的な特性により、接続助
詞化と助動詞化を起こしている。このうち、従属接続詞につながるのは、接続助詞化であ
る。接続助詞化した名詞には「目的、原因、結果、限度」といったものがあり、前の節が
底に従属し、全体で後の文に副詞的、連用修飾的にかかっている。底の名詞は接続助詞的
な役割を果たしている。	
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	 寺村によれば、これらの単語は、名詞の性格と副詞の性格をあわせもっている。そして、
これらがどの程度名詞的性格、副詞的性格をもっているのかについて、「接」と「承」の
両面から、次のリストにあげたものを対象に 13のテストを行っている。	
	
トキ	 アイダ	 コロ	 以来	 以前	 以後	 カラ	 マデ	 タビ	 度毎	 場合	 目的	タ
メ	 セイ	 理由	 カラ	 ユエ	 ワケ	 原因	 結果	 末	 アゲク	 ウエ	 アマリ	 トコ
ロ	 程度	 ホド	 限度	 ダケ	 カギリ	 クライ	 キリ	 ナリ	 ママ	 クセ	 トオリ	
様子	 ヨウ	
	
	 「承」の面での名詞性のテストは、以下のようなものである。	
	
	コレハ（が）	 	 ダ……Ⅰ	 	
〔名詞〕ノ	 	 ……Ⅱ	
	 コ（ソ、ア、ド）ノ	 	 	
	 コ（ソ、ア、ド）ンナ	 	 	
〔名詞〕	 	 ……Ⅲ	
	 	 コ（ソ、ア、ド）レ	 	 	
	
	 寺村は、Ⅰの枠に入るものを独立性の強い名詞とみ、Ⅱの枠に入るものを一応名詞性を
具えたものとみ、Ⅲの枠に入るものを名詞性が半分なくなり副詞化したものとみる。	
「接」の面では、「ガ、ヲ、ニ、ト」がつくものを名詞とみ、「ニ」がなくても後へ連用
的にかかるかどうかを副詞的な性格の指標としている。こうして、寺村は「承」の側のⅡ、
Ⅲのテストを通るもののうちから、「接」の側で「ニ」がなくても連用的にかかるものを
次のように拾い上げた。	
	
トキ、アイダ、コロ、タビ、場合、タメ、ユエ、結果、末、アゲク、ウエ、アマリ、
トコロ、クライ、ママ、トオリ、カギリ	
	
	 寺村は、これらは名詞性を半分なくし、副詞的に働いているとしている。これらは、「マ
マ」「クライ」「トオリ」を除き、すべて村木（2012）の従属接続詞に含まれている。	
	 寺村の「接続助詞化した名詞」は、奥津の形式副詞に対して、名詞起源という条件が加
わることで、これまでに取り上げた研究の中で、村木の従属接続詞に も近いといえる。
ただし、独立した品詞として認めているわけではないというただ一点で、村木の立場とは
異なっている。	
 
2.7 品詞としての従属接続詞 
 16 
	 以上の研究では、従属接続詞にあたるものは、名詞の一種か、副詞の一種か、あるいは
品詞を超越した存在と理解されてきた。では、従属接続詞を品詞の一つとして認めた 初
の研究者は誰であろうか。確定は難しいが、おそらく、鈴木（1977）ではないかと思われ
る。ただし、これは私家版であり、筆者は内容を確認できていない3。それ以前に公刊され
た鈴木（1972）では、品詞を「主要な品詞」「文の陳述的な品詞を補足する品詞」「補助
的な品詞」「感動詞」に大きく分類しているが、補助的な品詞の中には後置詞、むすびが
あるのみで、従属接続詞にあたるものは見当たらない。ただし、接続詞の章で、接続詞と
似たような働きをするものとして、「し」「から」「ので」「が」「けれども」などの「つ
なぎのくっつき」をあげた箇所で、つなぎのくっつきに準じるものとして、「単語的なも
の（つなぎ）」に言及し、「ところが」「ところ」「ものの」「にもかかわらず」をあげ
ている。	
	
その後	 精密検査をうけたところ、からだに異常がなかった。	
みんなが	 とめにもかかわらず、かれはでかけていった。	
（鈴木 1972: 495）	
	
	 公刊されたもので、従属接続詞にあたるものを品詞として 初に取り上げたのは、管見
では、高橋ほか（2005）である。そこでの品詞分類は、概ね、鈴木（1972）を継承してい
るが、補助的な品詞として、新たに「つきそい接続詞」を立てている。	
	
	 つきそい接続詞は、節の述語や句の動詞、形容詞、コピュラとくみあわせて、その
節や句の主節に対する関係をあらわす単語の種類である。	
（高橋太郎ほか 2005: 187）	
	
そして、つきそい接続詞の例として、「つれて」「ともに」「ために」「おもったら」
「くせに」「ところで」「ものの」「すると」をあげている。高橋ほか（2005）は、教科
書であるため、あまり詳しい記述はなされていない。	
	
3. 本研究の⽴場 
 
	 伝統文法において、意味の観点から形式名詞の中に含められていた従属接続詞にあたる
形式は、佐久間が吸着語を整理する中でその一部に位置づけられた。そこには機能的に様々
なものが含まれていたが、奥津が、副詞句を成すという一つの機能によって、形式副詞を
定義することで、従属接続詞の輪郭が見えてくる。ただし、それはむしろ品詞の枠組みを
無視したものであった。それを再び名詞と関係づけ、品詞の転成（接続助詞化）の観点か
                                         
3	この文献の存在は、村木（2012）で知った。	
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らグループ化しようとしたのは寺村であった。この流れの 終段階に位置するのが、鈴木、
高橋、村木らの従属接続詞を品詞として認める議論である。	
	 しかし、まだ多くの課題が残されている。従属接続詞の代表的な研究である村木（2012）
でも、従属接続詞を網羅的に取り上げているわけではなく、名詞の性質を残しているもの
もあるとすれば、形式名詞との区別が困難な場合もあるだろう。	
	 従属接続詞の代表的な研究である村木（2012）でも、従属接続詞を網羅的に取り上げて
いるわけではなく、その範囲ははっきりとしていない。それについては、どの程度従属接
続詞化しているかという観点から、緩やかに捉える必要がある。従属接続詞に限らず、周
辺的な単語は、そのようなものとして研究していかなければならない。	
	
4. 本論⽂の構成 
 
本論文は、序論に続く五つの章から構成される。	
第一章では、『太陽コーパス』を利用して収集した 67語の従属接続詞の用例を対象とし
て、文体、格形式、動詞述語のテンス・アスペクト形式の面から調査を行い、近代におけ
る従属接続詞の使用状況の全体像を明らかにする。	
第二章以下では、現代語と用法の異なるいくつかの従属接続詞をピックアップし、『日
本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』を利用して収集した用例の調査にもとづき、それ
ぞれの語の文法化の状況について考察する。	
	 空間名詞からの文法化の事例として、第二章では「かたわら」、第三章では「いっぽう」
を取り上げ、両者の関係についても考察する。第四章では、時間名詞からの文法化の事例
として「あかつき」を取り上げる。第五章では「すえ」「はて」を取り上げる。文法化の
考察においては、従属接続詞用法だけでなく、用法の全体を視野に入れ、総合的に考察す
ることが必要である。	
後に、結論として、本研究が明らかにしたことをまとめ、今後の課題を提示する。	
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第⼀章  雑誌『太陽』にみる従属接続詞の 
使⽤実態 
 
 
1. はじめに 
 
日本語の従属接続詞の研究は、まず、ある時代の広範な資料から従属接続詞を網羅的に
収集し、その全体像を把握することから始めなければならない。筆者は、特に、近代から
現代にかけて、従属接続詞が補助的な品詞としての地位を確立する過程に興味がある。こ
の章では、明治・大正期における従属接続詞の使用実態を把握すべく、総合雑誌『太陽』
を対象として、語彙・文体・語形に関する調査を行った。用例収集には、『太陽コーパス』
を利用した4。	
 
2. 調査の⽅法 
 
	 調査の前提として、近代の日本語においてどのような従属接続詞が存在していたかとい
うことがあらかじめ分かっているわけではない。そもそも、従属接続詞という品詞に関し
ても共通の理解があるわけではない。本研究では、基本的に、村木（2012）の規定を踏襲
しているが、実際に、どの範囲の単語を従属接続詞と認めるべきかについては、村木の説
明ではよく分らない部分もある。「矢先」のように、名詞が元々の語彙的な意味を失い、
名詞から分かれて従属接続詞化していることがはっきりしているものもあるが、「とき」
                                         
4	田中（2005）の解説を参考にして、雑誌『太陽』ならびに『太陽コーパス』について簡単に紹介してお
く。近代日本語の代表的なコーパスである『太陽コーパス』は、国立国語研究所によって開発され、2005
年に公開されている。雑誌『太陽』は、1895年に博文館から創刊された月刊の総合雑誌で、1895（明治 28
年）から 1928（昭和 3）年まで刊行されていた。創刊以前に博文館から刊行されていた総合雑誌『日本商
業雑誌』『日本農業雑誌』『日本大家論集』『日本之法律』『婦女雑誌』が統合されたため、論説、講演、
史伝、地理、小説、政治、法律など、幅広い分野の文章が収められている。現代語確立期の日本語の実態
を窺うことのできる貴重な資料である。『太陽コーパス』には、1895年・1901年・1909年・1917年・1925
年の五年分から各年の臨時増刊号を除いた通常号の全文が収録されている（12冊×5＝60冊）。総文字数
は約 1450 万字で、著者数は約 1000人である。記事には、「著者・欄名・文体・ジャンル」が、引用には、
「種別・話者・文体」が、文字には、「原文・振りがな・踊り字」といった情報が付与されている。その
後、2016年に、『太陽コーパス』のデータに形態情報を付与したものが『日本語歴史コーパス』（明治・
大正編／雑誌）の一部として公開されている。『太陽』は、文章のジャンルが幅広く、著者が多数であり、
文語体と口語体が共存し、文章量も多いため、これを利用することにより、様々な角度から従属接続詞を
収集することができる。調査にあたっては、『太陽コーパス』を利用した研究例として、逆接の接続語句
の研究である馬場（2005）、程度副詞の研究である市村（2015）などを参考にした。	
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や「場合」などは、もとから意味が抽象的であり、従属接続詞になったとき、もとの語彙
的な意味を失っているとは言えない。だが、従属接続詞としてしか使われない単語あるい
は名詞としても使われるがはっきりと意味の異なる単語のみを従属接続詞とするのは、規
定としては狭すぎるように思われる。重要なのは、「とき」や「場合」が主節と従属節を
一定の関係でつなぐ働きをする単語として日本語の複文の構成において重要な働きを担っ
ているという事実である。このような働きをする単語がある時代に存在しているとき、そ
れをその時代の共時態における従属接続詞と認めてよいと考える。	
	 そこでまずは、『太陽コーパス』に収録された、1895 年･1901 年･1909 年･1917 年･1925
年の『太陽』のうちの各年の 1･2号の全文に目を通しながら、「述語となる単語の連体形5を
受け、従属節と主節をつなぐ働きをする単語」という基準に照らして、従属接続詞と認め
られそうな単語の用例を一つ一つ拾う作業を行い、次の 62語を収集した。	
	
・貴郎ね、此處に居る間は・・・(1895年 2	号)	
・有爲の強國たることを自證したるの曉において・・(1895年 1号)	
・歸つてからは一文にもならない政治運動をやつた擧句に・・・(1901年 1号)	
・而も、色々樣々に推理したり臆測したりした揚句の果では・・・(1925年 2号)	
・二分金が六個張付て隱して有る、私が死んだ後では・・・(1895年 1号)	
・要するに日本人にして功名心に驅らるるの餘り・・・(1895年 1号)	
・之をして艦隊操縱の經驗を積ましむる以外に・・・(1917年 1号)	
・時を以て祭掃せしめ以て朕が篤く勳を成せし人を念ふの意を昭らかにせよとありし以後・・・(1909
年 2号)	
・兵制整ひ堡壘、軍港、兵器、彈藥、糧食等既に備りたる以上は・・・(1895年 1号)	
・明の沈徳符も亦曰へり、元人未だ南宋を滅せざる以前・・・(1895年 1号)	
・漸やく江戸へ着にけり光陰は矢の如し、といふ矢の字と如しの字を云ふ一刹那にも・・・(1895年 1
号)	
・諸國の所有する米國有價證券を自國に買戻すを得たる一方に・・・(1917年 1号)	
・抑も弊舘が明治二十年六月に創業せし以來・・・(1895年 1号)	
・公權を遞減する謂れなし。是も三章を犯すものなりと論定せられたる上は・・・(1895年 1号)	
・柊に似たる葉の樹を移し栽うるに、年經るうち・・・(1895年 1号)	
・維新の風雲に際會した僥倖兒で、長命したお庇に・・・(1901年 1号)	
・其次元祿十丑年中村座にて五月狂言に「兵根元曾我」といふ名題を以て勤し折は・・・(1895年 1号)	
・引續き露國政府は銀の輸入を防止すべしなんどの噂ありたる折柄・・・(1895年 1号)	
・容易に全廢すべからざるが如く、苟も人皆の聖賢ならざる限は・・・(1895年 1号)	
・遠征雜誌を發行しまた桑港新報の文學上の記事を擔任し傍ら・・(1895年 2号)	
・戰爭に伴ひ、生産業の減縮したる間において・・・(1917年 1号)	
                                         
5	連体形に助辞「の」がつく場合もある。	
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・全二月と云ふもの、身體はムンヂリとも利かないで寐たきりで・・・(1909年 2号)	
・「はい、もうお蔭樣で老夫め助かりまする。かうして眼も見えません癖に・・・(1895年 1号)	
・作者及び讀者をして現實に密接せしめ、未來に眼を注がしむるの結果・・・(1895年 2号)	
・日光の隱顯する毎に・・・(1895年 1号)	
・其グレシヤに於きまして哲學者詩人等の夥しく出ました頃は・・・(1895年 1号)	
・英國が往年露國を仇敵として居た際には・・・(1917年 2号)	
・今日は春陽堂から督促に會つて暑い 中に・・・(1917年 1号)	
・日本の國語は國語でありながら、まことに情なき次第にも・・・(1895年 1号)	
・嗚呼長吉は仕合な…親知らずにやつたとて大きくなつた時分・・・(1895年 1号)	
・輪島は讀むだ瞬間に・・・(1917年 1号)	
・談話の面白さ。人接のよさと一々に感服したる末は・・・(1895年 2号)	
・終に裁判の宣告を受くる刹那においては・・・(1909年 1号)	
・病中も醫者から容態を訊かれるたびに・・・(1917年 1号)	
・睡きときに發することもあるべし、その泣く度ごとに・・・(1895年 1号)	
・是等は實に學術に暗きの輩で思想の倒逆して居るが爲に・・・(1895年 1号)	
・十七年西京同志社に入て英學を學ぶ、廿一年宗教革命論を著し次で・・・(1895年 1号)	
・廉は其れを學資にして大學に入る積りで・・・(1917年 1号)	
・されども渠等は未だ風も荒まず、波も暴れざる當坐に・・・(1895年 1号)	
・彼は實に文章の鉅匠たりしに相違なし當時・・・(1895年 2号)	
・何の幸か之に加へん。生等斯新旭温に照らすの時において・・・(1895年 1号)	
・今の桂内閣──山縣系の内閣ではとても駄目だ。で、文藝院が出來たところで・・・(1909年 1号)	
・一朝氏明法寮の講席に赴かんとするの途次・・・(1895年 1号)	
・偖て船長等はボートに波を切て押出でし途端・・・(1895年 2号)	
・此日の午後尾瀬が原に到るの途中・・・(1895年 1号)	
・此の邊の農家の風俗、鄙びたる中・・・(1895年 1号)	
・渠はソロイス岬を遶ぐりて幾多の新發見をなしたる後ち・・・(1895年 1号)	
・解釋を容易にする便宜が有る塲合には・・・(1895年 1号)	
・又は、寄席藝人が舞臺を歩くやうな腰振で、室中を歩き廻つた果は・・・(1909 年 1号)	
・更に、西洋の自我主張の倫理思想が、蟠居してゐる反面には・・・(1925年 1号)	
・唯一呑と屏風倒に頽れむずる凄しさに、剛氣の舟子も啊呀と驚き、腕の力を失ふ隙に・・・(1895年
1号)	
・人、馬を化したるか。歸途、この馬車に乘りけるが、物に驚きて、猛奔する拍子に・・・(1909年 1
号)	
・若し其の眞動機を探らんには、大道の實現を希圖せし外・・・(1895年 1号)	
・——陸は甚だ黒く、沖は眞白に。と見る間に・・・(1895年 1号)	
・凡そ大文學を成ずるの素は、未だ大勝利を博せざるの前に・・・(1895年 2号)	
・露國に公使館を置くことになり、露國駐剳公使として赴任する間際に・・・(1925年 1号)	
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・蘇秦と張儀とが各其の合縱連衡の説を以て更る更る中原を飜弄するの 中・・・(1895年 2号)	
・泰東の學者として文明の責任を負ふものの・・・(1895 年 1号)	
・英國及米國の如き其商業上の竸爭國が何時にても正金引換に應ずる矢先に・・・(1901年 1号)	
・需要に應じ易きを主として專ら江湖に普及せしめん事を力めたるが故に・・・(1895年 1号)	
・我産米が海外の廉價なる産米と競爭して尚ほ歩を讓らざる所以・・・(1901年 1号)	
	
	 これに、村木(2012)が従属接続詞として取り上げている 34語のうち、この作業で見つか
らなかった「セイ、ソバカラ、テマエ、ハズミ、ワリ」の 5語を加え、以下の 67語を調査
対象とする6。	
	
アイダ、アカツキ、アゲク、アゲクノハテ、アト、アマリ、イガイ、イゴ、イジョウ、イゼン、イッ
セツナ、イッポウ、イライ、ウエ、ウチ、オカゲ、オリ、オリガラ、カギリ、かたわら、カン、キリ、
クセ、ケッカ、ゴト、コロ、サイ、サイチュウ、シダイ、ジブン、シュンカン、スエ、セイ、セツナ、
ソバカラ、タビ、タビゴト、タメ、チョクゼン、ツイデ、ツモリ、テマエ、トウザ、トウジ、トキ、
トコロ、トジ、トタン、トチュウ、ナカ、ノチ、バアイ、ハズミ、ハテ、ハンメン（反面）、ヒマ、
ヒョウシ、ホカ、マ、マエ、マギワ、モナカ、モノノ、ヤサキ、ユエ、ユエン、ワリ	
	
次に、上記の 67語のそれぞれについて、改めて、『太陽コーパス』全体に対して「中納
言」で検索をかけた。『太陽コーパス』には、形態素解析辞書「近代文語 UniDic」に基づ
いた短単位情報と「語彙素」「語彙素読み」「語形」「語形代表表記」「品詞」「活用型」
「活用形」「原文文字列」「振り仮名」などのタグが付与されているが7、「品詞」のタグ
には「従属接続詞」という項目はないため、「語彙素」および「語彙素読み」を指定して
検索することにした。ただし、この方法では、対象にならないものも検索されてしまうの
で、 終的には目視による選別を行った。	
                                         
6	これらの語の従属接続詞の用法が『日本国語大辞典 第二版』に記述されているかを確認したところ、71
語中 22語に記述がないことが確認された。それらは､「アゲクノハテ、イゴ、イッセツナ、イトマ、イラ
イ、オカゲ、カン、ケッカ、ゴ、シュンカン、セツナ、チョクゼン、トウザ、トウジ、トジ、トチュウ、
ハテ、マ、マエ、マギワ、モナカ、ユエン」である。従属接続詞用法の記述があるものについて、用例の
初出を確認したところ、『太陽』の刊行期間以後の例であるものには､｢いっぽうう」（若き日[1943])､｢テ
マエ｣(私のサハリン[1972])､｢ハンメン(反面)｣(夜と霧の隅で[1960])､｢イガイ｣(人間の病気[1967]）があった
が、これらの語の従属接続詞用法は『太陽』に確認できた。従属接続詞の初出例が『太陽』の時期と重な
る語には､｢ソバカラ」（落語・新治療[1898])､｢ワリ｣(坑夫［1908])｢アゲク｣(置土産[1900])､｢キリ｣(化銀杏
［1896])がある。それ以外の従属接続詞用法の初出例は、いずれも 1895年（『雑誌』太陽の創刊年）以前
のものである。明治以降で 1895年までの時期が初出である語には､「あかつき、アト、イジョウ、かたわ
ら、サイ、バアイ、ヒマ」がある。「アイダ」（平家物語[13c前])､｢アゲク｣(洒落本・船頭部屋[19c初]）
の初出例は、明治以前である。ただし､｢アイダ｣は当時は原因・理由を表していた。 
7 「語彙素」とは単語の様々なバリエーション（語形・活用形・表記形など）を統合した辞書の見出しに
相当するものである。「語彙素読み」は、語彙素の読みを片仮名で示したものである。「語形」は、発音
や活用形の区別を示したものである。「品詞」は、UniDicの体系に基づいて付与された品詞情報である。
「原文文字列」と「振り仮名」は、雑誌『太陽』の原文の表記である。 
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	 収集した用例については、以下のような調査を行う。まず、各語の表記別、年次別・文
体別の出現頻度に関する調査を行う。次に、各語の年次別の出現記事率の調査を行う。そ
して、各語の文体別の使用状況を調査する。 後に、各語がとる格形式の分布を調査する。	
	
3. 調査結果 
	
3.1 表記別の出現頻度 
	 『太陽』の本文においては、仮名遣いや漢字使用が統一されておらず、同じ語に対して
複数の表記が併存している。従属接続詞については、少なくとも次の六種類の表記が見ら
れる。語彙素の確定できないものは、今回の考察対象から外してある8。	
	
①	 漢字（無ルビ）	 	 例：傍	
② 漢字（総ルビ）	 	 例： 傍
かたわら
	
③ 漢字（パラルビ）	 	 例：傍
かた
ら	
④ 仮名(平仮名・片仮名)	 例：かたはら・カタワラ	
⑤ 漢字（無ルビ）＋送り仮名	 例：傍ら	
⑥	 漢字（ルビ）＋送り仮名	 例：傍
かたわ
ら	
	
	 表 1は、各語の表記パターンを一覧したものである。ルビつきのものはルビをかっこ内
に示してある。	
 
表 1 従属接続詞の表記 
語彙素(用例数) 『太陽』本文の表記 
アイダ(217) あひだ 1、 間(あいだ)1、 間(あひおだ)1、 間(あひた)1、 間(あひだ)210、 間だ 3  
アカツキ(104) 曉 85、 曉(あかつき)16、 曉き 3、  
アゲク(54) あげく 2、 揚句 22、 揚句(あげく)20、 擧句 7、 擧句(あげく)3、  
アゲクノハテ(3) あげくの果 1、 揚句の果 1、 揚句の果て 1、  
アト(87) あと 17、 後(あと)65、 跡 3、 跡(あと)2、  
アマリ(45) あまり 7、 餘 2、 餘り 31、 餘り(あま)5、  
イガイ(38) 以外 34、 以外(いぐわい)4、  
イゴ(11) 以後 9、 以後(いご)2、  
イジョウ(850) 以上 727、 以上(いじやう)119、 次上(いじやう)1、 已上 3、  
イゼン(100) 以前 87、 以前(いぜん)13、  
イッセツナ(7) 一刹那 5、 一刹那(せつな)2、  
イッポウ(56) 一方 43、 一方(ぱう)12、 一方(ぽう)1、  
イライ(107) 以來 103、 以來(いらい)3、 已來 1、  
ウエ(762) うへ 8、 上 608、 上(うへ)146、  
                                         
8 「間」（アイダ・カン・マ）、「後」（アト・ノチ）、「中」（ウチ・ナカ）、「 中」（サイチュウ・
サナカ）にこのケースが見られた。なお、ルビがついているにもかかわらず、語彙素読みがルビと異なる
ケースが 27例見られた。これらについてはエラーと見なし、ルビを基準にして語彙素を判断することにし
た。内訳は、「あひだ／カン」（1例）、「ああひだ／マ」（1例）、「うち／ナイ」（17例）、「ご／
ノチ」（1例）、「せい／タメ」（1例）、「たび／ゴト」（3例）、「のち／アト」（2例）、「のち／
ゴ」（1例）である（「ルビ／語彙素読み」（例数））。 
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ウチ(256) うち 113、 間(うち)9、 中(うち)82、 内 28、 内(うち)24、  
オカゲ(19) おかげ 1、 お蔭 6、 お蔭(かげ)4、 お庇(かげ)4、 御蔭 4、  
オリ(117) をり 11、 折 52、 折(をり)39、 折り 15、  
オリカラ(34) をりから 3、 折(をり)から 3、 折から 4、 折りから 1、 折柄 19、 折柄(をりから)4 
カギリ(545) かぎり 4、 限 34、 限(かぎり)1、 限り 428、 限り(かぎ)78、  
カタワラ(27) かたはら 1、 側(かたはら)1、側ら(1)、傍(かたはら)2、傍はら 2、傍ら 14、 傍ら(かたは)7  
カン(1) 間(かん)1、  
キリ(34) きり 22、 ぎり 2、 限り(き)3、 限り(ぎ)2、 切(きり)3、 切(ぎり)2 
クセ(53) くせ 19、 癖 17、 癖(くせ)17、  
ケッカ(588) 結果 521、 結果(けつか)1、 結果(けつくわ)65、 結東 1、  
ゴト(299) こと 4、 ごと 19、 毎 232、 毎(ごと)44、  
コロ(508) ころ 18、 頃 309、 頃(ころ)178、 頃(コロ)1、 比 1、 比ろ 1 
サイ(400) さい 1、 際 345、 際(さい)54、  
サイチュウ(2) 中((サイチュウ)2、  
シダイ(53) 次第 44、 次第(しだい)9、  
ジブン(141) 時分 64、 時分(じぶん)77、  
シュンカン(32) 瞬間 15、 瞬間(しゆんかん)17、  
スエ(31) 末 13、 末(すゑ)18、  
セイ(1) せい 1、  
セツナ(16) 刹那 4、 刹那(せつな)12、  
ソバ(5) そば 1、 傍 3、 傍(そば)1、  
タビ(103) たび 27、 たんび 4、 度 25、 度(たび)40、 度び 1、 毎(たび)5、毎(たんび)1 
タビゴト(25) 度毎 15、 度(たび)毎 9、 度び毎 1、  
タメ(5139) ため 1081、 タメ 1、 爲 1402、 爲(ため)203、 爲ね 2、 為め 2171、為メ 4、為め(た)273、
為め(ため)2 
チョクゼン(1) 直前 1、  
ツイデ(73) ついで 8、 次いで(つ)2、 次て 5、次で 33、次手 2、序 4、序(ついで)9、序で 4、序で(つ
い)2、尋て 2、尋で 2 
ツモリ(38) つもり 14、 意り(つも)1、 故 1、 心算(つもり)3、 積 2、 積(つもり)1、積り(つも)16 
テマエ(1) 手前 1、  
トウザ(7) 當坐 1、 當坐(たうざ)1、 當座 2、 當座(たうざ)3、  
トウジ(121) 當時 95、 當時(たう)1、 當時(たうじ)25、  
トキ(7428) とき 2388、 トキ 23、 とぎ 1、 時 3509、 時(とき)1507、  
トコロ(1432) ところ 320、 所 729、 所(ところ)79、 所ろ 6、 處 218、處(ところ)78、處ろ 2 
トジ(11) 途次 11、  
トタン(29) とたん 1、 トタン 2、 途端 7、 途端(とたん)19、  
トチュウ(58) 途中 36、 途中(とちう)20、 途中(とちゆう)2、  
ナカ(61) なか 8、 中(なか)53、  
ノチ(286) のち 19、 後(のち)219、 後ち 46、 後ち(の)2、  
バアイ(1239) 場合 767、 場合(ばあい)1、 場合(ばあひ)150、 塲合 312、 塲合(ばあひ)9、  
ハズミ(2) はずみ 1、 機(はずみ)1、  
ハテ(5) 果 2、 果(はて)3、 
ハンメン(反面)(4) 反面 3、 反面(はんめん)1、  
ヒマ(12) ひま 7、 暇 1、 暇(ひま)1、 隙 1、 隙(ひま)2、  
ヒョウシ(15) 機會(へうし)1、 拍子 6、 拍子(ひやうし)7、 拍子(へうし)1、  
ホカ(244) ほか 4、 外 185、 外(ほか)42、 他(ほか)8、 余 5、  
マ(84) 間(ま)84、  
マエ(160) まへ 2、 前 104、 前(まへ)54、  
マギワ(9) 間際 5、 間際(まぎは)4、  
モナカ(1) 中(モナカ)1、  
モノ(177) もの 175、 もん 1、 物 1、  
ヤサキ(24) 矢さき 1、 矢先 16、 矢先(やさき)7、  
ユエ(3137) ゆえ 3、 ゆへ 31、 ゆゑ 183、 故 2784、 故(ゆえ)3、故(ゆゑ)131、故(ユエ)2 
ユエン(52) 所以 50、 所以(ゆえん)1、 所以(ゆゑん)1、  
ワリ(19) わり 2、 割 11、 割(わり)3、 割り 2、 割り(わ)1、  
	
3.2 年次別・⽂体別の出現頻度 
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	 表 2 は『太陽コーパス』における従属接続詞の出現頻度を年次別・文体別9に集計したも
のである。総出現頻度の高いものから順に並べてある。	
	
表 2 年次・文体別の出現頻度 
 1895 1901 1909 1917 1925  
口語	 文語	 口語	 文語	 口語	 文語	 口語	 文語	 口語	 文語	
とき	 134 1540 419 1377 640 562 1059 153 1492 52 7428 
ため	 46 811 219 874 542 400 873 212 1148 14 5139 
ゆえ	 50 787 135 746 216 539 353 157 144 10 3137 
ところ	 27 326 65 279 214 110 158 13 225 15 1432 
ばあい	 12 82 51 175 109 69 254 56 424 7 1239 
いじょう	 4 79 30 120 119 62 199 78 156 3 850 
うえ	 20 112 47 102 85 62 154 12 166 2 762 
けっか	 1 28 19 111 94 65 105 27 137 1 588 
かぎり	 2 86 14 99 47 58 105 27 105 2 545 
ころ	 10 126 28 59 71 19 79 5 108 3 508 
さい	 1 55 8 58 29 18 77 18 133 3 400 
ごと	 0 81 7 64 26 36 43 8 34 0 299 
のち	 1 45 8 31 21 4 57 20 91 8 286 
うち	 7 19 26 4 40 4 62 0 93 1 256 
ほか	 0 21 15 55 35 26 45 7 40 0 244 
あいだ	 2 3 14 5 19 3 95 14 62 0 217 
もの	 5 21 18 7 42 2 32 0 50 0 177 
まえ	 0 10 3 9 5 4 17 3 109 0 160 
じぶん	 9 5 22 0 33 1 40 0 31 0 141 
とうじ	 2 13 1 12 20 6 18 2 47 0 121 
おり	 1 47 2 9 8 6 16 2 26 0 117 
あかつき	 2 15 5 9 27 8 14 6 18 0 104 
いらい	 1 37 1 21 12 19 6 5 5 0 107 
たび	 2 5 7 2 14 0 33 0 40 0 103 
いぜん	 0 19 3 22 8 9 14 2 23 0 100 
あと	 2 6 1 0 18 0 31 0 29 0 87 
ま	 1 19 7 3 11 3 20 1 18 1 84 
ついで	 1 9 2 5 3 4 13 25 11 0 73 
いっぽう	 0 1 1 4 7 28 0 0 14 1 56 
なか	 3 17 8 4 5 1 18 0 4 1 61 
とちゅう	 1 11 3 5 6 2 11 0 18 1 58 
あげく	 0 3 3 1 9 1 11 0 26 0 54 
くせ	 2 1 6 0 8 0 16 1 19 0 53 
しだい	 3 11 1 5 5 2 12 1 12 1 53 
ゆえん	 0 12 2 16 2 13 3 1 3 0 52 
あまり	 0 13 0 6 4 2 10 2 8 0 45 
                                         
9	『太陽コーパス』における口語体と文語体の区別は、文末辞を指標としている。文語の指標としては、
「なり、たり、あり、り、つ、ぬ、き、べし」、口語の指標としては、「です、ます、ござる、である、
だ、た」が採用されている。	
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いがい	 0 0 0 1 3 3 10 1 20 0 38 
つもり	 3 0 3 1 6 0 13 0 12 0 38 
すえ	 1 8 4 6 1 0 5 1 5 0 31 
おりから	 0 16 3 6 1 1 2 1 4 0 34 
きり	 2 1 5 0 8 0 8 0 10 0 34 
しゅんかん	 0 1 1 2 5 1 8 1 13 0 32 
とたん	 0 4 7 2 6 0 0 0 10 0 29 
かたわら	 0 1 1 4 3 2 5 3 9 0 28 
たびごと	 0 3 1 2 3 1 5 0 10 0 25 
やさき	 1 1 2 1 4 1 3 0 11 0 24 
わり	 0 1 0 1 5 0 6 0 6 0 19 
おかげ	 0 0 4 0 1 1 5 0 8 0 19 
せつな	 0 0 0 2 1 2 6 0 5 0 16 
ひょうし	 0 1 1 1 3 3 4 0 2 0 15 
ひま	 0 6 0 1 0 0 2 0 3 0 12 
とじ	 0 6 1 1 1 0 0 1 1 0 11 
はて	 0 0 0 0 3 0 1 0 1 0 5 
いご	 0 2 0 0 3 3 2 0 1 0 11 
まぎわ	 0 0 0 0 2 1 2 0 4 0 9 
いっせつな	 0 4 0 1 1 0 0 1 0 0 7 
とうざ	 0 1 0 1 0 0 5 0 0 0 7 
そば	 0 0 0 0 0 0 3 0 2 0 5 
はんめん(反面)	 0 0 0 0 0 0 1 0 3 0 4 
あげくのはて	 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 3 
さいちゅう	 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 
はずみ	 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 
かん	 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
もなか	 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 
せい	 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
ちょくぜん	 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
てまえ	 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
計	 359 4531 1234 4332 2614 2167 4154 868 5215 126 25601 
	
	 表 2 からわかるように、『太陽』における従属接続詞の出現頻度は語によってかなりば
らつきがある。頻度が上位の「とき、ため、ゆえ」の 3 語だけで、全体の頻度の約 6 割を
占めている。一方で、「まぎわ」以下の 16語については、頻度が 10にも達していない。 
	
3.3 出現記事率の推移 
	 次に、各語の記事率の推移を見る。記事率とは、総記事数に対する、その語が出現する
記事の割合である。調査結果を表 3に示す。1925年の記事率の順に並べてある。 
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表 3 年次別の記事率 
	 1895年 1901年 1909年 1917年 1925年 
とき	 64.47% 62.52% 58.74% 55.95% 53.66% 
ため	 44.99% 54.80% 58.90% 58.53% 46.68% 
ばあい	 8.50% 18.11% 17.94% 27.58% 21.93% 
ところ	 27.02% 26.46% 28.53% 20.83% 17.44% 
うえ	 13.31% 18.11% 17.33% 21.43% 14.17% 
いじょう	 8.64% 15.28% 18.10% 28.17% 12.15% 
けっか	 3.29% 14.80% 18.40% 17.66% 11.59% 
さい	 6.45% 8.03% 6.44% 13.10% 11.25% 
ゆえ	 43.76% 43.62% 39.72% 30.16% 10.80% 
まえ	 1.23% 1.73% 1.38% 3.57% 10.24% 
ころ	 13.99% 9.45% 9.36% 10.91% 10.01% 
かぎり	 9.60% 13.86% 12.73% 15.87% 9.45% 
のち	 4.66% 2.36% 2.76% 11.51% 8.44% 
うち	 3.16% 3.15% 4.91% 7.34% 7.54% 
あいだ	 0.69% 2.05% 2.91% 15.67% 5.74% 
もの	 2.74% 3.31% 5.37% 4.56% 4.95% 
とうじ	 2.06% 1.89% 3.68% 3.17% 4.05% 
たび	 0.96% 1.42% 1.84% 3.57% 3.71% 
ほか	 2.61% 8.50% 7.52% 8.73% 3.60% 
ごと	 9.47% 9.45% 7.36% 7.74% 3.49% 
じぶん	 1.51% 2.36% 4.91% 4.37% 3.26% 
あと	 0.82% 0.16% 2.15% 4.56% 2.92% 
おり	 4.94% 1.57% 1.99% 2.98% 2.70% 
あげく	 0.41% 0.63% 1.53% 1.98% 2.59% 
いぜん	 2.47% 3.46% 2.45% 2.78% 2.47% 
くせ	 0.41% 0.63% 1.07% 2.98% 2.02% 
ま	 1.65% 1.42% 1.84% 3.17% 2.02% 
いがい	 0.00% 0.16% 0.77% 1.98% 1.91% 
とちゅう	 1.65% 1.26% 1.23% 1.79% 1.91% 
あかつき	 17.98% 12.36% 35.96% 17.98% 15.73% 
いっぽう	 0.14% 0.00% 0.61% 3.17% 1.46% 
しだい	 1.65% 0.79% 1.07% 2.18% 1.46% 
しゅんかん	 0.14% 0.47% 0.92% 1.59% 1.35% 
つもり	 0.27% 0.63% 0.92% 2.18% 1.35% 
やさき	 0.27% 0.47% 0.77% 0.60% 1.24% 
きり	 0.41% 0.63% 1.07% 1.39% 1.12% 
ついで	 1.37% 0.94% 1.07% 4.17% 1.12% 
たびごと	 0.41% 0.47% 0.61% 0.99% 1.01% 
あまり	 1.78% 0.94% 0.92% 2.18% 0.90% 
おかげ	 0.00% 0.47% 0.31% 0.99% 0.90% 
かたわら	 0.14% 0.79% 0.61% 1.59% 0.90% 
とたん	 0.55% 1.10% 0.61% 0.00% 0.90% 
すえ	 1.23% 1.57% 0.31% 1.19% 0.67% 
わり	 0.14% 0.16% 0.77% 0.99% 0.67% 
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せつな	 0.00% 0.31% 0.46% 0.60% 0.56% 
なか	 2.19% 1.42% 0.77% 2.38% 0.56% 
いらい	 4.12% 3.46% 3.83% 2.18% 0.45% 
おりから	 2.19% 1.26% 0.31% 0.60% 0.45% 
まぎわ	 0.00% 0.00% 0.46% 0.40% 0.45% 
はんめん(反面)	 0.00% 0.00% 0.00% 0.20% 0.34% 
ひま	 0.82% 0.16% 0.00% 0.40% 0.34% 
ゆえん	 1.51% 2.52% 1.84% 0.60% 0.34% 
あげくのはて	 0.00% 0.00% 0.00% 0.20% 0.22% 
そば	 0.00% 0.00% 0.00% 0.60% 0.22% 
ひょうし	 0.14% 0.31% 0.92% 0.60% 0.22% 
いご	 0.27% 0.00% 0.92% 0.40% 0.11% 
さいちゅう	 0.00% 0.00% 0.00% 0.20% 0.11% 
せい	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.11% 
ちょくぜん	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.11% 
てまえ	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.11% 
とじ	 0.82% 0.31% 0.15% 0.20% 0.11% 
はて	 0.27% 0.16% 0.77% 0.40% 0.11% 
いっせつな	 0.55% 0.16% 0.15% 0.20% 0.00% 
かん	 0.00% 0.00% 0.00% 0.20% 0.00% 
とうざ	 0.14% 0.16% 0.00% 0.79% 0.00% 
はずみ	 0.00% 0.00% 0.00% 0.40% 0.00% 
もなか	 0.00% 0.00% 0.00% 0.20% 0.00% 
	
	 1895年と 1901年の記事率の平均値と 1917年と 1925年の記事率の平均値を対比すると、
後者を前者で割った数値が 2.0以上であるものは、「いじょう、まえ、のち、うち、ものの、
あいだ、たび、あと、あげく、くせ、いがい、いっぽう、きり、しゅんかん、つもり、や
さき、ついで、たびごと、おかげ、さいちゅう、わり、せつな、とうざ」の 23 語に及ぶ。
これらは、この間に出現記事率が大幅に増加した語である。一方、この値が 0.5であるもの
は、「ゆえ、ゆえん、いらい、おりから、とじ、いっせつな」の 6 語である。これらは、
この間に出現記事率が大幅に減少した語である。多くの語で出現記事率の大幅な増加が見
られ、従属接続詞としての働きが活性化していることが窺える。出現記事率が大幅に減少
している語は、文語体に使用が偏るために（後述）、出現記事率を減らすことになったと
考えられる。	
	
3.4 ⽂体別の使⽤状況 
	 表 4 は、各語の文体別の出現頻度および文体別の出現記事数、各文体のすべての記事に
対する出現記事の比率を集計したものである。口語記事率の高いものから順に並べてある。	
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表 4 文体別の出現頻度･出現記事数･出現記事率 
 口語(頻度)	 文語(頻度)	 口語記事数	 文語記事数	 口語記事率	 文語記事率	
とき	 3744 3684 1075 934 60.63% 58.23% 
ため	 2828 2311 982 788 55.39% 49.13% 
ところ	 689 743 426 385 24.03% 24.00% 
ばあい	 850 389 413 215 23.29% 13.40% 
ゆえ	 898 2239 379 724 21.38% 45.14% 
うえ	 472 290 336 223 18.95% 13.90% 
いじょう	 508 342 322 206 18.16% 12.84% 
けっか	 356 232 261 169 14.72% 10.54% 
ころ	 296 212 206 161 11.62% 10.04% 
かぎり	 273 272 205 200 11.56% 12.47% 
さい	 248 152 182 124 10.27% 7.73% 
うち	 228 28 154 25 8.69% 1.56% 
あいだ	 192 25 145 22 8.18% 1.37% 
のち	 178 108 133 67 7.50% 4.18% 
もの	 147 30 117 26 6.60% 1.62% 
まえ	 134 26 113 25 6.37% 1.56% 
ほか	 135 109 113 85 6.37% 5.30% 
じぶん	 135 6 103 6 5.81% 0.37% 
ごと	 110 189 94 153 5.30% 9.54% 
とうじ	 88 33 73 30 4.12% 1.87% 
たび	 96 7 72 7 4.06% 0.44% 
あと	 81 6 66 4 3.72% 0.25% 
あかつき	 66 38 55 35 3.10% 2.18% 
ま	 57 27 49 18 2.76% 1.12% 
おり	 53 64 48 50 2.71% 3.12% 
くせ	 51 2 45 2 2.54% 0.12% 
あげく	 49 5 45 5 2.54% 0.31% 
いぜん	 48 52 45 47 2.54% 2.93% 
とちゅう	 39 19 35 19 1.97% 1.18% 
つもり	 37 1 34 1 1.92% 0.06% 
しだい	 33 20 31 17 1.75% 1.06% 
きり	 33 1 30 1 1.69% 0.06% 
いがい	 33 5 29 4 1.64% 0.25% 
なか	 38 23 29 18 1.64% 1.12% 
ついで	 30 43 27 27 1.52% 1.68% 
いっぽう	 22 34 20 14 1.13% 0.87% 
しゅんかん	 27 5 25 5 1.41% 0.31% 
いらい	 25 82 21 71 1.18% 4.43% 
やさき	 21 3 21 3 1.18% 0.19% 
あまり	 22 23 21 23 1.18% 1.43% 
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たびごと	 19 6 18 6 1.02% 0.37% 
おかげ	 18 1 17 1 0.96% 0.06% 
とたん	 23 6 17 6 0.96% 0.37% 
すえ	 16 15 16 15 0.96% 1.00% 
わり	 17 2 16 2 0.90% 0.12% 
かたわら	 18 10 16 10 0.90% 0.62% 
おりから	 10 24 10 23 0.56% 1.43% 
ゆえん	 10 42 9 36 0.51% 2.24% 
せつな	 12 4 9 4 0.51% 0.25% 
ひょうし	 10 5 9 5 0.51% 0.31% 
まぎわ	 8 1 8 1 0.45% 0.06% 
いご	 6 5 6 5 0.34% 0.31% 
はて	 5 0 5 0 0.28% 0.00% 
そば	 5 0 5 0 0.28% 0.00% 
ひま	 5 7 5 7 0.28% 0.44% 
はんめん(反面)	 4 0 4 0 0.23% 0.00% 
とうざ	 5 2 4 2 0.23% 0.12% 
あげくのはて	 3 0 3 0 0.17% 0.00% 
とじ	 3 8 3 8 0.17% 0.50% 
さいちゅう	 2 0 2 0 0.11% 0.00% 
はずみ	 2 0 2 0 0.11% 0.00% 
せい	 1 0 1 0 0.06% 0.00% 
ちょくぜん	 1 0 1 0 0.06% 0.00% 
いっせつな	 1 6 1 6 0.06% 0.37% 
てまえ	 1 0 1 0 0.06% 0.00% 
もなか	 1 0 1 0 0.06% 0.00% 
かん	 0 1 0 1 0.00% 0.06% 
	
	 以下、総出現頻度が 10未満である「まぎわ、いっせつな、とうざ、そばから、はんめん
（反面）、あげくのはて、はんめん（半面）、いとま、きわ、せい、はずみ、もなか、か
ん、ご、ちょくぜん、てまえ」を除いて、各語の文体的な使用傾向を口語記事率と文語記
事率の対比によって分析する10。	
	 まず、口語記事率と文語記事率の高い方を低い方で割った数値が 1.2 未満であるものは、
「とき、ため、ところ、かぎり、ころ、ほか、いぜん、ついで、あまり、すえ、はて、い
ご」の 12 語である。これらは、明確な文体的な傾向のない従属接続詞であると言えよう。
次に、口語記事率を文語記事率で割った数値が 2.0以上であるものは、「うち、もの、あい
だ、まえ、じぶん、とうじ、たび、あと、ま、あげく、くせ、いがい、つもり、きり、し
ゅんかん、とたん、たびごと、やさき、おかげ、わり、せつな」の 21語である。これらは、
口語体で使用される傾向のある従属接続詞である。逆に、文語記事率を口語記事率で割っ
た数値が 2.0以上であるものは、「ゆえ、ゆえん、いらい、おりから、とじ」の 5語である。
これらは、文語体で使用される傾向のある従属接続詞である。残る 16語の「ばあい、いじ
                                         
10『太陽コーパス』に収録された口語記事の総数は 1773で、文語記事の総数は 1604である。	
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ょう、うえ、けっか、さい、ごと、のち、おり、あかつき、いっぽう、なか、とちゅう、
しだい、かたわら、ひょうし、ひま」は、文体的な傾向の有無についてはっきりしたこと
が言えない語である。	
	 各語の文体的な特徴の年次推移についても見ておきたい。表 5 は、年次別・文体別の出
現記事率の調査結果である。	
	
表 5 年次別・文体別の出現記事率 
 
1895 1901 1909 1917 1925 
口語	 文語	 口語	 文語	 口語	 文語	 口語	 文語	 口語	 文語	
とき	 100.00% 61.83% 61.90% 62.74% 64.89% 52.06% 65.92% 37.21% 53.77% 53.85% 
ため	 64.10% 43.98% 47.62% 57.39% 60.64% 58.43% 68.45% 40.31% 48.62% 17.31% 
ゆえ	 69.23% 42.38% 29.76% 48.61% 27.39% 58.43% 30.99% 32.56% 10.66% 13.46% 
ところ	 46.15% 25.98% 24.40% 27.19% 33.78% 22.10% 27.04% 6.98% 17.25% 21.15% 
ばあい	 23.08% 7.69% 16.07% 18.84% 20.21% 15.36% 31.83% 20.16% 22.51% 13.46% 
うえ	 25.64% 12.63% 21.43% 16.92% 17.82% 17.23% 27.89% 6.98% 14.85% 3.85% 
いじょう	 10.26% 8.56% 11.90% 16.49% 20.48% 15.36% 32.68% 20.16% 12.57% 5.77% 
けっか	 2.56% 3.34% 8.93% 16.92% 19.15% 17.98% 20.00% 13.95% 12.22% 1.92% 
かぎり	 5.13% 9.87% 7.14% 16.27% 11.44% 14.98% 18.59% 10.85% 9.82% 3.85% 
ころ	 20.51% 13.64% 11.31% 8.78% 11.44% 6.74% 14.08% 3.88% 10.30% 5.77% 
さい	 2.56% 6.68% 2.38% 10.06% 6.91% 5.99% 14.93% 10.08% 11.74% 3.85% 
ごと	 0.00% 10.01% 3.57% 11.56% 6.12% 9.36% 9.58% 3.88% 3.71% 0.00% 
のち	 2.56% 4.79% 2.38% 2.36% 3.99% 1.12% 12.96% 9.30% 8.02% 15.38% 
ほか	 0.00% 2.76% 7.14% 8.99% 7.98% 7.12% 10.99% 3.88% 3.83% 0.00% 
うち	 17.95% 2.32% 9.52% 0.86% 7.45% 1.50% 10.42% 0.00% 7.90% 1.92% 
あいだ	 5.13% 0.44% 4.76% 1.07% 4.26% 1.12% 19.15% 8.53% 6.11% 0.00% 
もの	 7.69% 2.47% 8.33% 1.50% 8.78% 0.75% 6.48% 0.00% 5.27% 0.00% 
まえ	 0.00% 1.31% 1.19% 1.93% 1.33% 1.50% 4.23% 2.33% 10.90% 0.00% 
じぶん	 15.38% 0.73% 8.93% 0.00% 8.24% 0.37% 6.20% 0.00% 3.47% 0.00% 
とうじ	 5.13% 1.89% 0.60% 2.36% 5.05% 1.87% 4.23% 0.78% 4.31% 0.00% 
おり	 2.56% 5.08% 1.19% 1.71% 2.13% 1.87% 3.66% 1.55% 2.87% 0.00% 
あかつき	 5.13% 2.03% 2.38% 1.71% 6.38% 3.00% 3.10% 3.88%%1.66 1.68% 0.00% 
いぜん	 0.00% 2.61% 1.79% 4.07% 2.13% 3.00% 3.38% 1.55% 2.63% 0.00% 
いらい	 2.56% 4.21% 0.60% 4.50% 2.39% 5.99% 1.69% 3.88% 0.48% 0.00% 
たび	 5.13% 0.73% 4.17% 0.43% 3.19% 0.00% 5.07% 0.00% 3.95% 0.00% 
あと	 5.13% 0.58% 0.60% 0.00% 3.72% 0.00% 6.48% 0.00% 3.11% 0.00% 
ま	 2.56% 1.60% 4.17% 0.43% 2.39% 1.12% 4.23% 0.78% 2.04% 1.92% 
ついで	 2.56% 1.31% 1.19% 0.86% 0.80% 1.50% 3.10% 7.75% 1.20% 0.00% 
とちゅう	 2.56% 1.60% 1.79% 1.07% 1.60% 0.75% 2.54% 0.00% 1.92% 1.92% 
あげく	 0.00% 0.44% 1.79% 0.21% 2.39% 0.37% 2.82% 0.00% 2.75% 0.00% 
しだい	 7.69% 1.31% 0.60% 0.86% 1.33% 0.75% 2.82% 0.78% 1.44% 1.92% 
くせ	 5.13% 0.15% 2.38% 0.00% 1.86% 0.00% 3.94% 0.78% 2.16% 0.00% 
なか	 7.69% 1.89% 3.57% 0.64% 1.06% 0.37% 3.38% 0.00% 0.48% 1.92% 
ゆえん	 0.00% 1.60% 1.19% 3.00% 0.53% 3.75% 0.56% 0.78% 0.36% 0.00% 
あまり	 0.00% 1.89% 0.00% 1.28% 1.06% 0.75% 2.54% 1.55% 0.96% 0.00% 
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いっぽう	 0.00% 0.15% 0.00% 0.00% 0.27% 1.12% 1.97% 6.98% 1.44% 1.92% 
かたわら	 2.56% 0.15% 0.60% 0.86% 0.53% 0.75% 1.41% 2.33% 0.96% 0.00% 
つもり	 5.13% 0.00% 1.79% 0.21% 1.60% 0.00% 3.10% 0.00% 1.44% 0.00% 
いがい	 0.00% 0.00% 0.00% 0.21% 0.80% 0.75% 2.54% 0.78% 2.04% 0.00% 
おりから	 0.00% 2.32% 1.79% 1.07% 0.27% 0.37% 0.56% 0.78% 0.48% 0.00% 
すえ	 2.56% 1.16% 2.38% 1.28% 0.27% 0.37% 1.41% 0.78% 0.72% 0.00% 
きり	 5.13% 0.15% 2.38% 0.00% 1.86% 0.00% 1.97% 0.00% 1.20% 0.00% 
しゅんかん	 0.00% 0.15% 0.60% 0.43% 1.33% 0.37% 1.97% 0.78% 1.44% 0.00% 
たびごと	 0.00% 0.44% 0.60% 0.43% 0.80% 0.37% 1.41% 0.00% 1.08% 0.00% 
やさき	 2.56% 0.15% 1.19% 0.21% 1.06% 0.37% 0.85% 0.00% 1.32% 0.00% 
とたん	 0.00% 0.58% 2.98% 0.43% 1.06% 0.00% 0.00% 0.00% 0.96% 0.00% 
おかげ	 0.00% 0.00% 1.79% 0.00% 0.27% 0.37% 1.41% 0.00% 0.96% 0.00% 
わり	 0.00% 0.15% 0.00% 0.21% 1.33% 0.00% 1.41% 0.00% 0.72% 0.00% 
ひょうし	 0.00% 0.15% 0.60% 0.21% 0.80% 1.12% 0.85% 0.00% 0.24% 0.00% 
せつな	 0.00% 0.00% 0.00% 0.43% 0.27% 0.75% 0.85% 0.00% 0.60% 0.00% 
ひま	 0.00% 0.87% 0.00% 0.21% 0.00% 0.00% 0.56% 0.00% 0.36% 0.00% 
いご	 0.00% 0.29% 0.00% 0.00% 0.80% 1.12% 0.56% 0.00% 0.12% 0.00% 
とじ	 0.00% 0.87% 0.60% 0.21% 0.27% 0.00% 0.00% 0.78% 0.12% 0.00% 
はて	 0.00% 0.00% 0.00% 0.0% 0.80% 0.00% 0.28% 0.00% 0.12% 0.00% 
まぎわ	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.53% 0.37% 0.56% 0.00% 0.48% 0.00% 
いっせつな	 0.00% 0.58% 0.00% 0.21% 0.27% 0.00% 0.00% 0.78% 0.00% 0.00% 
とうざ	 0.00% 0.15% 0.00% 0.21% 0.00% 0.00% 1.13% 0.00% 0.00% 0.00% 
そば	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.85% 0.00% 0.24% 0.00% 
はんめん(反面)	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.28% 0.00% 0.36% 0.00% 
あげくのはて	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.28% 0.00% 0.24% 0.00% 
さいちゅう	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.28% 0.00% 0.12% 0.00% 
はずみ	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.56% 0.00% 0.00% 0.00% 
かん	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.78% 0.00% 0.00% 
せい	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.12% 0.00% 
ちょくぜん	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.12% 0.00% 
てまえ	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.12% 0.00% 
もなか	 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.28% 0.00% 0.00% 0.00% 
	
	 以下、1895年と 1901年の文体別の記事率の平均値と 1917年と 1925年の文体別の記事率
の平均値を対比する。	
	 まず、口語体については、後者を前者で割った数値が 2.0以上であるものは、口語体の「た
びごと、あげく、ごと、いぜん、ほか、かぎり、まえ、けっか、さい、いじょう、かたわ
ら、しゅんかん、のち、あいだ、いっぽう」の 15語であり、これらは口語体での使用の増
加が著しい語である。逆に、後者を前者で割った数値が 0.5以下であるものは、「きり、じ
ぶん、すえ、とじ、とたん、なか、ゆえ」の 7 語であり、これらは口語体での使用が大幅
に減少した語である。	
	 次に、文語体については、後者を前者で割った数値が 2.0以上であるものは、の「あいだ、
いがい、いっぽう、くせ、ついで、のち」の 6 語である。これらは、この文体に出現記事
率が大幅に増加し、文語体での使用の増加が著しい語である。逆に一方、後者を前者で割
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った数値が 0.5以下であるものは、文語体の「ごと、いぜん、ほか、すえ、ゆえん、とうじ、
おり、おりから、うえ、ころ、いらい、あまり」の 12語であり、これらは文語体での使用
が大幅に減少した語である。	
	 いずれの文体でも大幅に増加しているのは、「あいだ、いっぽう、のち」であり、いず
れの文体でも大幅に減少しているのは、「すえ、ゆえ」である。そして、文体別の記事率
が年次的大幅に増加しあるいは減少するものを以下のように整理した。このように、文語
的な語は口語記事率が減少しているが、多くの語で口語記事率の大幅な増加が見られる。
口語体の普及に伴い、従属接続詞の使用が増加していることが窺える。	
 
3.5 格形式 
従属接続詞には名詞的な性質もあり、固定的ではあるが、格形式をとる。ここで言う格
形式には、格助辞のついた有標形式だけではなく、格助辞のつかない、いわゆる「はだか
格」も含まれる11。各語の格形式の分布を表 6に示す12。	
	
表 6 格形式の頻度の分布 
	 はだか格	 に格	 で格	 より・から格	 まで格	 ヘ格	 その他	
あいだ	 123 88 0 0 0 0 6 
あかつき	 16 70 0 0 1 0 17 
あげく	 39 11 0 0 0 0 4 
あげくのはて	 1 2 0 0 0 0 0 
あと	 17 13 53 3 0 0 1 
あまり	 42 3 0 0 0 0 0 
いがい	 13 22 0 0 0 0 3 
いご	 8 0 0 0 0 0 3 
いじょう	 839 11 0 0 0 0 0 
いぜん	 22 25 0 33 0 0 20 
いっせつな	 6 1 0 0 0 0 0 
いっぽう	 15 40 0 1 0 0 0 
いらい	 107 0 0 0 0 0 0 
うえ	 237 330 55 4 0 3 133 
うち	 96 130 14 16 0 0 0 
おかげ	 0 4 14 0 0 0 1 
おり	 83 32 0 0 0 0 2 
おりから	 33 0 0 0 0 0 1 
かぎり	 515 3 0 0 0 0 27 
かたわら	 28 0 0 0 0 0 28 
かん	 0 0 0 0 0 0 1 
                                         
11	ここでは、格形式のみに注目し、とりたて形式は無視する。すなわち、「ときに」「ときには」「とき
にも」などはすべてに格として扱い、「とき」「ときは」「ときも」などはすべてはだか格として扱う。	
12	「その他」には、「ときにあたって」のような格形式に後置詞がついたものや、「矢先故」のような複
合語が含まれる。	
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きり	 20 1 13 0 0 0 0 
くせ	 0 53 0 0 0 0 0 
けっか	 578 0 0 2 0 0 8 
ごと	 3 296 0 0 0 0 0 
ころ	 321 109 0 62 12 0 4 
さい	 214 163 1 2 0 0 20 
さいちゅう	 0 2 0 0 0 0 0 
しだい	 15 6 20 0 0 0 12 
じぶん	 35 94 0 10 1 0 1 
しゅんかん	 14 13 0 0 0 0 5 
すえ	 28 3 0 0 0 0 0 
せい	 0 0 1 0 0 0 0 
せつな	 7 5 0 0 0 0 4 
そば	 0 0 0 5 0 0 0 
たび	 7 94 0 0 0 0 2 
たびごと	 1 24 0 0 0 0 0 
ため	 1653 3486 0 0 0 0 0 
ちょくぜん	 0 0 0 0 1 0 0 
ついで	 48 25 0 0 0 0 0 
つもり	 1 0 37 0 0 0 0 
てまえ	 1 0 0 0 0 0 0 
とうざ	 6 1 0 0 0 0 0 
とうじ	 81 15 0 7 0 0 18 
とき	 5554 1489 40 106 7 0 232 
ところ	 1021 0 293 0 0 118 0 
とじ	 9 2 0 0 0 0 0 
とたん	 9 19 0 0 0 0 1 
とちゅう	 38 10 8 0 0 0 2 
なか	 3 53 4 0 0 0 1 
のち	 215 59 5 0 0 0 7 
ばあい	 241 761 12 1 0 0 224 
はずみ	 0 2 0 0 0 0 0 
はて	 3 2 0 0 0 0 0 
はんめん(反面)	 1 3 0 0 0 0 0 
ひま	 1 11 0 0 0 0 0 
ひょうし	 0 14 1 0 0 0 0 
ほか	 136 107 0 0 0 0 1 
ま	 6 75 0 0 0 2 1 
まえ	 36 108 0 11 1 1 3 
まぎわ	 1 6 0 0 2 0 0 
もなか	 0 1 0 0 0 0 0 
もの	 177 0 0 0 0 0 0 
やさき	 16 5 0 0 0 3 0 
ゆえ	 814 2323 0 0 0 0 0 
ゆえん	 45 4 0 0 0 0 3 
わり	 0 19 0 0 0 0 0 
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	 総出現頻度が 10未満の「まぎわ、いっせつな、とうざ、そば、はんめん（反面）、あげ
くのはて、さいちゅう、はずみ、かん、せい、ちょくぜん、てまえ、もなか」を除くと、
以下のようなことが言える。	
	 まず、ほとんどの語がはだか格またはに格をとる。はだか格しかとらない語は、「いら
い、もの」の 2 語、に格しかとらないのは、「くせ、わり」の 2 語である。はだか格もに
格もとるのは、「とき、ため、ゆえ、ばあい、いじょう、うえ、かぎり、ころ、さい、ご
と、のち、うち、ほか、あいだ、まえ、じぶん、おり、とうじ、あかつき、たび、いぜん、
あと、ま、ついで、いっっぽう、なか、とちゅう、しだい、ゆえん、あげく、あまり、か
たわら、いがい、きり、すえ、しゅんかん、とたん、たびごと、やさき、せつな、はて、
ひま、とじ」の 43語である。	
	 また、現代語との違いとしては、「おかげに」「ひょうしで」「うえにて」のような格
形式をとる例がいくつか見られること、「ときにあったって」「ばあいにおいて」のよう
に、格形式がさらに後置詞の「おいて」「あたって」などを伴った例が目につくことが指
摘できる。	
	 はだか格もに格もとるもの（総出現頻度が 10以上）について、口語と文語で両者の分布
に違いないかを調査した結果を示したのが表 7である。	
	
表 7 口語体と文語体におけるはだか格・に格の分布 
	 	
	 	
口語	 文語	
	
口語	 文語	
に格	 はだか格	 に格	 はだか格	 に格	 はだか格	 に格	 はだか格	
とき	 1194 2379 295 3175 ま 52 3 23 3 
ため	 2155 673 1331 980 ついで 24 6 1 42 
ゆえ	 462 436 1861 378 いっぽう 10 11 30 4 
ところ	 0 314 0 707 なか 31 2 22 1 
ばあい	 556 185 205 56 とちゅう 7 24 3 14 
いじょう	 11 497 0 342 あげく 11 35 0 4 
うえ	 217 115 113 122 くせ 51 0 2 0 
けっか	 0 350 0 228 しだい 2 8 4 7 
かぎり	 0 264 3 251 ゆえん 2 7 2 38 
ころ	 75 181 34 140 あまり 0 22 3 20 
さい	 117 120 46 94 かたわら 0 18 0 10 
ごと	 109 1 187 2 いがい 21 11 1 2 
のち	 53 117 6 98 おりから 0 10 0 23 
うち	 124 76 6 20 きり 1 19 0 1 
ほか	 78 56 29 80 すえ 3 13 0 15 
あいだ	 83 105 5 18 しゅんかん 12 12 1 2 
もの	 0 147 0 30 とたん 18 5 1 4 
まえ	 100 24 8 12 たびごと 19 0 5 1 
じぶん	 92 32 2 3 やさき 4 15 1 1 
とうじ	 12 57 3 24 わり 17 0 2 0 
おり	 20 32 12 51 せつな 5 6 0 1 
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あかつき	 44 12 26 4 ひょうし 9 0 5 0 
いらい	 0 25 0 82 ひま 5 0 6 1 
たび	 89 5 5 2 とじ 1 2 1 7 
いぜん	 13 14 12 8 はて 3 2 0 0 
あと	 11 15 2 2      
	
	 はだか格とに格の合計に対するはだか格の割合を全体で見ると、口語体が 52.2%である
のに対して、文語体は 62.3%であり、文語体の方がはだか格が現れやすいと言える。	
	 また、はだか格とに格の合計に対するはだか格の割合を個々の語について見ると（口語
体または文語体の用例数が 10例未満のものは除く）、文語体と口語体の間に 20%以上の差
があるものは以下の 9 語である。まず、口語体の方が文語体よりもはだか格の割合が 20%
以上高いものは、「ゆえ」（48.6%：16.9%）、「いっぽう」（61.1%:6.1%）の 2 語である
（口語体：文語体）。逆に、文語体の方が口語体よりもはだか格の割合が 20%以上高いも
のは、「とき」（66.6%：91.5%）、「のち」（68.8%：94.2%）、「ほか」（41.8%：73.39%）、
「うち」（38.0%：76.92%）、「あいだ」（19.35%：60.0％）、「まえ」（19.35%：60.0%）、
「ついで」（20.0%：97.7%）」の 7語である。	
	
3.6 動詞述語のテンス・アスペクト形式の分布 
	 従属接続詞により、うける動詞述語のテンス・アスペクト形式の分布も違ってくる。こ
こでは、67 語の従属接続詞のうける動詞述語のテンス形式（過去・非過去）を表 8 に整理
し、アスペクト形式（完成相・継続相）の頻度と比率を表 9に整理した。	
	
表 8 動詞述語のテンス形式の分布 
	 過去(頻度)	 非過去（頻度）	 過去（比率）	 非過去（比率）	
あいだ	 16 191 7.73% 92.27% 
あかつき	 71 33 68.27% 31.73% 
あげく	 53 1 98.15% 1.85% 
あげくのはて	 3 0 100.00% 0.00% 
あと	 84 3 96.55% 3.45% 
あまり	 4 41 8.89% 91.11% 
いがい	 8 24 25.00% 75.00% 
いご	 8 3 72.73% 27.27% 
いじょう	 195 513 27.54% 72.46% 
いぜん	 13 54 19.40% 80.60% 
いっせつな	 2 4 33.33% 66.67% 
いっぽう	 3 50 5.66% 94.34% 
いらい	 101 5 95.28% 4.72% 
うえ	 321 340 48.56% 51.44% 
うち	 9 205 4.21% 95.79% 
おかげ	 11 5 68.75% 31.25% 
おり	 56 43 56.57% 43.43% 
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おりから	 8 22 26.67% 73.33% 
かぎり	 3 493 0.60% 99.40% 
かたわら	 1 27 3.57% 96.43% 
かん	 1 0 100.00% 0.00% 
きり	 32 1 96.97% 3.03% 
くせ	 6 28 17.65% 82.35% 
けっか	 382 173 68.83% 31.17% 
ごと	 0 299 0.00% 100.00% 
ころ	 203 211 49.03% 50.97% 
さい	 197 195 50.26% 49.74% 
さいちゅう	 0 2 0.00% 100.00% 
しだい	 20 24 45.45% 54.55% 
じぶん	 57 55 50.89% 49.11% 
しゅんかん	 18 14 56.25% 43.75% 
すえ	 31 0 100.00% 0.00% 
せい	 0 1 0.00% 100.00% 
せつな	 11 5 68.75% 31.25% 
そば	 1 4 20.00% 80.00% 
たび	 1 102 0.97% 99.03% 
たびごと	 0 25 0.00% 100.00% 
ため	 586 3857 13.19% 86.81% 
ちょくぜん	 0 1 0.00% 100.00% 
ついで	 61 12 83.56% 16.44% 
つもり	 6 31 16.22% 83.78% 
てまえ	 0 1 0.00% 100.00% 
とうざ	 6 1 85.71% 14.29% 
とうじ	 103 11 90.35% 9.65% 
とき	 2592 4166 38.35% 61.65% 
ところ	 566 848 40.03% 59.97% 
とじ	 1 10 9.09% 90.91% 
とたん	 14 15 48.28% 51.72% 
とちゅう	 5 51 8.93% 91.07% 
なか	 15 25 37.50% 62.50% 
のち	 277 9 96.85% 3.15% 
ばあい	 228 891 20.38% 79.62% 
はずみ	 1 0 100.00% 0.00% 
はて	 3 2 60.00% 40.00% 
はんめん(反面)	 0 4 0.00% 100.00% 
ひま	 1 11 8.33% 91.67% 
ひょうし	 4 11 26.67% 73.33% 
ほか	 46 190 19.49% 80.51% 
ま	 4 78 4.88% 95.12% 
まえ	 6 146 3.95% 96.05% 
まぎわ	 1 6 14.29% 85.71% 
もなか	 0 1 0.00% 100.00% 
もの	 72 103 41.14% 58.86% 
やさき	 10 13 43.48% 56.52% 
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ゆえ	 217 1838 10.56% 89.44% 
ゆえん	 4 34 10.53% 89.47% 
わり	 0 5 0.00% 100.00% 
	
総出現頻度が 10 未満の「あげくのはて、いっせつな、かん、さいちゅう、せい、そば、
ちょくぜん、てまえ、とうざ、はずみ、はて、はんめん(反面)、まぎわ、もなか、わり」
を除くと、以下のようなことがいえる。	
	 まず、ほとんどの語が過去形または非過去形をとる。非過去形しかとらないのは、「た
び、たびごと」の 2 語、過去形しかとらないのは「すえ」の 1 語である。過去形も非過去
形もとるのは、「あいだ、あかつき、あげく、あと、あまり、いがい、いご、いじょう、
いぜん、いっぽう、いらい、うえ、うち、おかげ、おり、おりから、かぎり、かたわら、
きり、くせ、けっか、ころ、さい、しだい、じぶん、しゅんかん、せつな、たび、ため、
ついで、つもり、とうじ、とき、ところ、とじ、とたん、とちゅう、なか、のち、ばあい、
ひま、ひょうし、ほか、ま、まえ、もの、やさき、ゆえ、ゆえん」の 53語である。	
	 ただし、過去形あるいは非過去形のどちらかを主に取る傾向のある語がある。まず、過
去形の比率が 80%以上であるものは、「あげく、あと、いらい、きり、すえ、ついで、と
うじ、のち」の 7 語、これらは過去形を主に取る語である。次に、非過去形の比率が 80%
以上であるものは、「あいだ、あまり、いぜん、いっぽう、うち、かぎり、かたわら、く
せ、ごと、たび、たびごと、ため、つもり、とじ、とちゅう、ひま、ほか、ま、まえ、ゆ
え、ゆえん」の 21語である。これらは非過去形を主に取る語である。	
	 現代語の違いとしては、「あかつき、あげく、あと、とたん、やさき」のような現代語
では過去形をもっぱら取るものは非過去形を取る例がいくつかみられること、「まえ、い
ぜん、かたわら」のような現代語では非過去形をもっぱら取るものは過去形の例がいくつ
かみられることが指摘できる。	
	
表 9 動詞述語のアスペクト形式の分布 
	 完成相(頻度)	 継続相(頻度)	 完成相(比率)	 継続相(比率)	
あいだ	 143 64 69.08% 30.92% 
あかつき	 104 0 100% 0.00% 
あげく	 53 1 98.15% 1.85% 
あげくのはて	 3 0 100.00% 0.00% 
あと	 86 1 98.85% 1.15% 
あまり	 45 0 100.00% 0.00% 
いがい	 32 0 100.00% 0.00% 
いご	 11 0 100.00% 0.00% 
いじょう	 652 56 92.09% 7.91% 
いぜん	 67 0 100.00% 0.00% 
いっせつな	 6 0 100.00% 0.00% 
いっぽう	 50 3 94.34% 5.66% 
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いらい	 106 0 100.00% 0.00% 
うえ	 633 28 95.76% 4.24% 
うち	 183 31 85.51% 14.49% 
おかげ	 11 5 68.75% 31.25% 
おり	 95 4 95.96% 4.04% 
おりから	 25 5 83.33% 16.67% 
かぎり	 496 0 100.00% 0.00% 
かたわら	 28 0 100.00% 0.00% 
かん	 0 1 0.00% 100.00% 
きり	 33 0 100.00% 0.00% 
くせ	 19 15 55.88% 44.12% 
けっか	 548 7 98.74% 1.26% 
ごと	 299 0 100.00% 0.00% 
ころ	 367 47 88.65% 11.35% 
さい	 372 20 94.90% 5.10% 
さいちゅう	 0 2 0.00% 100.00% 
しだい	 43 1 97.73% 2.27% 
じぶん	 101 11 90.18% 9.82% 
しゅんかん	 29 3 90.63% 9.38% 
すえ	 31 0 100.00% 0.00% 
せい	 0 1 0.00% 100.00% 
せつな	 15 1 93.75% 6.25% 
そば	 4 1 80.00% 20.00% 
たび	 103 0 100.00% 0.00% 
たびごと	 25 0 100.00% 0.00% 
ため	 4309 134 96.98% 3.02% 
ちょくぜん	 1 0 100.00% 0.00% 
ついで	 73 0 100.00% 0.00% 
つもり	 37 0 100.00% 0.00% 
てまえ	 1 0 100.00% 0.00% 
とうざ	 7 0 100.00% 0.00% 
とうじ	 103 11 90.35% 9.65% 
とき	 6322 436 93.55% 6.45% 
ところ	 1319 95 93.28% 6.72% 
とじ	 11 0 100.00% 0.00% 
とたん	 28 1 96.55% 3.45% 
とちゅう	 55 1 98.21% 1.79% 
なか	 36 4 90.00% 10.00% 
のち	 286 0 100.00% 0.00% 
ばあい	 1100 19 98.30% 1.70% 
はずみ	 1 0 100.00% 0.00% 
はて	 5 0 100.00% 0.00% 
はんめん(反面)	 2 2 50.00% 50.00% 
ひま	 10 2 83.33% 16.67% 
ひょうし	 15 0 100.00% 0.00% 
ほか	 230 6 97.46% 2.54% 
ま	 68 14 82.93% 17.07% 
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まえ	 152 0 100.00% 0.00% 
まぎわ	 7 0 100.00% 0.00% 
もなか	 1 0 100.00% 0.00% 
もの	 152 23 86.86% 13.14% 
やさき	 12 11 52.17% 47.83% 
ゆえ	 1982 73 96.45% 3.55% 
ゆえん	 38 0 100.00% 0.00% 
わり	 3 2 60.00% 40.00% 
	
	 総出現頻度が 10未満の語を除くと、以下のようなことがいえる。	
	 まず、完成相と継続相の両方をとるのは、「あいだ、あかつき、あげく、あと、いじょ
う、いっぽう、うえ、うち、おかげ、おり、おりから、くせ、けっか、ころ、さい、しだ
い、じぶん、しゅんかん、せつな、ため、とうじ、とき、ところ、とたん、とちゅう、な
か、ばあい、ひま、ほか、ま、もの、やさき、ゆえ」の 33語である。完成相しかとらない
のは、「あまり、いがい、いご、いぜん、いらい、かぎり、かたわら、きり、ごと、すえ、
たび、たびごと、ついで、つもり、とじ、のち、ひょうし、まえ、ゆえん」の 19語である。
継続相しかとらないのはない。	
	 完成相と継続相の両方をとる語のうち、完成相の比率が 80%以上の語には、「ま、ひま、
おりから、うち、もの、ころ、なか、じぶん、とうじ、しゅんかん、いじょう、ところ、
とき、せつな、いっぽう、さい、うえ、おり、ゆえ、とたん、ため、ほか、しだい、あげ
く、あかつき、とちゅう、ばあい、けっか、あと、はて、いご、とじ、ひょうし、たびご
と、いがい、きり、すえ、つもり、ゆえん、かたわら、あまり、いぜん、ついで、たび、
いらい、まえ、のち、ごと、かぎり」の 49語あり、継続相を取る割合が 80%以上の語がな
い。	
	 継続相を取る語のうち、継続相を取る割合が 10%以下のものが 22語あり、割合は 10%以
上のものには、「なか、ころ、もの、うち、ひま、おりから、ま、あいだ、おかげ、くせ、
やさき」の 11語ある。	
	
4. おわりに 
 
	 以上、本稿では、『太陽コーパス』から収集した従属接続詞の用例について行った調査
の結果を報告した。この調査によって、次のような実態が明らかになった。	
	 まず、個々の従属接続詞の出現頻度については、従属接続詞の各語に使用頻度のばらつ
きがあるが、「とき、ため、ゆえ」が頻用される従属接続詞であることが分かった。	
	 次に、出現記事率の推移については、多くの語で出現記事率の大幅な増加が見られ、明
治期から大正期にかけて、従属接続詞の使用が活性化していることが分かった。	
	 そして、文体別の使用状況については、明確な文体的な傾向が見られない「とき、ため、
ところ、かぎり、ころ、ほか、いぜん、ついで、あまり、すえ、はて、いご」に対して、
「うち、もの、あいだ、まえ、じぶん、とうじ、たび、あと、ま、あげく、くせ、いがい、
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つもり、きり、しゅんかん、とたん、たびごと、やさき、おかげ、わり、せつな」には口
語体で使用される傾向が見られ、「ゆえ、ゆえん、いらい、おりから、とじ」には文語体
で使用される傾向が見られた。年次変化については、「あいだ、あげく、いじょう、いぜ
ん、いっぽう、かぎり、かたわら、けっか、ごと、さい、しゅんかん、たびごと、のち、
ほか、まえ」では口語体での使用の増加が著しく、「きり、じぶん、すえ、とじ、とたん、
なか、ゆえ」では、口語体での使用が大幅に減少していることが分かった。一方、「あい
だ、いがい、いっぽう、くせ、ついで、のち」では文語体での使用の増加が著しく、「あ
まり、いぜん、いらい、うえ、おり、おりから、ごと、ころ、すえ、とうじ、ほか、ゆえ、
ゆえん」では文語体での使用が大幅に減少している。	
	 格形式については、はだか格とに格をとるものが 48 語に及ぶ。全体的な傾向としては、
文語体の方が口語体よりもはだか格をとりやすく、その傾向が顕著なのは、「とき、のち、
ほか、うち、あいだ、まえ、ついで」であった。	
テンス・アスペクト形式については、全体的な傾向としては、ほとんどの語が過去形ま
たは非過去形をとる。非過去形しかとらないのは、「たび、たびごと」の 2 語、過去形し
か取らないのは「すえ」の 1 語である。残りの語は過去形と非過去形の両方をとることが
できる。アスペクト形式についてみると、完成相と継続相の両方をとるのは、「あいだ、
あかつき、あげく、あと、いじょう、いっぽう、うえ、うち、おかげ、おり、おりから、
くせ、けっか、ころ、さい、しだい、じぶん、しゅんかん、せつな、ため、とうじ、とき、
ところ、とたん、とちゅう、なか、ばあい、ひま、ほか、ま、もの、やさき、ゆえ」の 33
語である。完成相しかとらないのは、「あまり、いがい、いご、いぜん、いらい、かぎり、
かたわら、きり、ごと、すえ、たび、たびごと、ついで、つもり、とじ、のち、ひょうし、
まえ、ゆえん」の 19語である。継続相しかとらないのはない。	
	 本稿の調査は、『太陽』における従属接続詞の使用実態の概要を明らかにすることを目
的とするものであり、今後、各語の意味や用法の詳細について個別的な記述が必要である
ことは言うまでもない。
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第ニ章 近代語の「かたわら」に関する考 
察 
 
1. はじめに 
 
現代日本語では、「物、場所、人を中心とする周辺の場所」の意味を表す名詞としては、
「そば」や「近く」を使うのがふつうであり、古めかしい感じのする「かたわら」はあま
り使われない。現代語で「かたわら」が使用されるのは、多くは、「私はその後３年間，
ゼロックスに勤めるかたわら，抵当流れになった物件を買うための技術を学び続けた。」
（山田純男，戸田浩介『プロが教える競売不動産の上手な入手法』）のように、「あるこ
とを主として行うのと並行して別のことをする」という意味を表すときである。このよう
な用法の「かたわら」は、空間的な意味を失っているだけでなく、ある種の従属節を構成
する機能語として働いている。つまり、名詞から従属接続詞へと文法化している。	
	 こうした従属接続詞化した例が見られるようになるのは明治以降であるが、当時はまだ
空間的な意味を表す名詞としてもよく使われており、一方で、現代語の従属接続詞用法と
ほぼ同じような例もすでに現れているが、現代語にはないような用法や副詞用法も見られ、
混沌としている。本稿では、『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』を利用して、近
代語における「かたわら」の使用状況を幅広く観察し、それが現代語の「かたわら」の用
法にどのようにつながっていったかを考察する。	
	
2. 先⾏研究 
 
考察に先立ち、「かたわら」に関する先行研究として、日本語教育のために文型を記述
した辞典であるグループ・ジャマシイ（1998）、品詞論の観点から「かたわら」を研究す
る村木新次郎（2005）、そして複合辞の観点から「かたわら」について研究する田中寛（2010）
を取り上げる。	
 
2.1  グループ・ジャマシイ（1998） 
日本語文型辞典としてのグループ・ジャマシイ（1998）では、「かたわら」について、
以下のように記述している。	
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1	…かたわら<そば>	
「Nのかたわら」	
「V−るかたわら」	
(1)母が編み物をするかたわらで、女の子は折り紙をして遊んでいた。 
(2)楽しそうにおしゃべりしている田中さんのかたわらで、田中さんはしょんぼり
うつむいていた。	
	 動作を表す名詞や動詞に付く。「…のそば」の意味で、情景描写に用いることが
多い。物語などに用いられる書きことば的な表現。	
2	…かたわら「副次的動作」	
[N のかたわら]	
[V−るかたわら]	
(1)その教授は、自分の専門の研究をするかたわら、好きな作家の翻訳をすること
を趣味としている。 
(2)そのロック歌手は、演奏活動のかたわら、中高生向けの小説も書いているそう
だ。 
(3)その年老いた職人は、本職の家具作りのかたわら、孫のために簡単な木のおも
ちゃを作ってやるのが楽しみだった。	
「主な活動・作業以外の空いた時間に、一方で」という意味。書きことば的な表
現。	
（グループ・ジャマシイ 1998: 77-78）	
	
グループ・ジャマシイ（1998）の記述から、現代語では、「かたわら」が「Nのかたわら」
と「V―るかたわら」という連体成分を受ける際には、「～のそば」と「主な活動・作業以
外の空いた時間に、副次的な動作を行う」という二つの意味があることがわかる。両者は
ともに書き言葉的な表現という文体的な特徴がある。	
 
2.2 村⽊新次郎（2005） 
村木（2005）は、連体節につながる形式が名詞ではないという矛盾する構造に注目し、
典型的な名詞につながる節を「真性連体節」とするのに対し、そのような連体節を「擬似
連体節」と命名した。そして、擬似似連体節が名詞らしくない形式につながる構造として、
少なくとも以下の 2つのタイプがあることを指摘している。1つは「よう」「ほど」「くら
い/ぐらい」「ため（に）」「とおり（に）」のようなもので、これらは、擬似連体節をう
けるかたちで、形容詞相当節として働く。もう一つのタイプは、「かたわら」「あまり」
「ついでに」「おかげで」「くせに」「わりに」といった形式であり、これらは、名詞（一
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部は副詞）から文法化したもので、擬似連体節を受けた形で、後続の節に対して、<時間><
条件><原因・理由><目的>などをあらわす広義の連用節として働いているため、「従属接続
詞」と命名されている。	
村木（2005）では、後者のタイプのうち、特に「かたわら」と「一方」を取り上げ、こ
れらはもともとは空間を意味する名詞であるが、文法化がおこり、名詞離れした後置詞や
従属接続詞としての用法がみとめられるとし、両者の従属接続詞用法について、従属節述
語の形態論的カテゴリー（ヴォイス、アスペクト、テンス、肯定否定、丁寧さ、ムード）
および統語論的カテゴリー（主語、時間的限定、空間的限定）の観点から以下のように記
述している。	
まず、形態論的なカテゴリーの観点から見ると、「かたわら」節と「一方」節の共通点
として、ムード、丁寧さのカテゴリーを持たないことが挙げられる。相違点としては、「一
方」節の動詞は「―サレ―」「―サセ―」「スル」「シタ」「シテイル」の語形を取るこ
とができるが、「かたわら」節の動詞は「―サレ―」「―サセ―」「シテイル」の語形を
取ることは稀で、基本的に「スル」の語形を取る。つまり、「一方」節はヴォイス、アス
ペクト、テンス、肯否のカテゴリーをも持つのに対し、「かたわら」節はヴォイス、アス
ペクトのカテゴリーが希薄で、テンス、肯否のカテゴリーを持たない。	
次に、統語論的なカテゴリーの観点から見ると、「かたわら」節の主語はつねに動作主
で、固有の空間的な限定をうけることはあるが、固有の主語や特定の時間の限定をうける
ことはないが、「一方」節の主語は動作主でなくてもよく、固有の主語や固有の時間の限
定をうけることができることが挙げられる。	
さらに、「一方（で）」節に比べ、「かたわら」節では、動詞は人間の行為にかぎられ、
「農林業を営む〜」「ワインスクールで教える〜」など、職業を中心に、生計に関係した
ものに限定されている。それらは持続的な性質を持って、意志動詞に属するものばかりで
あると指摘されている。	
	
2.3 ⽥中寛（2010）  
	 田中（2010）は、接続と文末叙述に使われる複合辞を類型的・類義的な観点から整理し
ている。その第 2 部では、文型研究の視点から、副詞相の諸相をテーマに特徴的な言語現
象とその表現形式をとりあげている。そこでは、レバ条件節の意味構造、連体節の接続機
能、また瞬間を表す時間節について考察し、その第 2章では、「理由で」「代わりに」「反
面」など、連体修飾構造が文法的な形式に拡張し、従属的な接続成分に参与して、複文を
なすものについて考察を行っている。田中は、形態的な特徴により、それらを「Nデ節」「N
ニ節」「（N（無格）節）」の三種類にわけ、それぞれの類について、被修飾名詞につきそ
う格の態様（デ格、ニ格、無格など）に注意しながら、前文と後文の意味的な関係につい
て詳しく考察している。	
「N デ節」の類については、姿勢や状況を表す「調子で」「素振りで」「つもりで」「一
心で」「思いで」「理由で」「目的で」「疑いで」「かどで」「関係で」「点で」「形で」
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「方向で」などの意味と用法を、「Nニ節」の類については、「以上に」「以上は」「つい
で（に）」「代わり（に）」「通り（に）」「わりに（は）」「くせに」「証拠に」「し
るしに」などの意味と用法を、「N（無格）節」の類については、「一方（で）」「他方（で）」
の意味と用法を、「反面」「半面」「一面」「他面」の意味と用法、「かたわら」「がて
ら」「かたがた」などの意味と用法を記述した。	
	 田中（2010）の記述によれば、現代日本語では、「かたわら」節の前件では本業を述べ
るが、後件では副業的な作業、趣味、活動を表すとされている。その場合、「かたわら」
は「をかねて」という兼務の意味を表し、「かたわら」節の名詞は営む対象としての職業
を示し、動詞は仕事や業務に付随する行為を示す。	
	 一方、職業、仕事、業務以外の内容については、「「??私は食事をする傍ら、テレビを見
ている」のような例ではナガラ節を用いるべきもので、むしろ異種主体による「私が食事
をする傍らで、妻が煎餅をかじっている」のような場所的な空間関係として解釈される」
と指摘している。	
	 また、村木と同じように、田中も、類義表現の「かたわら」と「一方」を比較し、「一
方」では、対照的、対比的な状況が表されるが、「かたわら」には主従的な意味合いが強
く出されるという。	
	 以上に見た三者の記述は、大部分において共通するが、重要な点で異なりも見られる。
ジャマシイや田中は、「母が編み物をするかたわらで、女の子は折り紙をして遊んでいた。」
「私が食事をする傍らで、妻が煎餅をかじっている」のような、異主語で、で格をとる「か
たわら」の用法を指摘しているが、村木は、これを認めていない13。村木が従属接続詞とし
ているものは、職業を中心に、生計に関係したもののみである。こうした空間的な意味を
残し、かつ従属接続詞化しているものは現代語の用例の中に確実に存在するが、村木がこ
れを取り上げないのは、従属接続詞への文法化が不十分な段階の用法と見ているからであ
ろうか。しかし、このような中間的な用法に注目することは、文法化のプロセスを考える
うえで重要であろう。	
	
3. 近世までの「かたわら」の使⽤状況 
 
近代の状況を見る前に、辞典類の記述を参考にして、奈良時代から室町時代までの「か
たわら」の使用の状況について概観しておく。用例は、項目ごとに も古い 1 例のみをあ
げる。	
『日本国語大辞典』では、「かたわら」の語義について、次のように説明している。	
	
【一１】（名）	
１物の横側。物の脇。	
                                         
13	村木（2012）では、そうした例はきわめて稀で、孤例として処理している。そもそも、で格をとるもの
を従属接続詞として取り上げていない。 
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日本書紀「720」神代上（水戸本訓）「彼の大蛇、頭毎に各の石松（いはほま
つ）有り。両の脇（カタハラ）に山有（な）れり」	
２物や人のそば近くの所。何かに近接した所。	
宇津保物語〔９７０～９９９頃〕蔵開上「宮のつい並び給へば、花のかたはら
のときは木のやうに見え給ふこそ」	
３そばにいる人。周りの人。	
紫式部日記〔１０１０頃か〕消息文「色めかしくあだあだしけれど、本性（ほ
んじゃう）の、人から癖なく、かたはらのため見えにくきさませずだになりぬ
れば」	
４何かの、はしに片よった所。通路や道路などのはし。道わき。みちばた。	
枕草子〔１０Ｃ終〕一二〇・正月に寺にこもりたるは「わがのぼるは、いとあ
やふくおぼえて、かたはらに寄りて、高欄おさへなどして行くものを」	
５都市などの中心から離れたへんぴな所。人目につかないように片隅の場所。片田
舎。	
金刀比羅本平治物語〔１２２０頃か〕下・常磐六波羅に参る事「義朝の少（お
さな）い人々の候ふを、取りいだされ失はるべしと承り、かたはらにしのびて
候ひつれども」	
６動詞の連体形や格助詞「の」の下に付いて、形式名詞的に用いられ、「あること
をしながら、それと並行して」の意を表す。その一方。	
小学読本〔１８７４〕〈榊原・那珂・稲垣〉五「母一人にて紙を商ふ傍らに小
銭など両替して生業とせり」	
【二】（副）	
（【一】６の転じたもの）あることをしながら、その一方では。かたがた。	
花柳春話〔１８７８～７９〕〈織田純一郎訳〉二六「逃亡の策を考へ、側（カ
タハ）ら両賊の談を聞く」	
	
	 『時代別国語大辞典	 上代編』の「かたはら」の項目では、その語義について、次のよ
うに説明している。		
	
1 脇腹。片腹の意。	
	 彼大蛇毎レ頭各有二石松一。両ノ脇有レ山、甚可畏矣。（神代紀上）	
２かたわら。そのあたり。	
	 骨側有二水瓶（霊異記下一話前田本傍訓）	
	
	 『時代別国語大辞典	 室町編』では、「かたはら」の語義について、次のように説明
している。	
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１問題とする空間の、中心部からはずれた一方の端のところ。	
	 	 	 循牆トハ道ノマン中ヲアルカズ、道ノカタハラヲヨケテアルク（莊子抄＋）	
２問題とする物や人など対象から、わずかにはずれて隣接したところ。	
	 	 塾ハ門ノかたわらの宮ゾ（蒙求知抄下）	
３多く形容動詞として用いられ、偏った一面的なものの見方しかしないさまである
意を表す。	
中つ比よりこのかたのかたはらの好士は、一句のうへに理しられてうるはしき
を秀逸とのみ心得（ささめごと下）	
４助詞「に」を伴って連用修飾語に用いられ、主要な事柄に対して、付随的・副次
的なものとして事がなされるさまを表わす。	
始は鍛治にてありつる者、傍に鞠をすいてけたり（醒睡笑）	
＜傍に置く＞	
そのことを重要視しないで、そのまま放置する。	
必ズ未証意得ノ者ハ文字言句ニ計リ取リ合テ、肝要一道ノ義ヲ傍ニ取リ置フズト
云テ、火ヲ著テクワラリト焼キ払テステラレタ（巨海代抄）	
＜傍に―す（なす）＞	
物事の中心をなすはずの主要なところを軽視する。	
当代ノ儒者ガ、道ヲ行ウトヲバ傍ニシテ、文章ヲ専ニシテ、アゲクニ人ニ讒セラ
レテ身ヲヲ云タゾ（黄烏鉢抄四）	
	
『古語大辞典』では、「かたはら」の語義について、次のように説明している。	
	
〘「かた」は片、「はし」は端の意味。「ら」は接尾語〙	
1 その物の側面。脇。	
	 両（ふたつ）の―「脇カタハラ」に山あり＜書紀・神代上・宝剣出現＞	
2 肋骨。脇腹。	
	 脇カタハラ」の下を刺さる。＜金剛波若集験記古点＞	
3 左右に近い辺り。そば。	
	 骨の―に「側カタハラ」水瓶あり。＜霊異記・下・訓釈＞	
4 端に片寄った所。	
	 ○イ道路などの端。道端。	
わがのぼるは、いとあやふく覚えて、―に寄りて、高欄押さへなどして行くもの
を。＜枕草子・一二〇＞	
	 ○ロ片田舎。	
これはこの国の―に住む白拍子にて候＜謡曲・道成寺＞	
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「肋骨。脇腹」の意味の記述が『日本国語大辞典』になく、「片田舎」の意味の記述が『時
代別国語大辞典	 室町編』にないなど、辞典の間で記述内容の食い違いがあり、また江戸
時代の用例がないため、「かたわら」の歴史的変遷を辞典類の記述から正確にたどるのは
不可能であるが、おおむね、物の側面→近接空間→近接空間にいる人→周辺部といった順
序で、空間的な意味の拡張が江戸時代までに起こっていたと考えられる。文法化の例と言
えるのは、『日本国語大辞典』の６であり、用例には明治初期のものが挙がっている。そ
して、これに当たるものが『古語大辞典』にないことから、文法化した例が見られるよう
になるのは明治に入ってからと考えてよいだろう。	
	 このほか、重要なこととして、『日本国語大辞典』では、６からの派生として、副詞用
法を認めている。これは明治以降に発生したものである。また、『時代別国語大辞典	 室
町編』の４には、「主要な事柄に対して、付随的・副次的なものとして事がなされるさま
を表わす」とあり、これは、現代語の「かたわら」の意味のルーツと言えるようなものと
して、注目される。	
	
4. 近代における「かたわら」の使⽤状況 
 
この節では、『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』14を用いて「かたわら」の使用
状況について考察する。まず、4.1 では調査の方法と用例数について述べる。次に、4.2 で
は用例を意味によって分類した結果を述べる。4.3では用法ごとに意味的・文法的な特徴を
観察していく。	
 
4.1 調査の⽅法と⽤例数 
	 ここでは、『日本語歴史コーパス	 明治・大正編Ⅰ雑誌』を利用し、近代における「かた
わら」の使用状況を見る。用例は、語彙素読みと語彙素で検索をかけて収集した。検索結
果の中には、原文表記にはルビや送り仮名がつかない「傍」「側」「脇」「旁」が含まれ
るが、それらは考察対象から外し、ルビあるいは送り仮名がつき、「かたわら」として特
定できる 341 例を考察対象とした。表 1 は『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』か
ら収集した「かたわら」の原文表記別の用例数を示したものである。	
	
表 1 原文表記別の「かたわら」の用例数 
原文表記	 用例数	 原文表記	 用例数	
                                         
14	国立国語研究所が先行して公開した『太陽コーパス』『近代女性雑誌コーパス』『明六雑誌コーパス』
『国民之友コーパス』の 4つのコーパスに『東洋学芸雑誌』を加えて、『日本語歴史コーパス	 明治・大
正編』の一部として 2016年に公開された。このコーパスに収録された雑誌には小説、評論、紀行文など多
種多様な文章が含まれている、執筆者は当時の政治・文学・科学など各界の著名人が多く加わり、読者も
学生、成人、女性と広範囲に渡っている。質的にも量的にも近代語の書き言葉の様子を広く捉えることの
できる資料といえる。 
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かたはら	 16 傍
かた
はら	 2 
かたわら	 3 傍ら	 138 
側
かたはら
	 14 傍ラ	 6 
側ら	 9 傍
かた
ら	 1 
側ラ	 2 傍
かたは
ら	 31 
側
かたは
ら	 2 傍
かたわ
ら	 4 
傍
かたはら
	 85 旁ら	 13 
傍
かたわら
	 4 旁ラ	 2 
傍はら	 8 旁
かたは
ら	 1 
	
表 2は、資料別・年代別の「かたわら」の用例数を示したものである。	
	
表 2 作品別・年代別に見る「かたわら」の用例数 
刊行年	
明六	
雑誌	
東洋	
学芸	
雑誌	
国民	
之友	
女学	
雑誌	
女学	
世界	
婦人	
倶楽部	
太陽	
1874 0       
1875 0       
1881  0      
1882  5      
1887   8     
1888   22     
1894    26    
1895    6   78 
1901       74 
1909     10  34 
1917       26 
1925      13 39 
計	 0 5 30 32 10 13 251 
	
明治前期の『明六雑誌』には「かたわら」の用例が見つからなかった。用例が『太陽』
に集中しているのは、コーパス中のデータ量が多いからである。	
	
4.2 意味による⽤例分類 
以下に行う意味による用例分類には、上代から現代までのすべての用法を取り上げてい
る『日本国語大辞典』を参考にすることにする。	
	
① 物の横側。物の脇。	
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② 物や人のそば、近く。	
③ そば、近くにいる人。	
④ 道の脇、道端。	
⑤ 片田舎。	
⑥ ～するのと並行して、～する一方。	
⑦ その一方で。	
	
これらの意味の関係については、まず、古い時代に物の側面①から隣接空間②へと意味
拡張が起こり、それに続いて、物の側面①から道の側面④へ、隣接空間②から隣接空間に
存在する人③や周辺地域⑤へと、さらに意味拡張が起こったものと考えられる。⑥や⑦は、
①から⑤に見られる空間的な意味を失い、状況的な意味へと抽象化したものであろう。本
稿の調査では、⑤以外のすべての意味での使用がコーパスに見られた。	
表 3 は、『日本国語大辞典』の意味分類を基準として、収集した 341 例の「かたわら」
の用例の意味分類を行ったものである15。	
	
表 3 「かたわら」の意味別・資料別の用例数 
 国民 
之友 
女学 
雑誌 
女学 
世界 
東洋 
学芸
雑誌 
婦人 
倶楽
部 
太陽 計 
①横側、脇 1 0 0 0 1 12 14 
②そば、近く 11 20 7 1 8 118 165 
③そば、近くにいる人 0 0 0 0 0 1 1 
④道端 0 0 0 0 0 3 3 
⑤片田舎 0 0 0 0 0 0 0 
⑥～するのと並行して 7 2 1 0 4 54 68 
⑦その一方で（副詞） 11 10 2 4 0 63 90 
	
表 3から、②「そば、近く」の意味で使用されるものが も多く、⑥「～するのと並行
して」、⑦「その一方で」の意味を表すものがそれに次ぐことがわかる。 
	 次に、意味によって分類したそれぞれの用例が口語と文語のいずれの文体の記事に出現
しているかを表 4に示す。 
	
	
                                         
15	なお、次のような例は、動詞に接続しているが、純粋に位置関係を表しているので、①に分類した。	
・かれ等は用水の漲つて流れる縁を通つて、この昔の館の址の草藪に埋められてある傍を掠めて、そして
いつも揃つて野良の方へと出掛けて行つた。（『太陽』10「ある僧の奇蹟」田山花袋 1917口語）	
・其高サ凡て一丈八尺碑の高サ一丈八尺都合三丈六尺巍然として久里濱畔白砂の間に立つ臺石は相摸六ヶ
村の産物を用ゐ碑石は仙臺より輸入したるもの碑石の表面には「北米合衆國水師提督伯理上陸紀念碑」と
大書したる傍ら大勳位侯爵伊藤博文書とあり	（『太陽』9「〔海内彙報〕」＊1901文語） 
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表 4 「かたわら」の意味別・文体別の用例数 
	 	 口語	 文語	 計	
①横側、脇	 2 12 14 
②そば、近く	 80 85 165 
③そば、近くにいる人	 0 1 1 
④道端	 1 2 3 
⑤片田舎	 0 0 0 
⑥～するのと並行して	 35 33 68 
⑦その一方で	 17 73 90 
	
表 4 から、次のようなことがわかる。主要な用法である②⑥⑦のうち、②⑥は、口語体
の文章にもそれなりに使用されているが、副詞用法の⑦は、口語体の文章に十分に浸透し
ていない。この用法が現代語に残っていないのは、そのためかもしれない。	
	 	
4.3 「かたわら」の形態的な特徴 
	 ここでは、「かたわら」の品詞別に形態的な特徴（格・とりたて形式）を考察する。品
詞の観点からは、①②③④は名詞、⑥は後置詞または従属接続詞、⑦は副詞と見られる。
名詞は多機能であるが、後置詞・従属接続詞や副詞は単機能である。	
	
4.3.1 名詞⽤法の「かたわら」 
	 まず、名詞用法の「かたわら」の格・とりたて形式の分布は表 5のようである16。	
	
表 5 名詞用法の「かたわら」の意味別の格形式の分布 
	 	
はだ
か格	
を格	 に格	 へ格	 で格	
から
格	
より
格	
の格	
①横側、脇	 8 2 4 0 0 0 0 0 
②そば、近く	 4 13 90 6 2 3 8 30 
③そば、近くにいる人	 0 0 1 0 0 0 0 0 
④道端	 0 0 3 0 0 0 0 0 
	
	 現代語との関係で問題となるのは、②の用法における、はだか格、に格、で格の関係で
ある。現代語の場所を表す「そば」や「近く」は、はだか格で用いられることはなく（＊
                                         
16	「かたわらなる」のようなコピュラをとる例（7例）は除いている。 
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駅のそば／近く、住んでいる）、存在の場所を表すに格か（駅の近くに住んでいる）、動
作の場所を表すで格（駅の近くで散歩する）を使用しなければならない。一方、近代語で
は違った面がみられる。	
	 まず、はだか格は、4例のすべてが文語体の記事に見られるものである。	
	
1) 乞ふ幸ひに不文を允せ、世人の謂ふが如く露西亞は果して強國なる乎、國を地軸の
北方に相し歐亞の大陸に跨がり、覇を宇内列國に揮ひ縱横無盡に切り立て薙ぎ立て
傍ら人もなげなる露國の擧動に對しては吾人は將た之を何んとか評す可き、(『太陽』
4「露西亞の外交術」藤塚熊太郎 1901文語)	
2) 日中と雖ども尚能く素人の眼を眩ますに足る、而して斯業に巧みなるは佛國の長所
にて、巴理に於ける「チユイレリー」公園の傍ら、軒を並べ、店を接する多くの金
銀寳玉店が、如何に安物を奇麗に飾りて、田舍漢の財を絞りつつあるかは、一ト度
巴理を過ぎりしものの知る處にて、(『太陽』8「特別通信	 想起漫録（一）」鈴木
東馬 1901文語)	
	
次に、で格の 2 例はいずれも口語体のものであり、現代語と同様に動作の場所を表して
いる。 
	
3) 彼女のかたはらでは裸馬に乘つた男の子が死んだやうに眠り、薄痘痕のある若い男
は彼女を挑むやうな眼付をした。(『太陽』9「青い夜の飛躍─或は招魂祭に於ける
小さな歴史—」今東光 1925口語)	
4) 一九一八年の夏の初め、シベリアの寒村にも短かい春が訪づれて、百花一時に咲き
亂れようと云ふ六月の中頃、エカテリンブルグの郊外のとある教會堂の傍らで、數
人の農民たちが灰の堆積を搔き分けながら、人の骨の灰の中から、碎け散つたくす
ぶつた緑の石片を掘り出してゐました。(『婦人倶楽部』6「緑玉石祕話」北畠利男
1925口語)	
	
続いて、②の用法の「かたわら」が、に格を取る用例をみると、移動先を表すものは当
然に格になるので別として、存在の場所を表すものが 37 例で、動作の場所を表すものが 6
例あった。動作の場所を表す、に格の例は、文語体の記事の例が 5 例で、口語体の記事の
例が 1 例であった。つまり、動作の場所を表わすに格の用例は文語体の記事に集中してい
る。 
	
5) 此時彼方の襖を透して、人の苦しげに咳する聲聞え、其度に若き女の聲音にて、何
やら語り居る氣勢しぬ。さては其處に病夫人の在して、例の孃も傍に看護すると覺
し。(『太陽』3「昭君怨」巌谷小波 1895 文語)	
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4.3.2 後置詞⽤法の「かたわら」 
	 名詞用法の「かたわら」の中には、後置詞とみてよいものがある。	
	
6) 毎年解氷後より冬季は沿海一帶結氷す九月に至る五ヶ月の漁期間、大抵は胡鹽支那
鹽燒酎黄酒、高梁酒等紋緞子、紬布、金巾紡績糸、卷莨、燐寸、麥粉、雜貨を搭載
して來り、採漁の旁ら江口浦頭、若くは島蔭に泊りて、漁夫を相手に船移しに賣買
し、農民より米、豆子大豆包米玉蜀黍高梁、牛皮、牛骨、獸皮、蘆蕈アンペラ土煤
韓人は土炭と云ふ泥炭也等を返荷として買收して去る。（『太陽』2「表朝鮮沿岸の
海賊と密貿易」村田懋麿 1909口語）	
7) 高橋某、吉岡某など其の領袖なり。高橋某は既に此地に定住すること二十餘年、運
送業の傍はら諸外國商人の代理店を兼ね所有の滊船は隔日に旅順口へ往來しつつあ
り、（『太陽』3「芝罘港」坪谷水哉 1901文語）	
	
	 これらの例では、「かたわら」をかざる名詞は「採漁」「運送業」といった活動を表す
ものであって、空間に存在する物や人ではない。したがって、空間的位置関係の意味には
ならず、「～の一方で」「～と並行して」という意味になる。つまり、従属接続詞にきわ
めて近い意味を表す。この用法は現代語にもあり、基本的にはだか格をとるという点も共
通である（30例）。 
	 なお、次のような、に格をとる例も 2 例みられたが、「読書と詩」「マコーレー論文」
といった活動の対象を表す名詞をうけており、典型的な後置詞用法ではない。 
	
8) 私は讀書と詩の傍らに、唯一の娯樂として將棋を研究しましたが、 初は明治八年
でした、其頃名人の伊東宗印に就て修行し、次に關澄檢校に學んだものです。檢校
は七段でした。(『太陽』12「將棋の話」児玉淳一郎 1901口語)	
9) 何となれば彼等は堯舜政治の下に「ナポレオン、コード」を施し、マコレー論文の
側らに、小學流の道徳を教へ、孟子の勸農主義を布かんとして、却りて英國經濟派
の論を採用し、人民の權理自由を擴張せんと欲して、却りて神種神權説を主張す、	
(『国民之友』11「新保守黨」＊1887文語)	
	
4.3.3 従属接続詞⽤法の「かたわら」 
	 先行研究に指摘されているように、現代語の「かたわら」には、「母が編み物をするか
たわらで、女の子は折り紙をして遊んでいた。」（グループ・ジャマシイ）のように、連
体成分を受け、「～するそばで」の意を表す従属接続詞的な用法がある。ただし、この用
法の「かたわら」は、⑥の用法の「かたわら」とは違って、空間的な意味を強く残してお
り、従属節と主節の動作の主体が異なるという特徴がある。これは、②の用法の「かたわ
ら」が連体成分として節をとるようになったものと考えられる。だが、今回の調査では、
そうした例は見つからなかった。	
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	 今回の調査で見つかった従属接続詞用法の「かたわら」の用例は、36 例のすべてがはだ
か格をとり、空間的意味を失って、「～する一方で」「～するのと並行して」といった意
味を表す点では、現代語に見られる従属接続詞とほとんど変わらないといえる。以下、い
くつか例を挙げる。	
	
10) 翁のかういつた樣な性格はいたるところに現はれてゐる。話は横道にそれて翁にの
み集中されてゐたが、翁は本會を明治廿一年靜岡縣安倍郡安東村に設立した。そし
て直接出獄人の保護をなす側ら、出獄人に職業を紹介したり、或は特種の伎倆を有
するものには、これを場内に於て營ましめたりして、彼等の將來に自活の道を選ば
しめる樣に訓化したのである。（『太陽』4「我國資産家の社會事業」冷泉生 1925
口語）	
11) さう云ふうちにも、久榮さんは『白ぼたん』に行くかたはら、屢々遠藤はつ子さん
の美容館にも行き、道行く人の髮かたち、身粧ひ、さては化粧法に至るまで細かい
觀察をして整容術の工夫を怠りませんでした。（『婦人倶楽部』12「整容大學の創
設者	 山本久榮女史」鈴木由太郎 1925口語）	
	
以下では、近代語の「かたわら」と現代語の従属接続詞の「かたわら」の違いとして、
動詞の述語形式および動詞の表す出来事のタイプ、主体の同一性について見ていく。	
	 まず、「かたわら」が接続する動詞の述語形式の分布を資料別・年代別に示す。	
	
表 6「かたわら」が接続する動詞の述語形式の分布（資料・年代別） 
	  
国民之友 女学 
雑誌 
女学 
世界 
婦人 
倶楽部 太陽 計 
1887 1888 1894 1909 1925 1895 1901 1909 1917 1925 
過
去
形 
シ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
シタ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
タルノ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
計 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 3 
非
過
去
形 
スル 0 0 1 1 2 1 2 3 6 8 24 
スルノ 1 0 0 0 0 0 3 1 2 1 8 
セントスル 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
計 2 0 1 1 2 1 5 4 8 9 33 
	
この表から分かるように、近代語の「かたわら」には、否定形に接続する例はないが、
少数ながら過去形に接続する例がある。一方、先行研究が指摘しているように、現代語の
「かたわら」節の動詞にはテンス対立がなく、もっぱら非過去形で使用される。これは「か
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たわら」が同時性というタクシス的意味を表すため、独立したテンス表示の必要がないか
らである。近代語でも、非過去形の例がほとんどである。	
	
12) 子供が少し大きくなつたら又共に働く考へで、子供を育てる傍ら人の針仕事などを
してゐた、處が出産後四ヶ月を過ぎるともう彼女は二度目の姙娠であつた、一人の
子供にさへ困つてゐたのに二人の年子では何をする事も出來ない、彼女は幾度死を
思つたか知れなかつた、（『太陽』7「産兒制限を求むる人々」加治時次郎 1925 口
語）	
13) 此言は私を煩悶さした。私は雜誌編輯主任として精勵する傍ら、秘かに船舶史の研
究をやつてゐたので、『深さをも有たうとしてゐる』といつたら、『それでは君は
きつと僕と別れなければならぬやうになるだらう』といはれた。（『太陽』10「世
に知られない桂月氏の一側面」西村醉夢 1925口語）	 	
	
次に、過去形の 3 例をすべて挙げる。これらは、同時性を積極的には表さず、また、主
業と副業というような関係も表さない。このような意味で「かたわら」が使われることは
現代語ではほとんどなくなっている。現代語なら、「一方で」を使うところであろう。	
	
14) 當時伯林にては學士ステルリング氏其該愽雄辨なる万有哲學を以て盛に日耳曼の少
年子弟を薫陶せしが、氏も亦其門に在り其教理は永く腦裡に殘刻せり、氏は又日耳
曼の文學に通達せし旁ら深く自由の主義に得る所あり、（『国民之友』14「ミカヘ
ル、カトコフの畧傳（一）」＊（訳）/英国通信社 1888文語）	
15) 實に維尨翁の如きは、多方面に非常なる力を盡した傍ら、學術研究には規則正しく、
且つ精節にして忠實なる獨逸學者の一人である。（『太陽』1「名士の獨逸觀	 醫學
博士	 金杉英五郎君談」金杉英五郎 1909口語）	
16) 墺國をして止むを得ざる塲合に迫まり、兵隊を以て露國南進の途上を遮らしむる事
なく、以て歐洲一日の無事を保んと欲したりき、此の如く公が積年の心配は、唯澳、
露の二國をして相ひ和親せしむるに在りしなり、夫れ惟之れあるが爲めに、常に澳
國に對して其驩心を失はざるを勤めたるの傍ら、又露國に向つて常に其好意を表し、
セントピートルスボルクの朝廷に於ては、ビスマルクこそ無二の親友なりと思はし
めんと勤めたりき、公は實に斯くの如く勤めたりき、	(『国民之友』18「千八百八
十八年の歐洲列國」＊1888 文語)	
つづいて、従属接続詞の「かたわら」のうける動詞が表す出来事のタイプについて見る。
その多くは、次のような人間の生業や社会的な活動を表すものであり、36例中 31例を占め
る。この用法は現代語と同じである。	
	
17) この部屋には、年寄が何やら友禪縮緬の片を膝のうへに擴げてゐた。周三が旅行の
留守中に、仕事の手傳をしてもらふ傍ら、一身上の相談にも干つてやりたい考で、
 55 
田舍から呼寄せた女が、聲も立てずに靜かに針を動かしてゐるらしかつた。（『太
陽』1「蕈」徳田秋声 1917口語）	
18) 開戰以來の伊太利	 寺崎武男─—寺崎氏は明治四十年美術學校を卒業して伊太利に
遊び爾來十年間、ヴヱニス高等商業學校講師として日本語を講ずる傍ら彼地の新古
美術を研究したる人なり。日本人にして伊國に十年間滯在したるもの殆んど其例に
乏しからむ。（『太陽』2「開戰以來の伊太利」寺崎武男 1917文語）	
	
このほか、社会・経済・政治の情勢を表すものも 5例ばかりみられる。	
	
19) 是れが影響を忽ち民間經濟界に波及し、貿易は比年逆勢に逆を重ね、正貨は陸續海
外に流出して、資金缺乏、金利騰貴而して事業界は衰頽に傾くの傍ら物價は益々騰
貴を來して、左なきだに輸入超過の趨勢を促進し、不振なる財界をして愈不振なら
しめたり。（『太陽』4「經濟時評」小松崎筑嶺 1901文語）	
20) 我が移民地たる北米の天、南洋の地及び布哇を見渡すも、其成蹟は餘り良好ならざ
るのみならず、近來此等の地方より排斥せらるるが如き傾向を有する傍ら、我が内
地に於ては、利用すべき森林夥多あるを以て見れば、之を利用するの優れるに若か
ざるなり。（『太陽』13「帝國の經濟と林業政策」高橋琢也 1901文語）	
21) 斯の現象は、どふしても政府の擴張事業が、國力に不相當不權衡なることより胚胎
したので、其結果は自然と輸出入に非常なる不平均を來し、從て正貨は陸續海外に
流出し、金融切迫、金利騰貴と云ふ傍ら、一方には政府事業が着々として益々進行
するから、通貨の膨脹を來して、民間の購買力を増進し、物價の騰貴を招き、左な
きだに不振なる經濟界をして益々不振ならしめました。（『太陽』4「現下の經濟界
に對する所見」渋沢栄一 1901口語）	
22) 此の頃になつては、氣球の進歩する傍ら、一方に於ては既に飛行器の研究にも着手
されつつあつたのである。（『太陽』13「 近歐洲に於ける飛行器界」ＸＹＺ少佐
1909口語）	
23) 今日吾人が見る處、亦唯處女然たる憫べき共和政に外ならざるに非らずや、指環鈕
玉、裝容華なりと雖も、腐敗痼疾は深く政治の中心に染み、不義の財富は外皮を金
玉にし、而此共和國全洲を通じて巨豪者其王權を恣にするの旁ラ、終生衣食に泣奔
する丁男婦女あるを見るなり、	(『国民之友』1「人の權理（一）」池本吉治(訳)/
ヘンリー・ジョージ 1887文語)	
	
現代語では、従属接続詞の「かたわら」（空間的な意味を残すものは除く）がうける動
詞は人間の行為を表わすものにほぼ限られるのに対し、近代語では、動詞の意味の範囲が
はるかに広いことが分かる。人間の行為を表す場合は、従属節と主節の出来事の間に、主・
副の関係が認められるが、その他の例では、そのような関係はなく、二つの状況を対比的
に捉えるような意味で使用されている。	
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後に、主体の同一性について触れておく。同一主体の例が 31例と多かったが、異主体
の例も 5 例あった。この 5 例は、いずれも上でみた対比的な用法である。この用法は、主
体の点でも「一方」と同じ特徴をもつことがわかる。	
	
4.3.4 副詞⽤法の「かたわら」 
ここでは、現代語にみられない「かたわら」の副詞用法についてみる。副詞であるから
格の体系はもたないが、「―に」「―より」の形で副詞として働いていると見なせるもの
もここで取り上げる。全 92例のうち、「―に」は 4例、「―より」は 1例であった。	
	 副詞用法の「かたわら」は、従属接続詞用法と同じく、「一方で」の意味を表す。この
用法の「かたわら」は助辞がつかない点で、はだか格を取った名詞用法と形式的に同じで
あるが、空間的な意味を表さない点で、名詞用法から区別される。	
	
24) 此者たるやアリザリンに反して甚だ酸化し難し然れども其組成を比較すれば其差異
は以て酸素の二原子寡きのみ又アリザリンの性質を熟視すれば其酸素二原子は傍ラ
水素と抱合しハイドロオキシル（ＨＯ）となつて現在すること明瞭なり	（『東洋学
芸雑誌』12「有機物の合成（二）」松井直吉 1882文語）	
	
	 副詞用法の「かたわら」には、従属接続詞に似た働きをするものもある。それは、中止
節の後に置かれるものである。このようなものが 68例あった。	
	
25) 身を以て實行を躰し、事業を以て、無聲の宣傳を爲さんと欲し、密かに全村教育の
慨あり。則はち、屋外に札を懸けて、無月謝教授を廣告す。主として、貧兒を教え、
傍ら村人の爲めに、書状を認ため、もしくは、其の顧問に應ぜんとする也。（『女
学雑誌』6「望月峯吉君」巌本善治 1895 文語）	
26) 私は是迄人に向つて此事を何遍申したか知れませんが、此度「太陽」編輯者から寄
書の需めを受けましたから、此一篇を草して其責を塞ぎ、傍ら同一事を操り返し言
ふ煩を省く事と致しました。（『太陽』9「石器時代遺跡の實践は人類學上如何なる
利益有りや」坪井正五郎 1895口語）	
 
	 これは、従属接続詞を副詞として独立させたような用法である。たとえば 初の例は、
従属接続詞に転換し、「主として、貧兒を教える傍ら、村人の爲めに、書状を認ため、も
しくは、其の顧問に應ぜんとする也。」と書き換えることもできる。	
	 「―に」の形のものは、「並行して」といった時間的な意味を表す。	
	
27) 若し初より良法の之を正道に導びくありて又傍らに道徳の訓誨の之に及ぶあらば庶
幾くは泰西の覆轍を踏まずして止まん歟（『国民之友』19「議員撰擧の弊害預防説」
東京の一市民 1888文語）	
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28) そそれから以前に大勢派出された修業生と一緒になツて稽古を始め、英學は無論傍
らにやるし、醫科に付いてはマンスフェルド（和蘭人）といふ人が講釋をして呉れ
る。	（『太陽』2「青年時代の苦學（下）」芳川顕正 1901口語）	
	
「―より」の形のものは、動作の連鎖を表す。意味的には現代語の「そばから」に等し
いが、現代語の「そばから」は「教わるそばから忘れてしまう」のように従属接続詞とし
て使用されるのに対して、近代語コーパスには副詞用法しか見られなかった。	
	
29) 然れども此の書や著者が日毎に改進新聞紙上に掲載し所謂る「塵事の中心に居て机
邊山を爲す執務の間に一時間を費やさずして起草し傍らより刷行したるもの」を編
成したるならんことを知れば、吾人は實に著者の筆力の縱横にして、才藻に富むに
感心するの外なきなり、（『国民之友』7「新刊小説」＊1887文語）	
 
5. おわりに 
 
	 本稿での考察を通じて、近代語における「かたわら」の文法化の状況について、以下の
ようなことが明らかになった。	
①近代では、名詞用法が全体の約 54%を占める。当時は実質語としての使用がまだ衰え
ていない。動詞述語をうけ、従属接続詞化して使われるものは全体の約 11%に留まる。
また、現代語にはない副詞用法が全体の約 26％を占めるなど、用法の分布が現代語と
は大きく異なる。	
②近代語において、現代語と同様の従属接続詞用法は完全に成立しているといえる。特
に、「主な活動・作業以外の空いた時間に、一方で」という意味を表す用法と同じも
のが近代語コーパスにも数多く見られる。	
③ただし、「母が編み物をするかたわらで、女の子は折り紙をして遊んでいた。」のよ
うな空間的な意味を残した従属接続詞の用例は見つからなかった。これについては、
他の資料も調査する必要がある。	
④その一方で、「主な活動・作業以外の空いた時間に、一方で」という意味を表す用法
以外にも、二つの状況を対比的に捉える用法が広く見られる。後者の用法では、動詞
の過去形が見られたり、主節と従属節が異主体になったりする。現代語なら「一方で」
を用いるようなところに「かたわら」が用いられていたと考えられる。	
⑤現代語においては、名詞用法・副詞用法・従属接続詞用法のすべてが近代語に比べて
衰退しているといえる。従属接続詞用法では、用法が狭い範囲に固定化し、また空間
的な意味を残す用法へと逆行してもいる（③）。「かたわら」の衰退には、文体的な
問題と「一方」との役割分担の進行が関係していると見られる。	
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第三章 近代語の「いっぽう」に関する考察 
 
 
1. はじめに 
 
現代語において、名詞「いっぽう」は「いくつあるうち一つの方向、方面」という空間
的な意味を表すが、「喜入氏いわく「自分の信じる自由を謳歌する一方で、学歴重視の生
き方にからめとられてしまっている」のだ。」（竹村健一『仕事ができる人になる黄金情
報』）のように、連体的な節を受けて、「あることと並行して別のことが行われる」とい
う意味を表すことがある。このような用法の「いっぽう」は、空間的な意味を失っている
だけでなく、ある種の従属節を構成する機能語として働いている。つまり、名詞から従属
接続詞へと文法化していると考えられる。 
こうした従属接続詞化した例が見られるようになるのは明治以降であるが、当時はまだ
空間的な意味を表す名詞としてもよく使われており、一方で「私は蕪村のこの多岐なる道
程と官覺の俊慧を讀む一方に、玉堂の多少の變化はあるにしても、それは只だ年齡の推移
による變化に過ぎない靜かな寧しろ平凡な歩みを想像して見た。」(『太陽』12「蕪村寺」
1925)口語のような、現代語にはないような用法もみられる。この章では、『日本語歴史コ
ーパス明治・大正Ⅰ編雑誌』を利用して、近代語における「いっぽう」の使用状況を幅広
く観察し、現代語の「いっぽう」の用法と比較する。 
 
2. 「いっぽう」についての先⾏研究 
 
	 考察に先立ち、「いっぽう」に関する先行研究として、日本語教育のための文型辞典であ
るグループ・ジャマシイ（1998）、現代語における「いっぽう」の従属接続詞化を扱った
村木新次郎（2005）、そして複合辞として「いっぽう」を記述している田中寛（2010）を
取り上げる。 
 
2.1  グループ・ジャマシイ（1998） 
グループ・ジャマシイ（1998）では、「いっぽう」について、以下のように記述してい
る。 
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1 いっぽう 
a	 V-る＋いっぽう（で） 
(1) 自分の仕事をこなす一方で、部下の面倒も見なければならない。 
(2) 彼は全面的に協力するという一方、こちらが何か頼んでも忙しいからと言って断っ
てくる。 
(3) 彼女はお金に困っているという一方で、ずいぶん無駄遣いもしているらしい。 
「あることを行うのと並行して」という意味で、後ろには、それとは別のことも行っ
ているという表現が続く。 
b	 いっぽうでは…たほうでは 
(1) この映画は、一方では今年 高との高い評価を受けていながら、他方ではひどい出
来だと言われている。 
(2) 彼は、一方では女性の社会進出は喜ぶべきことだと言い、他方では女子社員は早く
結婚して退職したほうがいいと言う。 
(3) 彼女は、一方ではボランティア活動は大事だと言っているが、他方では何か理由を
つけて参加するのを避けている。 
(4) 政治に対する関心は、一方では高まっているものの、他方では腐敗しきった政府に
対する諦めのムードがまん延している。 
対立する二つののことがらを並べあげ述べるのに用いる。「いっぽうでは…が/のに/
ながら/ものの」のような逆接の表現がつづくことが多い。 
C	 いっぽう 
（1） 花子はみんなが帰ったあとも毎日残業していた。一方桃子は定時退社し、毎晩遊
び回っていた。 
（2） 日本では子供を産まない女性が増えている。一方アメリカでは、結婚しなくても
子供はほしいという女性が増えている。 
文や節の頭に用いて、前の文で述べられたことがらと対立することがらが次に続く
ことを表す。「その一方で」となることもある。 
	 	 （例）	 土地の値下がりは現状を見ると絶望的だが、その一方で期待できる点もない
わ	 けではない。 
2 V-る いっぽうだ 
(1) 事態は悪くなる一方だ。 
(2) 父の病は悪化する一方だ。 
(3) 仕事は忙しくなる一方で、このままだといつかは倒れてしまいそうだ。 
(4) 近、円は値上がりする一方だ。 
状況がある一定の方向へとどんどん進んでいって、とまらないことを表す。よくな
いこいことが多い。 
（グループ・ジャマシイ 1998: 40） 
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	 	 以上のように、グループ・ジャマシイ（1998）では、現代語では、「いっぽう」には、
「V-る＋いっぽう（で）」「いっぽうでは…たほうでは」「いっぽう」「V-る	いっぽうだ」
という四つの用法があるとされている。それぞれ、従属接続詞用法、接続詞用法、副詞用
法、助動詞用法とみることができる。	
 
2.2 村⽊新次郎（2005） 
	 村木（2005）では、従属接続詞の例として、特に「かたわら」と「一方」を取り上げて
いる。このうち、「一方」については、名詞・接続詞・従属接続詞・助動詞としての使用
がみられるとしている。 
	 まず、「アメリカ行きと未紀と、一方を選び一方を棄てること。（聖少女）」のような
名詞としての「一方」は、「いくつかあるうちの 1 つの方向」を意味し、典型的には方向
をあらわすが、具体的な空間的な用法から「ある方面」といった抽象的な意味にも使用さ
れるとする。 
	 また、接続詞としての「一方」は、「畑には南瓜の花が雨のなかに点々としている。一
方黒いつややかな畝には、先月はじめに蒔いた大豆が芽生えている。」（黒い雨）のよう
に、「一方」あるいは「一方で（は）」の形式で、文頭にたち、先行する文をうけて、「話
の筋に関係のあるもう 1 つの側はどちらかといえば」という意味を表す。また、「いった
い、どういうことなのでしょうか。一方で裁判を進めておいて、もう一方で家宅捜索や取
調をなさるとは。なにかのまちがいでございましょう」（人民は弱し）のように、「一方
で……、もう一方で……」という構造をとり、先行の文をうけるというより、2つの文が併
置される用法があるとしている。 
	 次に、「東、西、主計町など、風情のある古い廓が残っている一方、網タイツのバニー
カールのいるクラブもある。（風に吹かれて）」のように、文相当の形式をうける用法を
従属接続詞と認めている。 
	 さらに、「火事は広がっていく一方だと見えた。（黒い雨）」のように、動詞の基本形
をうけ、「ある事態のみが進行する様子をあらわす」ものを助動詞用法としている。 
	 村木（2005）では、従属接続詞としての「かたわら」と「一方」の異同についても記述
されているが、これについてはあとで取り上げる。 
 
2.3 ⽥中寛（2010） 
	 田中（2010: 第 2部第 2章）では、連体修飾構造が文法的な形式に拡張し、従属的な接続
成分に参与して複文をなすものを取り上げ、それらの接続成分を形態的な特徴によって、
「N デ節」、「N ニ節」、「（N（無格）節）」の三種類にわけ、それぞれの類について、
被修飾名詞につきそう格の態様（デ格、ニ格、無格など）に注意しながら、前文と後文の
意味的な関係について詳しく考察している。「Nデ節」としては、「調子で」「素振りで」
「つもりで」「一心で」「思いで」「理由で」「目的で」「疑いで」「かどで」「関係で」
「点で」「形で」「方向で」などを、「N ニ節」としては、「以上に」「以上は」「つい
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で（に）」「代わり（に）」「通り（に）」「わりに（は）」「くせに」「証拠に」「し
るしに」などを、「N（無格）節」としては、「一方（で）」「他方（で）」「反面」「半
面」「一面」「他面」「かたわら」「がてら」「かたがた」などを取り上げている。 
	 このうち、「一方（で）」については、以下のように記述されている。まず、「少子化
が進む一方で、高齢者も増え続けている。」「生活が便利な一方で、人の判断力が失われ
ていくのも事実だ」のような「～と同時に」という並列・対比の意味を表わす用法を取り
上げ、「眼前または当面の状況描写、性質、特徴の説明で、働きかけ文になりにくい。デ
の有無はあたかもテ形中止形と連用中止形の違いのような趣があり、文体的効果もみられ
るが、一般に任意なものとして省略されることも多い。「一方で」と「一方」は動詞テ形
と連用中止形の形式上の形式上の異同と考えてさしつかえないが、「で」を伴う方が対比
的な状況は強調される傾向がある。」（田中 2010: 223）と指摘している。並列・対比用法
の「一方で」は、「作家として駆け出しの頃に出会った二人は結婚二十年。同じ道を目指
す者同士の結婚は夫婦の結束を生んだ一方で、時に同業者ゆえの葛藤と夫婦の溝を生んで
きた。」（読売新聞 04.9.1）のように、複数の事態発生状況を表し、状況を表す「なかで」
に言い換えられることが多い点をも指摘した。 
次に、文末表現「一方だ」を取り上げ、「ますます〜ばかり」という意味で、ある種の
顕著な傾向の持続を表し、中止用法としてもあらわれるとしている。中止用法の場合、形
態上、並列・対比用法の「一方で」と区別がつきにくいが、中止用法の「一方で」は原則
として「で」は省略されないことを指摘している。文末述語成分と接続成分の両用法をも
つものには、「一方だ」と「一方で」のほか、「格好で」と「格好だ」、「勢いで」と「勢
いだ」、「狙いで」と「狙いだ」などがあるとする。 
このほか、「その一方（で）」「一方（で）」のような接続詞的な用法を取り上げ、ま
た、「一方（では）X、一方（では）Y」といった並列表現も取り上げ、「Xかと思えば Y」
との置き換えが可能であることを指摘している。 
	 あとで近代語の「一方」と比較するために、上の三つの先行研究の記述を総合し、現代
語の「いっぽう」に関する意味的・文法的な特徴をまとめておく。 
	 現代語の「いっぽう」の用法は、意味的・文法的な観点から、「名詞」「副詞」「助動
詞」「従属接続詞」の四つに分けられる。 
	 まず、名詞用法の特徴は、＜いくつかあるうち一つの方向＞あるいは＜ある方面＞を意
味し、「一方が」「一方から」「一方の」「一方を」といった格語尾をしたがえる形式で
使われ、格のカテゴリーを持つ。 
	 次に、接続詞用法の特徴は、「一方」あるいは「一方で（は）」の形式で、文頭にたち、
先行する＜話の筋に関係のあるもう 1つの側はどちらかといえば＞という意味を表す。 
	 そして、従属接続詞用法の特徴は、＜あることが行われると並行する＞という意味を表
し、文相当の述語を受け、従属節と主節を関係付ける機能語として働く。 
	 後に、助動詞用法の特徴は、動詞述語の「スル」形をうけ、＜ある事態の進行する傾
向ばかりが顕著である＞を意味する。空間から時間への意味の移行が見られる。 
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3. 辞書類における「いっぽう」の記述 
 
	 近代語の状況を見る前に、辞典類の記述を参考にして、「いっぽう」の近世までの用法
について概観しておく。『日本国語大辞典』では、「いっぽう」の語義について、次のよ
うに記述している。 
 
【一】〔名〕 
1一つの方向。一つの方面。ある方向。ある方面。 
文華秀麗集〔818〕中・奉和王昭君〈菅原清公〉「御レ狄寧無レ計微躯鎮ニ一方一」 
平治物語〔1220頃か〕上・信頼信西を亡ぼさるる議の事「いかなる御大事をも承り
て、一方はかため申さん」 
俳諧・五車反古〔1783〕夏「広庭のぼたんや天の一方に〈蕪村〉」 
渡辺庫輔宛芥川龍之介書簡‐大正一四年〔1925〕四月一六日｢覇を天下に唱ふるは無
論、一方の雄になるものさへなし」 
詩経‐秦風・蒹葭「所謂伊レ人、在水二一方一」 
2二つまたは二つ以上あるもののうちの一つ。副詞的にも用いる。 
平家物語〔13C前〕四・山門牒状「車の二つの輪に似たり。一方欠けんにおいては、
いかでその歎きなからんや」 
寛永刊本蒙求抄〔1529頃〕八「是は煩しいとて帛の端を絶て、一方に字をかいて一
方には字をば書かいでやるぞ」 
天草本伊曾保物語〔1593〕エジツトよりの不審の条々「yppon（イッパウノ） テニ
ワ トリノ エヲ モチ マ ipponiua （イッパウニワ） コテヲ トッテ」 
地獄変〔1918〕〈芥川龍之介〉一二「所が一方良秀がこのやうに、まるで正気の人
間とは思はれない程夢中になって、屏風の絵を描いて居ります中に、又一方ではあ
の娘が、何故かだんだん気鬱になって」 
3「いっぽう（一法）（1）」に同じ。 
小説神髄〔1885~86〕〈坪内逍遙〉下・脚色の法則「賤しげなるものを高尚なるも
ののやうにいひなすなんども笑を博すべき一方（イッパウ）なり」 
4衝重（ついがさね）の一方にだけ穴が彫ってあるもの。五位の人の用いるものとい
う。 
調度口伝（古事類苑・器用三）「一方の事。〈略〉前に計すかし有也。一説に二方
は四位の人、 一方。は五位の人と云へども、其品伝らざれば、容実知らず。云伝へ
し事也」 
5一分銀（いちぶぎん）の別称。その形が長方形であったところから、漢学者などが
戯れに呼んだ語。 
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6接尾語的に用いられる）物事が、もっぱら一つの方向、方面にかたよっていること。
そればかり。一途（いちず）。 
（イ）体言に付く場合。 
諷誡京わらんべ〔1886〕〈坪内逍遙〉一「うまれつき学問好にて、修学一方（パウ）
に熱心なるから」 
或る女〔1919〕〈有島武郎〉前・一一「僕は心の底に起るこんな働きをも強ひて押
しつぶして理窟一方に固まらうとは思ひません」 
（ロ）用言に付く場合。 
野心〔1902〕〈永井荷風〉二「万事の様子が、質粗を主として手堅い一方を以て得
意として来た保守的な此の家風を甚だ能く示して居る」 
良人の自白〔1904～06〕〈木下尚江〉前・五・三「伯父さんは彼の通りロハだ金さ
へ野れば可いと言ふ一方の人だけれど」 
酒虫〔1916〕〈芥川龍之介〉二「この男の道楽は、酒を飲む一方で」 
7（接続助詞のように用いる）ある事と並行して他のことが行なわれることを示す。 
若き日〔1943〕〈広津和郎〉二「黒川社長は社会の一部から恐怖の眼をもって見ら
れてゐる一方、部下に向ってはこんな風な親分的な寛大を示す人らしいのである」 
【二】〔接続〕 
ある事についての話を中止して、筋に関係のあるもう一つの事を話し始めることを
示す。話かわってこちらについて言えば。 
竹沢先生と云ふ人〔1924～25〕〈長与善郎〉竹沢先生と虚空・一「竹沢と云ふ名前
すら知らない者多い世間に、一方そんな熱心な篤志家が一人でもゐると思ふ事は自
分には愉快だった」 
無常といふ事〔1942〕〈小林秀雄〉「歴史の新しい見方とか新しい解釈とかいふ思
想からはっきりと逃れるのが、以前には大変難かしく思へたものだ。〈略〉一方歴
史といふものは、見れば見るほど動かし難い形と映って来るばかりであった」 
自由と規律〔1949〕〈池田潔〉パブリック・スクールの本質と起源「パブリック・
スクールはイギリス支配階級子弟の教育機関であるといわれる。〈略〉一方、この
階級に属さない大部分の家庭の子弟は、主として官公立のエレメンタリー・スクー
ル、もしくは、グラムマー・スクールで教育を受ける」 
 
『時代別国語大辞典	 上代編』には、「いっぽう」の項目がない。『時代別国語大辞典	
室町編』では、「いっぽう」の語義について、次のように記述している。 
 
いっぽう「一方」「一方」（天正・易林節用）「一方」（落葉）「IPPO（いっぽう）」。
「地上界の諸地方を数える言い方、または、一般的に方面とか何か物体の側面を数え
る言い方。」（日葡 ○補） 
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	 1ある場所を基準としていくつかに分かれる方向・方面のうちの一つ。「いっぽう、
ヒトカタ」。 
「一つの方向。または場所」（大文典三） 
「天室とはいえ、天下ノ中ニアタリテ四方ノ入貢ノ道里均キ処ゾ。一方ヘヨツ、レ
バ遠キ処ノ民ノタメニワルイホドニゾ」（史記抄二） 
2物事の全体を構成する要素なり領域なりがいろいろ分かれる中の一つ。 
「皆一方を得たる聖人にてあれども、孔子のやうに時にしたがひあつめて大成せる
はなしといへる心也」（年中行事歌合） 
	 3一つの事物について、その相対する二つの一面や部分などの中の一つを取出して
さず。 
「横関対挙ト云テ、棒ヲ両耳ニトッテ、いっぽうヲバ百人シテモ二百人シテモ挙ヨ
カシ、一方ヲ一人シテアグルヲ云ゾ」（史記抄五） 
	 4互に関連し対立関係にある二つ以上のものを並べあげて、それぞれの一つをさす。 
	 「宮中ノ封強ガ大ホドニ、一日ノ中デ一宮ノ間ガ気候が不同ゾ。一方ニ雨ガフレバ
一	 方ニ日照、一方ハ暖ナレバ一方ハ寒ゾ」（古文後抄二一ノ） 
 
『日本国語大辞典』によれば、「一方」の従属接続詞化の初出例には昭和時代のものがあ
がっている。そして、これにあたるものが『時代別国語大辞典	 室町編』にないことから、
文法化した例が見られるようになるのは少なくとも明治以降と考えてよいだろう。 
前節で見た現代語の「いっぽう」の用法と比べると、「いくつかあるうち一つの方向、
方面」「二つまたは二つ以上あるもののうちの一つ」などの用法は近世以前からあったこ
とが分かる。逆に、近世以前にあって、現代語にはない用法は「衝重」「一分銀」の意味
を表わす用法である。これらが近代語に残っているかが注目される。 
 
4. 近代における「いっぽう」の使⽤状況 
 
	 この節では、『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』から収集した用例を用いて、近
代における「いっぽう」の使用状況について考察する。まず、調査の方法と用例数につい
て述べた後、使用状況を見ていく。 
 
4.1 調査の⽅法と⽤例数 
 
用例の収集は、『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』を利用し、語彙素読みと語
彙素で検索をかけることによって行った。収集した「いっぽう」の用例は 2221 例である。
表 1は、原文表記別の用例数である。 
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表 1 原文表記別の「いっぽう」の用例数 
原文表記 用例数 原文表記 用例数 
一方 1815  一方
ハウ
 24 
一方
イツハウ
 2 一方
パウ
 340 
一方
イツパウ
 20 一方
ホウ
 1 
一方
イツパウ
 1 一方
ポウ
 14 
一方
いっぽう
 4 	  	  
 
	 表 2は、資料別・作品別に「いっぽう」の用例数を整理したものである。 
 
表 2 作品別・年代別に見る「いっぽう」の用例数 
	  
明六 
雑誌 
東洋 
学芸 
雑誌 
国民 
之友 
女学 
雑誌 
女学 
世界 
婦人 
倶楽部 太陽 計 
1874 7       7 
1875 2       2 
1881  4      4 
1882  11      11 
1887   78     78 
1888   167     167 
1894    22    22 
1895    39   317 356 
1901       343 343 
1909     61  368 429 
1917       374 374 
1925      69 359 428 
計 9 15 245 61 61 69 1762 2221 
 
4.2 意味による⽤例分類と記事の⽂体別の分布  
以下に行う意味による用例分類には、上代から現代までのすべての用法を取り上げてい
る『日本国語大辞典』を参考にすることにする。ただし、コーパスには、「衝重」「一分
銀」の意味で使用された例が見られなかったので、それらを除き、以下の五つの意味を認
めておく。なお、品詞の認定は、『日本国語大辞典』とは一部異なる。 
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① 一つの方向。一つの方面。ある方向。ある方面。【名詞】 
② 二つまたは二つ以上あるもののうちの一つ。【名詞】【副詞】 
③ 物事が、もっぱら一つの方向、方面にかたよっていること。そればかり。一
途（いちず）。【接尾語】【助動詞】 
④ ある事と並行して他のことが行われることを示す。【従属接続詞】 
⑤ ある事についての話を中止して、筋に関係のあるもう一つの事を話し始める
ことを示す。話かわってこちらについて言えば。【接続詞】 
 
	 表 3は、『日本国語大辞典』の分類項目を基準として、収集した 2221例の「いっぽう」
の用例の分布を調査したものである。 
 
表 3 「いっぽう」の意味別・資料別の用例数 
 明六 
雑誌 
東洋
学芸
雑誌 
国民 
之友 
女学 
雑誌 
女学 
世界 
婦人 
倶楽
部 
太陽 計 
①  3 4 36 5 12 14 162 236 
②  6 9 197 52 40 41 1302 1647 
③  0 0 2 2 4 2 57 67 
④  0 1 8 2 5 9 183 208 
⑤  0 1 2 0 0 3 57 63 
計 9 15 245 61 61 69 1761 2221 
 
表 3 から、②「二つまたは二つ以上あるもののうちの一つ」の意味で使用された例が
も多く、⑤「話かわってこちらについて言えば」の意味で使用された例がそれにつぐこと
がわかる。そして、④の従属接続詞用法は 63例であり、比較的に少ないことがわかる。 
	 次に、意味によって分類したそれぞれの用例がどのような文体の記事に出現しているか
を表 4に示す。 
 
    表 4 「いっぽう」の使用される記事の文体（口語・文語） 
 口語 文語 計 
① 125 111 236 
② 777 870 1647 
③ 50 17 67 
④ 25 38 63 
⑤ 142 66 208 
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計 1119 1102 2221 
 
表 4 から、接続詞用法を除いて、口語体・文語体の使用の偏りは特に見られないことが
わかる。 
 
4.3 「いっぽう」の品詞別の⽤法記述 
	 ここでは、「いっぽう」の用法を品詞別に記述していく。意味分類と品詞の対応関係に
ついては、①は名詞、②は名詞か副詞、③は語基か助動詞、④は従属接続詞、⑤は接続詞
と見られる。	
 
4.3.1 名詞⽤法 
名詞用法の「いっぽう」には、が格、はだか格をとって主語となるもの、に格、へ格、
を格、はだか格をとって補語となるもの、の格をとって規定語となるもの、から格、で格、
にて格、に格、へ格、より格、はだか格をとって状況語となるものが見られた。以下、用
例の一部をあげる。	
 
① 一つの方向、一つの方面 
＜補語＞ 
1) 扨てここで困難のことの起ツて來たのは、從前はそんなくだらん文章でも人が用ひ
て、塾頭にでもなり、衣食がカツカツ出來よツたが其の後筆耕に服して居ツた、と
ころが一方に凝れば筆耕が疎かになツて衣食に支へる、實に困迫極ツたな、それで
二進も三進もいかぬ話ぢや。 （『太陽』2「青年時代の苦学（下）」1901口語） 
＜状況語＞ 
2) 白井は其冷たい頰に自分の涙の頰を寄せて、血色の絶えた其胸を擦つて見たり、氷
のやうな其手を採つて見たり、幾度か呼吸を檢め、脈搏を案じても見たけれど、魂
魄は空しく天の一方に飛去つて、 早如何なる奇術を以てしても、遂に再び甦し得
らるべくも見えない。彼は急來る胸に齒を切緊りながら、思はず摚と後に倒れて、
『早いなあ！』と心の底から呟いた、其聲音は如何に痛絶であつたであらう。（『太
陽』10「一腹一生（承前）」1901口語） 
② 二つまたは二つ以上あるもののうちの一つ 
＜主語＞ 
3) 聞え覺えで、洒辯ること丈は洒辯れるが、かいたり讀んだりすることは出來ぬとい
ふ長崎生れの男と、かいたものなら讀めるが、話すことは一向駄目だといふ慶應出
の男と、この二人が外事課での二本柱であつた。一方は、話は出來るが字は讀めな
いといふ盲、他方は、字はよめるが、話の事は出來ぬといふ啞、片輪の寄合だから、
事件が起ると、いつも二人同帶で出かける。 （『太陽』12「明治初年外交物語（そ
の十三）人間の目ざし」1925口語） 
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＜補語＞ 
4) 邸内西北の方に槍劍稽古所あり、かねて、彈藥を用意しおきしが、寄手よりうちか
けたる大砲の火うつりて、轟然爆發、邸内は、忽ち、一面の火焰と變じぬ。浪士も、
今はふせぐにすべなく、 一方をうち破りて逃れ出でむとすれど、前も後も皆寄手、
そのさま囊中の鼠にことならず。ここに、かの野州より歸り來りし五人の浪士、今
こそ死にて死者にまみゆべき時なれとて、西南の隣なる阿州邸の土塀を破り、五人
拔きつれて寄手の中へ、無二無三に斬り入りぬ。（『太陽』2「しら雪物語」1895文
語) 
＜規定語＞ 
5) 『及川の奴！』慶一は、祖父のために、祖父が殘していつた及川に對する反駁を自
分が代つて實際に示してやらうと考へた。不運な祖父のために！が、一方のマチ子
に對する愛はぢきに秋風がたつた。ある日、マチ子の兄壽を振り、及川の妻となつ
た友子が慶一を訪ねてきた。二人は自動車で、マチ子を置いたまま出ていつた。	
（『太陽』14「長篇小説	 蛇人（第十二回）」1925口語） 
＜状況語＞ 
6) 近來の好傾向	 士族の間に起つた此の變動は一方から見れば悲むべく憐むべきこと
ではあるが、又一方から見れば國の富を増す上には非常に結構なことで、明治の經
濟史中 も注意すべき大變化である。 （『女学世界』8「活きた世の中に働らく婦
人」1909口語） 
＜述語＞ 
7) 扨然らば此の外科的手術による肺疾患の適應症は、肺の壞疽、肺の腫瘍、その他の
限局性の疾患、例へば肺結核の初期で未だあまり擴がらぬもの、又は相當進んでゐ
ても、その侵されてゐる部分が全然 一方のみで、一方が健康である場合、又は肺尖
カタルなどである。何れにしても此の肺の外科的治療を行ふには、必ず一方の肺が
全然健康でなければならない事を必要條件とするのであつて、之はレントゲンで見
て手術して差支ないかどうかを決定するのである（『太陽』4「 近に發達したる腦
と肺の外科手術」1925口語) 
 
4.3.2 助動詞⽤法と接尾語的⽤法の「いっぽう」 
	 ここで見るのは、「物事がもっぱら一つの方向、方面にかたよっていること」を表す例
である。これには、接尾語と見られるものと助動詞と見られるものがある。次の例 8、9は
接尾語で、例 10以下は助動詞である（前半には終止用法の例を、後半には中止用法の例を
あげる）。	
 
8) 三、かくして、政府案に、大不足の無い限り政府案を成立せしめるに努められ、時
局をいく分か緩和せしめらるることも、でき得る筈であります、	 私は、政治は、
融通の、きかない、つん、けん、どんな、ぎごつ一方のものでは無いと思ひます、
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從つて、いづれの内閣でも、反對黨の言ひ分を、能く斟酌すべきものであると思ひ、
いづれの反對黨でも、政府案に、必らず衝突すべきものでは無いと思ふてゐます、 
（『太陽』12「加藤内閣の今後」1925口語） 
9) 相應の教育を受けた婦人でも、新婚當時から子供の少さい間を快樂一方でうかうか
と月日を過ごし、學費の用意なぞ考へません爲に、成長した子女も中途で廢學させ、
僅かの月給取に取つかせて前途を塞いで了ふやうな例が往々御座いますのは歎かは
しい事と存じます。（『女学世界』5「十年間晴れの足袋一足で濟せし奧樣」1909口
語） 
10) 然るに僅に二三萬の人口なる地方小都市ですらが中學校、高等女學校、師範學校、
商業學校等數四の中等教育機關を有する事が決して珍らしく無いに係らず、二百萬
の人口を有する東京の中等教育機關が設備の極めて不完全なる營利一方の學校——
學校といふよりは寧ろ學術販賣所——をまで合算して唯僅に五六十に過ぎないと云
ふは、單に人口にのみ比例するも餘りに權衡を失してをる。（『太陽』5「中等教育
に飢ゑたる東京市—富豪の一讀を要求す—」1917口語) 
11) 『だが』と大佐は云つた、『之から先どうなるか誰に判りませう？みんな將來の事
ですもの方はね、この動脈瘤さかつたら、今日邊りはもう海の上に出てゐた頃なん
です。だが、動脈瘤は日増しに惡くなる一方です。醫者の言葉は、誰のも同じ事で、
一時は、私もひどくがつかりしましたがね、もうすつかり諦めてしまひましたよ。
（『太陽』5「長篇科學小説	 生ける死『第五回』」1925口語） 
12) 御宗旨の事いつて、騷いで居る人達を見ると、何だか莫伽莫伽しい、那麼事觸れ歩
いて居つて身代作れるものでねえ、人間は其の日其の日を節儉しく生活して往つて、
あんでも澤山く金貯蓄へなくちや駄目の事だと稼ぐ一方でがした。』云つて、悲し
げな眼の色をして私を見上げて、言葉を途切らした。『其れで之れから病氣でも全
癒つたら、お寺參りでもしやうと云ふ氣になつたのかね。』 （『太陽』16「死んで
行く人」1909口語） 
13) 物價は益騰貴の一方食料品商なども同じことで、物價は騰貴する、職工の生活費が
嵩む、生活費が嵩むから賃銀の値上げを要求する、値上げの結果は又候物價の騰貴
を促すといふ風で、雪達摩は始終轉がつてゆく。（『太陽』13「失敗した英國の戰
時利得税」1917口語） 
14) 其の結果教育、衞生、住宅、運輸、課税と云ふ樣な地方行政上の複雜困難なる諸問
題が簇起し、官公吏の數も其の仕事の種類分量も益々増加するので、政治運動の範
圍は盛に擴大せらるる一方であり、其の結果は政費の濫費激増租税の過重と云ふ事
になり、（『太陽』7「米國の民衆政治と其の組織運用の實際に就て」1925口語） 
15) 加之ナポレオン、クリミア、露土及日露戰爭等の爲、國債は膨脹する一方で、殊に
日露戰爭の爲には、戰前七十億留に滿たざりし國債額を、一躍九十億留に達せしめ
遂に世界有數の大國債國となり了つたのである。（『太陽』2「當面の財政問題（誤
られんとする國債政策）」1917口語） 
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16) 我が日本國民たる者は今後益々此の方面に心懸けて行かなければならないのですが、
扨て此の方面から考へて見ると、中上流の婦人の方々が只消費する一方で少しも生
産と云ふ事に與からないとすると、我が日本は其れ丈厄介者若くは居候若くは甚だ
亂暴な言葉だが丁度一種の乞食を引受けてゐる樣なものであると云ふて宜しいと思
ふ。（『女学世界』13「婦人の獨立と自活」1909口語） 
17) それにも關らず改良を加へようとする努力を惜しみ、年々歳々收入の減るのを傍觀
してゐるのである。これでは、農家が疲弊困憊するのは當然のことである。その上、
生活費は年と共に嵩む一方で、子女の教育とか衣食住には、可成の費用が入る。中
地主といへば、村の中流家庭であるから農家一流の世間態から、生活費はどうして
も派出になり勝ちである。（『太陽』14「農村疲弊の眞相と救濟策」1925口語） 
18) 所が、現在の實状は如何であるか、維新以來年々外國に出す丁稚小僧の數は増加す
る一方で、曾て之を日本で仕上げ樣と試みた事がない。（『太陽』11「文部省留學
生無用論」1909口語） 
19) 然らば何故に去勢すると晩熟になるであるかと云ふに、先程述た處の腦下垂體と云
ふものが増大して、常より澤山な内分泌物を産生し、之れが血に混じて骨の端にあ
る軟骨の處へ行つて之を刺戟すると、軟骨細胞が盛に分體繁殖を營んで骨の形成を
促すものであるから、骨は長く伸びる一方で、割合に其の太さは増さないのである。
通常の成人ならば四肢の管状骨の端に軟骨の新に殖えることはないのである。（『太
陽』13「去勢に就きての話（上）」1917口語） 
 
表 5は文体別に見た助動詞用法と接尾語的用法の「いっぽう」の分布である。接尾語的
な「いっぽう」でも、助動詞的な「いっぽう」も、口語体の文章でより多く使われている
ことがわかる。	
 
表 5 助動詞と接尾語用法の文体別の分布 
	
口語	 文語	
助動詞	 26	 10	
接尾語	 25	 11	
	
4.3.3  副詞⽤法 
すでに述べたように、「いっぽう」が「二つまたは二つ以上あるもののうちの一つ」と
いう意味で使われる際、副詞的に使われることがある。調査したところ、このような副詞
的に使われたものが 952 例あった。表 6 は資料別・年代別に見る副詞「いっぽう」の後続
助辞の分布である。 
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表 6 副詞「いっぽう」の助辞の分布 
 
明六
雑誌 
東洋
学芸
雑誌 
国民之友 女学雑誌 
女学
世界 
婦人
倶楽
部 
太陽 
計 
1874 1881 1887 1888 1894 1895 1909 1925 1895 1901 1909 1917 1925 
はだか 0 0 0 2 1 2 7 10 1 3 19 41 66 152 
は 0 0 0 1 0 0 1 0 2 3 1 1 0 9 
のみは 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
に 0 2 2 7 0 1 1 1 18 25 31 45 12 145 
には 2 0 5 13 10 1 8 4 51 69 53 46 38 300 
にも 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 
にのみ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
において 0 0 3 12 1 1 0 0 13 32 19 30 9 120 
においては 0 0 24 36 1 5 1 0 21 38 22 20 5 173 
において 
のみ 
0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
にありて 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
にありては 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 
にては 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 0 4 
で 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 3 4 13 
では 0 0 0 0 0 0 2 2 1 4 9 7 5 30 
計 2 2 35 72 13 10 20 19 112 176 157 195 139 952 
 
表 6 からわかるように、副詞的に使われる「いっぽう」がとる助辞のうち、「には」が
も多く、「においては」、「に」がそれに次ぐ。現代語でよく見られる「で」「では」
は比較的少ない。 
	 副詞用法の「いっぽう」のなか、例 20のように、二つあるいは二つ以上の「いっぽう」
を併置するもの、例 21 のように「一方」と「他方」を組み合わせるもの、例 22 のように
「一方」と「一面」を組み合わせるもの、例 23のように「一方」と「傍ら」を組み合わせ
るもの、例 24 のように「一方」と「他面」を組み合わせるものと例 25 のように、単独で
使われるものがある。それぞれの用例と用例数を表 7に示す。 
 
20) その恥を雪ぐには、どうしても美奈子を見つけ出して、一度は自分のものにしなけ	
ればならぬ。これが直哉の意地でもあり、誇りでもあつた。一方美奈子の行方を搜
しながら、一方その日その日の戀を漁らずにはゐられなかつた。（『婦人倶楽部』6
「女人群像」1925口語） 
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21) 武術は島田虎之助に學び、蘭學は永井青涯に師事し、一世を空うする英雄であつた
が、慶喜に一切を任かせられるや、大久保一翁、山岡鐵舟などと、東奔西走心膽を
碎き、一方旗本の暴擧を訓め、他方官軍の江戸攻撃を食ひ止めようと努力した。（『太
陽』13「長篇小説	 鼬つかひ（第五回）」1925口語) 
22) 獨逸が年々諸外國に向つて、五億磅以上の物資を賣却するを得たるは、即ち自國に
製造工業の發達を促す原因と爲れるものにして、 一方に諸外國が斯る程度迄獨逸の
物資を購入したるは、一面に於て獨逸自ら諸外國の物資を購ひ收支決濟の便を供へ
たるが故に外ならず。（『太陽』3「反動的經濟政策を排す」1917文語) 
23) 弊舘が出版の多きと價格の廉なるとを以て稱せられしと同時に、或は雜駁蕪陋の圖
書少なからざるの評を受く、是れ生等も亦自ら顧みて其然るを期したる所なり。盖
し此業のなほ幼稚に屬し、勢ひ免かるる能はざるの致す處のみ。而して一方には全
力を擧げて『太陽』に注ぎ、傍ら之に合併すべからざるの『少年世界』を興して此
旭日光を放つの新天地に立たん事を力む。唯憂ふる處は獨力の能く任ずべからざる
に在。（『太陽』1「太陽の發刊」1895文語) 
24) 政治部長麻生久君の報告に依ると、 一方地方政黨の組織に努力すると共に他面『各
勞働組合、農民組合と協力して全國的無産政黨に努力する』といふ。（『太陽』12
「無産政黨組織準備委員會の主要團體及中心人物─委員會組織の過程及將來─」1925
口語) 
25) 進行博士の綽名のある島根縣の恒松隆慶氏が、 高點で復活したのはさもあるべき
こと、氏は進行博士たると共に選擧博士で、殆んど年中行事として選擧運動をやつ
てゐるのだから、落選は寧ろ不思議なのである。山口縣郡部の通稱蒙古王事佐々木
安五郎氏の落選の仕方は、餘りに慘目なものであつた。是議會に於ける氏の從來の
態度が、選擧民に飽かれた爲めではあるが、 一方には今囘の運動方法が餘りに不徹
底であつたことにも原因する。（『太陽』6「逐鹿異耳と新代議士」1917口語） 
 
表 7 副詞「いっぽう」の使用 
一方〜一方 365 一方〜他面 2 
一方〜一面 5 一方〜傍ら 1 
一方〜他方 154 一方 425 
 
4.3.4  接続詞⽤法 
	 次に、接続詞用法の「いっぽう」を見る。副詞用法と同じように、助辞の分布を表 8 に
示す。	
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表 8 接続詞用法の「いっぽう」が取る助辞の資料別・年代別の分布 
 
東洋	
学芸	
雑誌	
国民之友	
女学
雑誌	
女学
世界	
婦人
倶楽
部	
太陽 	
	 1881 1887 1888 1895 1909 1925 1895 1901 1909 1917 1925  
はだか格	 0 0 0 1 1 5 0 1 9 12 41 70 
に	 0 0 0 0 1 0 0 1 2 11 8 23 
には	 0 1 0 0 1 3 8 12 9 8 6 48 
において	 0 1 0 1 0 0 1 3 8 8 3 25 
においては	 1 2 4 0 0 0 3 4 4 2 4 24 
にては	 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
で	 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 4 
では	 0 0 0 0 2 1 0 1 4 3 2 13 
計	 1 4 4 2 5 9 14 22 37 44 66 208 
 
	 上記の表 8 からわかるように、接続詞用法には助辞のつかないものが多いが、に格の例
やそれに後置詞のついたものも少なくない。	
	
26) そして、勿體振る上田家譜代の老臣椎木元衞なぞは眼中になく、後室同樣の待遇を
要求するのであつた。一方、椎木といふ老人も老獪なしたたか者とて、時の智慧者
として廣く知られてゐた平賀源内に計つて、夜光の玉を奪ひ返すべく手配をするの
であつた。（『太陽』4「歴史情話	 息のぬぐみ『第三回』」1925口語） 
27) 今までの修繕と云ふと、殆んど監督者無しで、職工任せ故、手間取ることこの上も
ない。これは監督者を附けて夜中にでもサツサと片附けて行けば譯なくすむ筈であ
る。監督不十分で職工任せでは宜いものは出來ない。一方に於いては技術者も養成
しなければならぬ。（『太陽』2「道路の鋪木」1925口語） 
28) だが、いよいよきまつて見ると、さて何となくさびしい、——落寞の感に堪へない、
何の歴史もなく、何のゆかりもない、あだし人の手によるのは、いかにも落寞であ
る。一方では、又今を盛の「少女」のその誇が、かくして消えてしまふのかと思ふ
と、何ともいへないつらさが、身にしみる、——そこへその、夢にして耽つた （『女
学世界』5「妙齢の婦人と手紙道樂」1909口語）  
29) 然し訊問の結果彼女は母から指環を貰つたことを語り、それを村の時計商の某に賣
つたと言つたので、直ちに時計商を問合せたところ、先方はそんなものを買つた覺
えはないと返答した。一方ピストルに就てＡを訊問すると、二週間前にベルリンか
ら來た行商人に二百マルクで買つたので、事件のある頃には持つては居なかつたと
主張した。（『太陽』3「犯罪探偵と誤謬『第二回』」1925口語) 
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4.3.5 従属接続詞⽤法 
	 先行研究でも指摘されているように、現代語の「いっぽう」には、「自分の仕事をこな
す一方で、部下の面倒も見なければならない。」（グループ・ジャマシイ 1998）のように、
連体成分をうけ、「〜するのと並行して」の意味を表す従属接続詞用法がある。今回の調
査では、このような従属接続詞用法が 63例見つかった。これらは、現代語に見られる従属
接続詞用法の「いっぽう」とほとんど変わらないといえる。以下、いくつかの例をあげる。 
 
30) その結果は、記録萬年筆は連續的の一線に動くことをせず、點と短線の一聯となる
やうに動くのである。この方法によると、波状效果がずつと面白く非凡なものとな
るのである。さて此等の線の復寫が行はれてゐる一方、受信裝置に寫眞機を設備す
る時は、一個の寫眞電送の寫眞が作られる。（『太陽』4「大西洋横斷無線寫眞電送」
1925口語） 
31) けれど先生、私はかく決心は致しましたものの、孝の爲だとて人の道にあらぬ生活
をする事は實に恥しいので御座います。さう思ふ一方また自分の心を清く持つて、
我身を死したるものと思へば堪へられるとも思ふので御座います。かう書き行くう
ちにも涙が溢れます。 （『婦人倶楽部』3「傾ける家運の爲に身を犧牲にせんとす
る処女へ」1925口語） 
 
	 以下では、近代語において従属接続詞化が進行中の「いっぽう」と現代語の従属接続詞
の「いっぽう」との違いについて、動詞の述語形式、格形式について見ていく。 
	 まず、従属接続詞「いっぽう」が接続する動詞の述語形式の分布を資料別・年代別に示
す。 
 
表 9 「いっぽう」が接続する動詞の述語形式の分布（資料・年代別） 
 
東洋
学芸
雑誌 
国民之友 
婦人
倶楽
部 
太陽 
計	  
 	  1882 1887 1888 1925 1895 1901 1909 1917 1925 
 
 
非 
過 
去 
スル 1 1 0 3 0 1 5 21 10 42 
スルノ 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2 
セントスル 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 
シテイル 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 
セザル 0 0 0 0 0 0 0 7 0 7 
計 1 1 0 2 1 1 7 33 14 61 
過
去 
シ 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 
シタル 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2 
計 0 0 1 0 0 0 0 2 1 4 
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	 村木（2005）でも指摘されているように、現代語の「いっぽう」節には、まれに動詞述
語に過去の形があらわれる。また、否定の形もあらわれる。つまり、現代語の「いっぽう」
節には、テンス性やみとめ方がみとめられる。この点は、近代語でも同様である。まず、
「いっぽう」節に、非過去形・肯定形があらわれた例をあげる。 
 
32) はじめ芋蔓系統から薩摩に取り入り、當時の文相牧野伯を通じて文展に活躍し、高
村、新海山崎なんどの元老を向ふに廻しての大立ちまはり、やがて岩村透男と結び、
黒田清輝子と連合し、美術學校騷動を起したのも束の間、今度はそれに乘じて、騷
動の時の當の敵であつた正木美術學校長と情意投合、まんまと教授になりすます一
方、内藤、小倉の二將を驅使して帝展をひつかきまはし、これもまた勢に乘じて四
十一歳の若さで帝國美術院會員にをさまる。（『太陽』12「美術界變痴奇傳」1925
口語) 
33) 歐米諸國に比して非常な遜色があるから、我が日本國民たる者は今後益々此の方面
に心懸けて行かなければならないのですが、扨て此の方面から考へて見ると、中上
流の婦人の方々が只消費する一方で少しも生産と云ふ事に與からないとすると、我
が日本は其れ丈厄介者若くは居候若くは甚だ亂暴な言葉だが丁度一種の乞食を引受
けてゐる樣なものであると云ふて宜しいと思ふ。 （『女学世界』13「婦人の獨立と
自活」1909口語） 
 
	 次に、過去形と否定形の例を 1 例ずつあげる。これらの「いっぽう」は、「並行してお
こる」という意味から「その上に加えて、さらに」という意味に移行しているようである。 
 
34) 當年の美少年忠臣藏のお輕に扮して大評判を取りしが白粉は力にお輕より出世して
政友會の重鎭加藤大石内藏之助の下議會では議員連を向ふに廻し説明振り先夫人は
有名なりし漢學者、金井之泰氏の娘きん子とて白百合の如き賢夫人、小川氏の貧乏
時代に女帶が酒と換りしもこれ一昔の夢語夫人の弟は夙くより秀才經濟學を修め金
杉醫博士を友として獨逸に留學し野口寧齋に比せられし一方天才肌の詩人なりしが
熱情酒と客氣のために惜しや伯林の露と消ゆおお時は惱ましき春の宵、多恨射山先
生の感いかん渠は内相若槻と同期卒業の法學士男出雲の若槻氏が三度も大臣となり
しに（『太陽』4「小川法相を歌ふ」1925文語） 
35) 斯くて健全なる事業發起せられ、資金に對する需要増加して、金融の自動的調節を
求むるを得るの道理なるに、政府の爲す所は之に反し、自動的調節を閑却して、一
に人爲的調節を急なりとす。斯の如くして調節の目的を達せざる一方に不測の禍を
生ずる亦偶然に非ざるなり。成金國たる可からず	 世界人類の一員たる見地より云
ふときは、歐洲戰爭の如きは一日も速に之を終熄せしめざる可からず、彼の一時の
變態に依て生じたる一局部の利益を幻想して、戰爭の永續を希望するが如き成金者
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流の所説は人道に反し、道徳に背くものとして、吾人の耳にするだも不快とする所
なり。 （『太陽』2「經濟上に於ける和戰兩樣の準備」1917文語） 
 
	 次に、従属接続詞の「いっぽう」につく助辞に注目する。 その年代別・資料別の分布を
表 10に示す。 
 
表 10 「いっぽう」に接続する助辞の分布 
 
東洋	
学芸	
雑誌	
国民	
之友	
婦人
倶楽
部	
太陽 計 
 1882 1887 1888 1925 1895 1901 1909 1917 1925  
はだか
格	
0 0 0 1 0 0 2 2 10 15 
は	 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
に	 1 0 1 1 0 1 1 30 2 37 
におい
て	
0 0 0 0 0 0 1 1 1 3 
におい
ては	
0 1 0 0 0 0 0 1 0 2 
には	 0 0 0 1 0 0 1 1 1 4 
から	 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
計	 1 1 1 3 1 1 5 35 15 63 
 
	 現代語の従属接続詞の「いっぽう」は、はだか格やで格しかとらないが17、近代語では、
に格をとるものが も多く、はだか格はそれより少ない。まず、に格の例をあげる。 
 
36) 蕪村が年不惑に達しながら朝滄と號して遽かに畫風を一變し或は今日見た虚洞と署
名して古人の行筆の痕に心持の轉換を謀つた藝術家のひとり持つ惱み、私は蕪村の
この多岐なる道程と官覺の俊慧を讀む一方に、玉堂の多少の變化はあるにしても、
それは只だ年齡の推移による變化に過ぎない靜かな寧しろ平凡な歩みを想像して見
た。（『太陽』12「蕪村寺」1925口語） 
37) 世人にして前者の疑問に對して肯定的斷案を與ふる一方に、後者の疑問に對して否
定的答辯を致すの確信ありとせんか、戰爭の終熄を以て直に我國の經濟社會に禍害
を齎すものとして、其前途を悲觀するを當れりとす可し。（『太陽』2「經濟上に於
ける和戰兩樣の準備」1917文語） 
                                         
17 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の「出版・書籍」を調査したところ、「いっぽう」は従属接続詞
用法の 595例のうち、に格が 2例，で格が 320例，はだか格が 273例であった。 
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38) 其國金融上の必要即ち正貨の流出を防止する爲め、若くは出征軍人の家族又は遺族
授産の爲め、及び船腹調節等の必要に促されて、輸入禁止又は制限等を斷行し、其
の然らざるものも多少づつ保護の色彩を濃厚ならしむる一方には、其の本國又は植
民地よりは工業原料の輸出を禁止し又は制限する等の事に因りて我が生産界は多大
の障礙に逢着しつつあつたに關せず以上の如き好成績を擧げたことは雄偉の事蹟と
云はなければならぬ。（『太陽』2「戰時に於ける我が事業界の趨勢」1917口語） 
39) 學心に燃える子供たちを思ひ一方また日毎に細り行く財産を思つてふと株式に手を
出したのが悲しい運命を呼ぶ事となりました。失敗しては深みに入り入りして、信
用の續く限り借金をしたのでございます。『失敗する一方には成功してゐる人があ
るのだ』さういつては成功を夢見つつ父は借りた金を右から左にとなくして行きま
した。（『婦人倶楽部』3「傾ける家運の爲に身を犧牲にせんとする処女へ」1925口
語） 
 
これらは、現代語ので格にあたるものである。近代語の従属接続詞用法の「いっぽう」
はニ格をとるのが基本的であって、近代語で「いっぽう」がで格をとったものは、すでに
みた、助動詞用法の「いっぽう」の中止用法である。 
後に、はだか格の「いっぽう」の例をあげる。に格の場合より副詞や接続詞に近く、
「方面」という名詞の意味を完全に失っているようである。従属接続詞としての文法化が
より進んだ例とみられる。 
 
40) どうしてもフランスの安全保證に考が行くと言つてゐた。表面は國際平和主義で動
いてゐるが、内面はどうしてもナショナリスティックな色彩が濃厚である。殊に面
白いコントラストは、表面國際平和が唱へられてゐる一方、各國とも國防が熱心に
考慮されてゐる。至る所で軍事教育が非常に旺盛を極めてゐる。フランスの如きは、
官民擧つて自國の安全の爲に働いてゐる。 （『太陽』12「歐米雜觀	 國際心理の矛
盾と煩悶」1925口語） 
41) 金井之泰氏の娘きん子とて白百合の如き賢夫人、小川氏の貧乏時代に女帶が酒と換
りしもこれ一昔の夢語夫人の弟は夙くより秀才經濟學を修め金杉醫博士を友として
獨逸に留學し野口寧齋に比せられし一方天才肌の詩人なりしが熱情酒と客氣のため
に惜しや伯林の露と消ゆおお時は惱ましき春の宵、多恨射山先生の感いかん渠は内
相若槻と同期卒業の法學士男出雲の若槻氏が三度も大臣となりしに射山は大正十四
年の初春に國務（『太陽』4「小川法相を歌ふ」1925文語） 
42) 老を向ふに廻しての大立ちまはり、やがて岩村透男と結び、黒田清輝子と連合し、
美術學校騷動を起したのも束の間、今度はそれに乘じて、騷動の時の當の敵であつ
た正木美術學校長と情意投合、まんまと教授になりすます一方、内藤、小倉の二將
を驅使して帝展をひつかきまはし、これもまた勢に乘じて四十一歳の若さで帝國美
術院會員にをさまる。(『太陽』12「美術界變痴奇傳」1925口語） 
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43) 卑しい勤めによつて送り得たならば如何に兩親の肩が輕からうかと思ふので御座い
ます。けれど先生、私はかく決心は致しましたものの、孝の爲だとて人の道にあら
ぬ生活をする事は實に恥しいので御座います。さう思ふ一方また自分の心を清く持
つて、我身を死したるものと思へば堪へられるとも思ふので御座います。かう書き
行くうちにも涙が溢れます。茶よ琴よ生花よと笑ひさざめく友を思ひましては、幸
福さうに嫁ぎ行く友を見ましては、（『婦人倶楽部』3「傾ける家運の爲に身を犧牲
にせんとする処女へ」1925口語） 
 
	 文体との関係もみておこう。表 11は、に格とはだか格の用例の文体別の分布を示したも
のである。 
 
表 11 文体別によるに格とはだか格の分布 
	
口語	 文語	
はだか格	 12 4 
に格	 12 34 
 
	 なお、から格の例が 1例あった。 
 
44) 『併し、もつと不思議なものは、諸所に流れる川の水─—四方から始終流れてくる雪
解けの水の行方でした。これだけの雪が解けるとしたら、盆地は水で一杯になりさ
うなものですし、もし水が流れる一方から凍るとすれば、氷の山が幾つも幾つも、
出來さうなものでした。『「水は、地下の水道からでも海に流れて行くのだらうよ。」
と今度もハムデンが解決を與へました。 （『太陽』3「長篇科學小説	 生ける死『第
三回』」1925口語） 
45) 然かも滿腹滿腦腹一杯に詰込まうとする。然し一夜詰、一時詰のことだから、血に
も肉にも成らず、詰込む傍から忘れて了ふ。一方よりは頻りに詰込む、一方からは
忘れる、纒つた知識を得ることが無いから、學問の趣味とか、興味とかいふことは
夢にも得られない。（『太陽』12「教育の形式と内容」1917口語) 
 
この例 44は、従属接続詞であるとしても、上にみたものとは意味がまったく違う。現代
語の「～するそばから」にあたるものである。このような用法は例 45の「〜一方よりは頻
りに詰め込む、一方からは忘れる」の名詞用法から生まれたものである 
実は、こうした用法は「かたわら」にもみられる。「そば」と「かたわら」は類義なの
で、この用法を共有するのは自然であるが、類義とはいえない「いっぽう」にもこの用法
がみられることは、非常に興味深い。 
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5. 従属接続詞としての「かたわら」と「いっぽう」 
 
	 村木（2005）では、もともとは空間を意味する名詞が従属接続詞に文法化したものとし
て、現代語の「かたわら」と「いっぽう」を取り上げ、比較している。村木は、以下のよ
うな観点から両者の異同について記述している。 
 
・従属節の主語については、「かたわら」節は主節の主語は一致していなければならな
い、「いっぽう」節は主節の主語が異なることがあるという違いがある。 
・従属節の主語が動作主に限られるかという点については、「かたわら」節の主語は動
作主に限られるが、「いっぽう」節の主語は動作主であってもでなくてもよいという
違いがある。 
・固有の空間の限定をうけるかという点については、「かたわら」節、「いっぽう」節
のどちらも固有の空間を指定されることがある。「かたわら」節のほうは「いっぽう」
に言い換えられやすいが、「いっぽう節」のほうは「かたわら節」に言い換えられな
い例があることを指摘した。 
・固有の時間の限定をうけるかという点については、「かたわら」の文は、従属節が固
有の時間指定をうけることはないが、主節は特定の時間の限定をうけることがある。
「いっぽう」の文では、従属節と主節のどちらも異なる時間の指定をうけることがあ
るという違いがある。 
・従属節のテンスについては、「かたわら」節にはテンス性がないが、「いっぽう」節
にはまれに過去形の形があらわれるという違いがある。 
・従属節の肯定否定については、「かたわら」節には＜肯定否定＞のカテゴリーが存在
しないが、「いっぽう」節には否定形の述語が存在するという違いがある。 
・従属節のヴォイスについては、「かたわら」節のヴォイスのカテゴリーが希薄で、「い
っぽう」節のヴォイス性があるという違いがある。 
・従属節のアスペクトについては、「かたわら」節にはヴォイスのカテゴリーが希薄で、
「いっぽう」節のヴォイス性があるという違いがある。 
 
	 これらをまとめると、従属接続詞としての「かたわら」の使用は、「いっぽう」に比べ
て強い制限があるということになる。言い換えれば、「かたわら」が使用できる環境では、
「いっぽう」も使用できるということである。村木は、両者を置き換えられる例として、
次のようなものをあげている。 
 
42）矢崎さんは……自らユニークな版画を制作するかたわら（一方で）、＜プリント・
アドベンチャー＞という大規模な展覧会を 86年からたちあげた。（朝日新聞 03.09.24） 
52）引退後は日体大で後進の指導にあたるかたわら（一方で）、全国各地で講演し、け
がを克服した	 体験などを高校生などに語っている。（朝日新聞 03.09.17） 
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「かたわら」を「いっぽう」に置き換えられない例として、つぎのようなものをあげてい
る。 
 
53）大阪市内では梅田や阿倍野に新しい大型商業施設が誕生する一方（＊かたわら）、郊
外にも競合地域に大型ショッピングセンターが進出し、客足を奪われた。（朝日新聞
03.10.22） 
 
	 近代語の「かたわら」と「いっぽう」について考察するときも、両者の関係をみること
が重要である。以下では、前章における「かたわら」についての記述とこの章における「い
っぽう」についての記述を照合し、両者の関係についてまとめておく。 
	 前章では、近代語と現代語の「かたわら」を比較して、次のような違いがあることを明
らかにした。 
 
・ 従属節の主語については、現代語の「かたわら」節は主節の主語は一致していなけれ
ばならない、近代語の「かたわら」節は主節の主語が異なることがあるという違いが
ある。 
・ 従属節のテンスについては、現代語の「かたわら」節にはテンス性がないが、近代語
の「かたわら」節にはまれに過去形の形があらわれるという違いがある。 
・ 従属節の動詞述語の出来事タイプについては、現代語の「かたわら」節は人間の行為・
職業などに限られるが、近代語の「かたわら」節には社会・政治・経済情勢を表すも
のが少数ながらあるという違いがある。 
・ 現代語の従属接続詞「かたわら」は「〜するのと並行して」と「〜するそばで」の両
方を表すのに対し、近代語の「かたわら」は前者しか表さない。 
 
また、この章での考察の結果、近代語と現代語の「いっぽう」には、次のような違いがあ
るといえる。 
 
・ 近代語では「いっぽう」は名詞としての使用が衰えておらず、約 40％を占める。従属
接続詞の用例は全体の約 3％にすぎず、副詞用法が約 40％を占める。現代語では、「い
っぽう」の名詞用法が衰え、従属接続詞、接続詞、副詞の用法が増えている（BCCWJ
の調査による）。 
・ 近代語では、従属接続詞用法の「いっぽう」は、名詞として状況語に使用されるとき
と同様に、に格をとり、「方面」という意味を保っている。 
・ 現代語では、従属接続詞用法の「いっぽう」は、で格あるいははだか格をとり、「方
面」という意味を喪失しつつ、文法化を進めている。 
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	 さらに、前章とこの章での考察の結果、近代語における「かたわら」と「いっぽう」に
は、次のような違いがみられる。 
 
・ 近代語では、従属接続詞用法の「かたわら」のうける動詞は、主として人間の行為を
表すもので、従属節と主節の出来事の間に、主・副の関係が見られる。「いっぽう」
がうける動詞は、人間の行為を表すものに限らず、従属節と主節の出来事の間に対比
的な関係が認められる。このような意味的な違いは現代語と同じである。 
・ 文法化の面からみると、従属接続詞用法の「いっぽう」は、基本的に「〜と並行して
～」の意味を表すが、に格をとる場合は、「方面」といった意味を保っている。他方、
近代語の従属接続詞「かたわら」には、空間的な「～そばで～」の意味を表すものが
見られない。語彙的意味の希薄化という点で、「いっぽう」より「かたわら」の方が
従属接続詞化の程度が進んでいるといえる。 
・ 文体別の面からみると、従属接続詞用法の「いっぽう」には文語体でに格を取り、口
語体でははだか格をとるという傾向があるが。「かたわら」はもっぱらはだか格をと
り、このような文体的な差が見られない。この点でも「かたわら」の方が従属接続詞
化が進んでいるといえる。 
 
6. おわりに 
 
	 後に、前節で述べたことを踏まえて、「かたわら」と「いっぽう」の関係が近代語と
現代語でどのように変容したかについて、推測を述べておきたい。 
	 現代語の従属接続詞の「かたわら」は、一部に空間的な用法を残すとはいえ、二つの仕
事を並行して営んでいることを表す用法にかなりの程度固定化してきており、従属接続詞
としての機能はむしろ衰退しているのに対して、近代語の「かたわら」は、用法が広く、
現代語ならば「いっぽう」が用いられるようなところにも用いられていた。一方、近代語
の「いっぽう」は、従属接続詞用法においても、「方面」という意味を残したものや格助
辞や後置詞をともなった例が多く、名詞的な性質をかなり残していたと考えられる。近代
語から現代語への推移において、衰退の一途をたどる「かたわら」に対して、文法化を進
めながら、「いっぽう」がそれに入れ替わっていったと考えられる。この仮説を検証する
には、昭和期の使用実態の調査が必要である。
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第四章 近代語の「あかつき」に関する考察 
 
 
1. はじめに 
 
	 現代語では、名詞「あかつき」は、本来の「早朝」の意味で使われる一方、「過疎を脱
することも、それが成功した暁にはできると思います。」（黒澤丈夫『わが道これを貫く』
2005）、「しかし、ことが成就した暁には貴子に十五億を配分することになっている。」
（梁石日『裏と表』2004）のように、「物事が成し遂げられたとき」という意味でも使わ
れている。このような用法の「あかつき」には「早朝」の意味はなく、機能語化している。
つまり、名詞から従属接続詞へと文法化している。本稿では、『日本語歴史コーパス明治・
大正編Ⅰ雑誌』の用例調査を通して、「あかつき」の文法化の近代における状況について
考察する。	
	
2. 先⾏研究 
 
 考察に先立ち、「あかつき」に関する先行研究として田中（2010）、従属接続詞に関する
先行研究として村木（2012）を取り上げる。	
 
2.1 ⽥中寛（2010） 
 田中（2010）では、英文法で相関接続詞として“so〜that”や“such〜that”などを「結
果節」と称するのに倣って、日本語の副詞節の中にもこのようなものが存在するとし、「～
結果」を代表とする一連の副詞節は、常態以上程度が甚だしい状況を提示し、その影響下
で結果事態が導かれることを表すことから、「結果誘導節」と命名した。「結果誘導節」
は、広義には原因理由節と言えるものの、そのなかには、常態と比べて前件の状況が甚だ
しい程度と個別の主観的な評価、判断が介在することを指摘した。そして、結果誘導節に
使われるいくつかの複合辞を取り上げ、それぞれの意味と機能、さらに類義表現の異同に
ついて考察を行っている。そこで取り上げられているのは、「結果」「すえ（に）」「は
て（に）」「あかつきには」「あげく（に）」「あまり」「てまえ」「ばかりに」「だけ
に」「だけあって」「だけで」「からには／からは」「以上（は）」「うえは」である。
「あかつきには」は「すえ（に）」「はてに」の類義表現として考察されている。ただし、
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そこでは「すえ（に）」の記述がメインで、「あかつきには」については次のように記述
している。	
 
「あかつき」は「あかつきには」の形で、「はてに」と同様に相応の時間の経過を経て
成就、達成、到達した結果事態を自認したり見越したりしてのべるものだが、選挙演説
などに見られるように、未実現の状態での期待、決意を表明する。「もし、條件が満た
されれば」のような想定を含意し、「待ち望んでいたことが実現する、そのときは」と
いった意味を表す。	
	
（54）a.		当選の暁には、必ず皆さまのお役に立ちます。	
	 	 			 b.	 取引成功のあかつきには、社長から特別のボーナスが出るそうです。	
	 	 	 		c.	 勝利を得たあかつきには、国民の皆様のために粉骨砕身の努力をいたし	 	 	 	 	
ます。	
	 	 	 	 d.	 交渉が成立したあかつきには、君を部長に推薦してあげよう。	 					
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
（田中 2010:	146）	
 
田中（2010）の考察から、現代日本語では、「あかつき」が用いられた副詞節は、長時
間の経過を経て成就した結果という意味を表し、そして、従属節と主節の間には、時間関
係と因果関係の側面が絡んでいるほか、未実現の出来事に対する期待という評価的な感情
も含まれることがわかる。	
 
2.2  村⽊新次郎（2012） 
 	日本語の従属節の分類にあたって、村木（2012）は、自立名詞の受ける連体節を「真性
連体節」、非自立的な名詞の受ける節を「擬似連体節」と呼んでいる。そして、擬似連体
節をうける非自立的な名詞の中から、接続詞に相当する機能を果たしている単語を取り出
し、「従属接続詞」と認定している。	
	従属接続詞について、さらに次のように説明している。	
 
従属接続詞とは、「節や句をまとめる述語（動詞・形容詞・名詞＋コピュラ）とくみ
あわさって、その節や句の後続の主節に対する関係をあらわすために発達した補助的な
単語」と定義できる（高橋太郎ほか（2005）の文言を若干修正した）。従属接続詞につ
いても、後置詞と同様、動詞や名詞を起源にもち、それが文法化した結果、節や句をま
とめる述語とくみあわさって、先行する節や句を後続の節につながるものとして発達し
たものであるといえる。			
																																 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (村木新次郎 2012:	43)	
  
 84 
	 動詞起源の従属接続詞としては「したがって」「つれて」「あたって」などを挙げてい
る。名詞起源の従属接続詞としては「とき（に）」「おり（に）」「際（に）」「あいだ
（に）」「ころ（に）」などを挙げている。	
3. 近世までの「あかつき」の使⽤状況 
 
 近代の状況を見る前に、辞典類の記述を参考にして、奈良時代から江戸時代までの「あか
つき」の使用の状況について概観しておく。	
	 『日本国語大辞典』では、「あかつき」の語義について、次のように説明している。	
	
１夜半過ぎから夜明け近くのまだ暗い頃まで。未明。また、夜明けに近い時分。現在で
は、明け方のやや明るくなった時分をいう。２あかつきおき（暁起）の略。３香木の名。
分類は伽羅。４ある物事が実現したその時。また、物事の解決、処理。始末。	
	
	 文法化につながる４の用法の初出例は、「歌舞伎・与話情浮名横節（切られ与三）「1853」
五幕「金か香ろふか二つに一つ、コウ半頭さん、いいかげんに往生しなせへ。此暁（あか
つき）はどうしてくれるよ」である。	
	 また、語誌について次のように記述している。	
	
(1) 上代には「あかとき」で、中古以後「あかつき」となって今日に及ぶ。もともと
は、夜を三つに分けたうちの「宵」「夜中」に続く部分をいったが、明ける一步
手前の頃をいう「しののめ」、空が明るくなる頃をいう「あけぼの」が、中古に
できたために、次第にそれらと混同されるようになった。	
(2) 中古では「あかつき」は歌・散文の双方に用いられるが、「あけぼの」は基本的
には文章語（中世和歌には多い）、「しののめ」は歌語である。通い婚の習俗で
は、「あかつき」は男が女と別れて帰る時限であり、「あかつきの別れ」などの
表現もある。一方、男が訪れるのは「よい」であり、「よいあかつき」と熟した
例も見られる。	
	
『時代別国語大辞典	 上代編』では、「アカトキ」の語義について、「夜明け方、また、
その前。」と説明している。	
『時代別国語大辞典	 室町編』では、「アカトキ」の語義について、「夜の明けるころ。」
と説明している。また、「参考」の欄でつぎのように記述している。	
	
当代には、「あけぼの」と区別せず、明け方のやや明るみのある時分をいった。女の
家に通って来た男が翌朝起きて帰途につく時分を「あかつき」とすることは、古くから
当代にも続いていて、「明け六つ」すなわち午前六時ごろを指すのが一つの目安となっ
ていた。	
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『古語大辞典』では、「あかつき」の語義について、「夜明け前のまだ暗いころ。「曙(あ
けぼの)」よりもやや早い時刻」と説明している。また、語誌について次のように記述して
いる。	
	
	 明時(あかとき)の意（和訓栞）。奈良時代は「あかとき」、平安時代から、「あかつ
き」となる。「明つ月」のような俗解が働いたためか。万葉集では、「あかとき」に「暁」
「五更」「旭時」「鶏鳴」の文字を当てているが、「五更」は午前三時から五時の間で
あり、「鶏鳴」は一番鶏（いちばんとり）の鳴く夜明け前の時刻である。従って、「あ
かとき」は深更から、夜がほのぼのと明けてくるまでをいったと考えられる。平安時代
に入ると「しののめ」「あけぼの」と細分化されてくるが、「あかつき」が夜深い刻限
を指したことは、源氏物語に「よひ・あかつき」という言い方が多く見えることや、「夜
深きあかつきづくよ」「うばたまのあかつきやみ」などの用例があることからいえる。	 	 	 	
	
	 以上の辞典類の記述から近世までの「あかつき」の歴史をまとめると、上代では、夜半
の意味を表す「あかとき」であったものが、中古以後は「あかつき」となり、その意味も
次第に夜半から夜明けに近い時分に移り変わり、現在ではほぼ早朝の意味に定着した。そ
して、近世になると、物事が実現した時や物事の解決、処理、始末を表す用法が生まれた、
ということになる。	
	
4. 近代における「あかつき」の使⽤状況 
 
この節では、『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』を用いて「あかつき」の使用
状況を調査した結果を述べる。まず、4.1 で調査の方法と用例数について述べた後、用例を
「早朝」を表すものと「とき」を表すものに大きく分け、それぞれの文法的な特徴を見て
いく。	
 
4.1 調査の⽅法と⽤例数 
『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』は、明治期から大正期までに刊行された代
表的な雑誌を 6～8年間隔で収録している。明治前期の資料としては、『明六雑誌』（1874・
1875）の 43 号分、『東洋学芸雑誌』（1881・1882）の 15 号分が収録されている。明治中
期から大正までの資料としては、『国民之友』（1887・1888）の 36号分、『太陽』（1895・
1901・1909・1917・1925）の 60号分が収録されている。また、『太陽』の比較資料として、
読者層が女性である『近代女性雑誌コーパス』が公開されており、そこには、1895年、1909
年、1925年の各年に も読まれている雑誌である、『女学雑誌』（1894・1895）の 31号分、
『女学世界』（1909）の 6号分、『婦人倶楽部』（1925）の 3号分が収録されている。	
 86 
『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』18は、ジャンルが多種多様で、執筆者が多く、
読者層も学生、成人、女性と広範囲に渡っている。当時の日本語の書き言葉の実態を多角
的に把握することができるだけでなく、近代の文語体から現代の口語体に移り変わる時代
の代表的な雑誌をカバーしているので、近代語の通時的な変化を捉えることもできる。	
検索にあたっては、語彙素読みが「あかつき」であることを条件とした。検索結果から、
「無分暁」、「暁景」などの形態素の解析が誤っているものを除き、「あかつき」の用例
325例を得た。資料別・年代別の分布は、表 1の通りである。斜線は、その年の雑誌がコー
パスに収録されていないことを意味する。	
 
表 1 『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』における「あかつき」の用例数 
刊行年	 国民之友	 女学雑誌	 女学世界	 婦人倶楽部	 太陽	
1887 4     
1888 15     
1894  8    
1895  9   68 
1901     51 
1909   18  53 
1917     47 
1925     43 
計 19 17 18 9 262 
 
明治前期の『明六雑誌』、『東洋学芸雑誌』には「あかつき」の用例が見つからなかっ
た。『国民之友』には 19例、『太陽』には 262例、『近代女性雑誌』には 44例見られた。
用例が『太陽』に集中しているのは、コーパス中のデータ量が多いからである。	
	
4.2 意味による⽤例分類と記事の種類別の分布 
以上のようにして収集した 325 例の「あかつき」の用例は、意味の観点から、例 1 のよ
うに、「早朝」の意味を表すものと、例 2 のように、そうした語彙的意味を失って、より
抽象的な「とき」の意味で使用されているものに分類することができる。	
	
                                         
18	『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』に収録された各資料のデータ量は次の通りである。『明六
雑誌』（延べ語数 18万語）、『国民之友』（延べ語数 101万語）、『女性雑誌』（996897字）、『女性
世界』（679551字）、『婦人倶楽部』（463128字）、『太陽』（14455540字）、『東洋学芸雑誌』は確
認できていない。	
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1) 私はまた數へ出した――考もなく感じもなく——死んだやうに——が到頭眠つて了つた
らしい。翌朝、不意に起きると、うららかな、晴々しい暁の光が小さな室の内に差
込んでゐた。（『太陽』10「点滴」中原青蕪（訳）/ハインツ、トフォーテ 1909口語） 
2) 各生徒は自己の見て以て信頼するに足ると思ふた教師の講義を聞くといふ事になつ
て居るから自ら教師も同一ノートを毎年繰り返すなどといふ事は、絶對に出來ない
ので、若しその樣な事の解つた暁には、大に物笑ひの種となるのである。（『太陽』
4「北米の大學」安倍磯雄 1909口語） 
	
資料別のそれぞれの用例数と割合を表 2 に示す。「とき」の意味で使用されているもの
が「早朝」の意味を表すものを大きく上回っている。	
 
表 2 「あかつき」の意味別・資料別用例数 
作品名	 「早朝」の意味	 「とき」の意味	 計	
国民之友（1887、1888） 6（31.58%） 13（68.42%） 19 
女学雑誌（1894、1895） 14（82.35%） 3（17.65%） 17 
女学世界（1909） 12（66.67%） 6（33.33%） 18 
太陽（1895、1901、1909、1917、1925） 79（30.15%） 183（69.85%） 262 
婦人倶楽部（1925） 3（33.33%） 6（66.67%） 9 
計	 114（35.07%） 211（64.92%） 325 
 
 次に、意味によって分類したそれぞれ用例がどのようなジャンル・文体の記事に出現して
いるかを見ておこう19。	
	 表 3は、「あかつき」の使用された記事のジャンル別の用例の分布である。	
 
表 3 「あかつき」の使用された記事のジャンル 
ジャンル	
早
朝	
と	
き	
ジャンル	
早
朝	
と	
き	
食用作物	 0 1 宗教学・宗教思想	 1 0 
鉄鋼	 0 2 宗教史・事情	 1 0 
アジア	 2 3 商業経営・商店	 0 1 
その他の宗教・新興宗教	 1 0 商業史・事情	 0 1 
なし	 6 13 小説・物語	 17 7 
                                         
19	『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』では、記事に対応する図書分類番号・文体・会話体に関す
るタグが付与されている。	
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ヨーロッパ	 2 0 森林利用・林産物・木材学	 1 0 
衣食住の習俗	 1 0 人口・土地・資源	 0 1 
衛生学・公衆衛生・予防医学	 0 1 人生訓・教訓	 0 2 
衛生工学・都市工学	 0 2 政治・経済・社会・文化事情	 3 24 
演劇	 0 1 政治学・政治思想	 0 6 
音楽	 0 1 政治史・事情	 2 11 
家族問題・男性・女性問題・老人問題	 0 2 政党・政治結社	 0 5 
家庭衛生	 1 0 戦争・戦略・戦術	 0 3 
科学史・事情	 0 1 総記	 1 0 
貨幣・通貨	 0 1 大学・高等・専門教育・学術行政	 0 2 
海運	 0 3 団体	 1 0 
海軍	 0 6 知識・学問・学術	 0 1 
外交・国際問題	 0 12 茶道	 1 0 
各教派・教会史	 1 0 通過儀礼・冠婚葬祭	 0 1 
各種の船舶・艦艇	 0 1 通信事業史・事情	 0 1 
漢詩文・日本漢文学	 1 0 鉄道	 0 3 
記録・手記・ルポルタージュ	 1 1 天文学・宇宙科学	 0 1 
戯曲	 0 1 日記・書簡・紀行	 8 1 
議会	 0 6 日本	 1 2 
教育史・事情	 2 3 日本の建築	 1 0 
教育政策・教育制度・教育行財政	 0 2 日本史	 2 2 
金融・銀行・信託	 0 1 日本思想	 1 0 
刑法・刑事法	 1 0 日本文学	 4 6 
系譜・家史・皇室	 1 1 年中行事・祭礼	 1 0 
経済学・経済思想	 0 1 農業経済	 1 4 
経済史・事情・経済体制	 0 7 評論・エッセイ・随筆	 6 2 
経済政策・国際経済	 0 4 文章・文体・作文	 2 0 
研究法・指導法・科学教育	 0 1 兵器・軍事工学	 0 1 
言語学	 0 1 放送事業	 0 1 
個人伝記	 4 5 法学	 0 1 
工業・工業経済	 0 3 法律	 0 1 
行政	 0 1 邦楽	 1 0 
国家と個人・宗教・民族	 0 3 貿易	 0 3 
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国家の形態・政治体制	 0 1 民間信仰・迷信［俗信］	 1 0 
国際法	 0 4 幼児・初等・中等教育	 0 2 
国防史・事情・軍事史・事情	 1 0 理論天文学・数理天文学	 3 0 
国防政策・行政・法令	 0 1 陸軍	 0 3 
財政史・事情	 0 1 流体機械・流体工学	 0 3 
財政政策・財務行政	 0 2 労働経済・労働問題	 0 5 
詩歌	 28 1 論文集・評論集・講演集	 1 1 
社会学	 0 3 計	 114 211 
	
「早朝」の意味で使用された用例数の上位の 3ジャンルは「詩歌」（28例）、「小説・物
語」（17 例）、「日記・書簡・紀行」（8 例）であり、「とき」の意味で使用された用例
数の上位の 3ジャンルは、「政治・経済・社会・文化事情」（24例）、「外交・国際問題」
（12例）、「政治史・事情」（11例）である。近代において、「早朝」を表す「あかつき」
はすでに文学的な言葉になっていたようである。一方、従属接続詞へとつながる、「とき」
の意味で使用される「あかつき」は政治・経済・国際に関する文章を中心的な舞台として
発展してきたと考えられる。 
	 次に、文体に関する分布を表 4、5に示す。 
 
表 4 「あかつき」の使用される記事の文体（口語・文語） 
	 早朝	 とき	 計	
文語	 87（76.3%） 94（44.8%） 181 
口語	 27（23.7%） 117（55.2%） 144 
計	 114 211 325 
	
表 5 「あかつき」の使用される記事の文体（会話・非会話） 
	 早朝	 とき	 計	
会話	 0（0.00%） 17（8.1%） 17 
非会話	 114（100%） 194（91.9%） 308 
計	 114 211 325 
	
	 「とき」の意味で使用された「あかつき」は、「早朝」を表すものよりも口語体での使
用率が高く、また、「早朝」を表す場合には見られなかった会話での使用が見られる点が
注目される。	
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4.3 「早朝」を表す「あかつき」 
  ここでは、「早朝」を表す「あかつき」について、江戸時代の「あかつき」との違いを
中心に見ておく。すでに見たように、江戸時代の「あかつき」は、夜明け後の意味だけで
なく、夜明け前の意味を表すものもあり、そして、文法化の萌芽といえるような「とき」
の意味で使用されるものも現れた。	
	 では、『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』から収集された 114 例の「早朝」を
表す「あかつき」について、実際の用例の具体的な意味を観察する。		
 
3) 伯が三田尻より氷上湯田等に移り、後又太宰府に移りましし折々毎に、忍び忍びに
ふみの行かひをなして、夜の鶴の音に鳴きつつ西の空に傾ぶく月影をながめ、獨り
たもとをしぼりましし暁も多かりけらし。（『太陽』5「東久世伯の母君」佐々木信
綱 1895 文語）		
4) 翌朝、不意に起きると、うららかな、晴々しい暁の光が小さな室の内に差込んでゐ
た。（『太陽』10「点滴」中原青蕪（訳）/ハインツ、トフォーテ 1909 口語）	
	
	 例 3は夜明け前の意味を表すもので、例 4は夜明け後の意味を表すものである。	
	
4.4 「早朝」から「とき」への意味変遷 
例 5のような「あかつき」は本来の早朝の意味が喪失し、ある期間の終わり頃という比
喩的な意味を表す。文法化の萌芽といえよう。このような「あかつき」は動名詞、あるい
は動詞述語の連体形を受け、「至る」、「達する」といった動詞と組み合わせ、従属節を
構成する機能語として働く際、意味は「早朝→とき」へと移行している。	
	
5) 生れて初めて二十年の曉、封印といふ忌はしきもの家内の彼處此處に手當り次第貼
り付けられてくちをしさ、數代榮えし暖簾は美事かくして傷けられぬと都の妹より
言ひ越されし時。（『女学世界』5「人情科學」細川俊子 1909文語） 
6) 韓國の南方、全羅、慶尚、忠清の三道は、氣候温暖にして、土地豐饒、幾多の産物
に富み、而して人口漸く一平方里に千人許に過ぎず、之を我國人口の稠密なるに比
せば、優に移住の我邦人を容るるに足る可きなり、殊に京釜鐵道竣成の曉に達せば、
各停車塲毎に二十萬坪（六十六町餘）の地を韓廷より借入るるの約あるを以て、此
等の地を商業工業に使用するは勿論、專ら農業上に利用し、(『太陽』10「韓國移民
論」加藤末郎 1901文語) 
7) 若くは右資産の一項たる賣掛金未收高を後日實際に取立つるの曉に至りて、萬一其
一部分は容易に之が返濟を受くるの見込なく、所謂貸し倒れに屬する塲合ありと假
定せんか、然る時は此貸倒れ金額丈は全くの損失に終るべきものなれば、一旦多額
を表示されたる純利益高も、爲に殆ど皆無に歸するが如き不幸なしとも計られざる
なり。 (『太陽』3「〔商業世界〕」佐野善作(作)/祖山鍾三 1901文語) 
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8) 軍夫長皆歸化を願ふ金州占領地總督部並に兵站部等に於て使役せる清人にして、我
軍夫となりて働ける者の百人長若くは五十人長は、土人の怨府となれるより、是等
は愈よ我軍の遼東を引揚ぐる曉に至らば、假令支那政府より何等の咎めなきにせよ、
土人より斬殺さるるは當然なれば、是非我國に歸化せんと願ひ出でけるよし、而し
て是等百人長千人長等は皆相應の貯蓄を爲し、中には意外の財産家もありといふ(『太
陽』10「海外彙報」＊1895文語) 
 
4.5 「とき」の意味で使⽤される「あかつき」 
	 次に、「とき」の意味で使用される「あかつき」についての調査結果を述べる。	
 
4.5.1 ⽂中での機能 
「あかつき」が「とき」の意味で使用されるようになると、単独では機能できなくなり、
連体的な成分と一緒になって文の成分を構成するようになる。したがって、ここで見る文
の機能は、連体的な成分と組み合わさった「あかつき」の文中での機能である。「とき」
の意味で使用されている「あかつき」の文中での機能の分布を表 6に示す。 
 
表 6 「とき」の意味の「あかつき」の文中での機能 
文中の機能	 頻度（比率）	
主語	 1（0.47%) 
補語	 21（9.95%） 
述語	 10（4.74%） 
 
規定語	 2（0.95%） 
状況語	 177（83.89%） 
	
	 「とき」という意味からして、状況語としての使用が多いのは当然のことであると言え
るが、連体的な成分と一緒になって使用されるということを踏まえれば、後置詞や従属接
続詞的な使用が中心となっていると考えられる。	
	 まず、主語として使用された用例を挙げる。	
 
9) 區劃整理さへ容易に付けられず公園の増設擴大など思ひも寄らぬ迄に俗論黨が跋扈
して、理想的大東京の建設が妨げられつつあるとは云へ、いつかは立派な大東京の
理想が實現せられる曉もあらう。（『太陽』10「我が方丈記—荒み行く」生方敏郎 1925
口語）	
	
	 次に、補語として使われている用例を見ていく。例 10～14はヲ格をとった例、例 15～20
はニ格をとった例である。 
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10) 其の如何に成り行くべきかは固より知るを得ずと雖も、他日愈〻平和恢復の曉を迎
ふるの時に至らば、交戰各國は各々其の創痍恢復の必要上又は國債償還の元資獲得
の爲め、戰時に養ひ得たる忍耐克己の大精神を實業方面に轉換發揮し來るべき事は
豫め覺悟すべき所で、（『太陽』2「戰時に於ける我が事業界の趨勢」岡実 1917 口
語）	
11) 其議の採用と否とに拘はらず、今にも外資輸入の曉きを見るに於ては、忽ち資本の
缺乏に困蔽したる我が事業界は、茲に斷然其頭を擡げて、資本の潤澤、金利の下落、
株式騰貴の趨勢を致し、所謂一陽來復の氣運に到達すること、月を期して竢つべき
なりと。（『太陽』14「外資輸入国としての日本」近藤廉平 1901口語）	
12) 多數の意見が全部一致する曉を俟つて居つたら、何時の間にか機會が拔け勢が去つ
て、合同は終に困難になつて來る。（『太陽』5「主義政綱は無用	 新政黨觀」石正
巳 1909口語）	
13) 雖然此の評定より算し來れば我が日本は僅かに埃及の上に進たるに外ならず、而し
て其の獨立の体面を全するに到る迄には第二十世紀（千九百三年）即ち明治三十七
年の曉を待たざる可らず、待てよ待てよ、我邦が國際の條約上に於て純然たる獨立
國と認めらるる迄には今日紅顏の青年は倔強なる壯夫となりて待てよ、（『国民之
友』2「條約改正會議の評定」1887文語）	
14) 帝室内閣は、果して政黨内閣に優るものなりや否やは、目下燒眉の問題にして、决
して二十三年國會開設の曉を竢つの猶豫あらざるを知ればなり、在朝の諸公は此の
如く、國事に鞅掌せり、吾人は實に感佩するの外なきなり、（『国民之友』7「大隈、
板垣、及び後藤氏」1887文語）	
15) 然し歐米に於て聯邦成立したる曉に在ては東洋は自己防衞上より云ふも、亦國際的
進歩の順序としても是非聯邦或は同種の性質のものの組織の必要に迫らるる事は必
ず明かである。（『太陽』6「戰後に於ける世界平和耐久策を論ず」泉哲 1917口語）	
16) 故に谷子爵の如き憂國者は大息して、我國民は國家破産の曉に至らざれば目の覺むる
ことなきかと云へり、此の如き愚昧を醫し邪説を遏めんとするには、教育より外に良
法あることなし、（『太陽』9「国民の経済」西村茂樹 1901文語）	
17) 釐金税其他の制限有りて運漕の自由狹隘なる間は、貿易の状態常に地方的たるを脱す
る能はずして、其膨張期し得べからざるも、異日一は山西より他は河南の信陽より南
京の對浦岸口に達する二條の鐵道開通の曉に至らば、南京は其位置の漢口よりも海に
近く、且港内水深ふして、常に大船を泊せしむべき便宜有るを以て、安徽、河南及山
西諸省より産出する鑛物及多數の貨物にして、從前漢口に出でたるもの、（『太陽』
14「南京通信」高木鉄次郎 1901文語）	
18) 而して人口漸く一平方里に千人許に過ぎず、之を我國人口の稠密なるに比せば、優に
移住の我邦人を容るるに足る可きなり、殊に京釜鐵道竣成の曉に達せば、各停車塲毎
に二十萬坪（六十六町餘）の地を韓廷より借入るるの約あるを以て、此等の地を商業
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工業に使用するは勿論、專ら農業上に利用し、農事上各般の試驗を開始し、韓國農事
改良の端緒を開き、更に廣く各地に我農民を移殖し、大に拓地種藝の業に從はしめば、
韓國農事上に一新面目を開くに至るや、（『太陽』10「韓国移民論」加藤末郎 1901
文語）	
19) 飜つて憲政本黨を顧れば、曩きに卅數名の代議士は政見相異るが故に决然脱黨し、今
や三四倶樂部として新政黨を樹立したるにあらずや。加之新選擧法實施の曉に徴せよ、
幾多の新現象を顯はし、幾多の團体を現出するも、未だ知る可らざるなり。（『太陽』
8「内閣制と政党」佐佐友房 1901文語）	
20) 然るときは、二十世紀の歴史をして面目を一新せしむるならん、而して其の曉に臨ま
ば、世界各國の人爭ふて支那に至るを以て、世界全人口の凡そ三分の一は同國に輻輳
すべく、（『太陽』1「支那の将来」1895文語）	
	
	 次に、 も用例の多い状況語の用例を見る。はだか格、ニ格、ニテ格、マデニ格の例が
あるが、ニ格の例が も多い（177例中 101例）。	
	
21) 彼の早稻田文學に比して殆ど兄弟の觀あり、夫れ兄弟墻に鬩ぐも外侮を防ぐとかや、
吾人は此兩者の競爭に於て我が文運の隆興を見んと欲するや切なり、不知彼のしが
らみ草紙再誕の曉、果して何等の聲かある（『太陽』2「文学」1895口語） 
22) 况んや法の問はざるあらば、内地開放の曉、或は雜婚の生ぜざるを保せず、雜婚可
なり、可なりと雖も、其國民たるの思想を錯雜せしむるの點に鑑みば、何んぞ之を
忌避せずして可ならんや、（『太陽』8「国民の政治思想」吉村銀次郎 1895文語） 
23) 朝鮮の借欵問題成立の曉、吾國が爲に少からざる政治的影響を蒙るのみならず、又
五百萬兩の使送如恁くなるが爲に經濟的の損害を受くるも亦必ず多大ならん、（『太
陽』7「海内彙報」1901文語）	
24) それで若し今後土耳古政府の秩序が立ち、平時の状態に復する曉には、必ず例の回
教擁護、外教壓迫といふ土國固有の鋒芒を顯はすのが必然の勢で、斯くて又マセド
ニヤ問題が持ち上る。（『太陽』10「名士の土耳其觀	 土國雜觀」松石安治 1909口
語）	
25) その西洋劇評の紹介には此の人の生命がありはしないかと思はれる。自由劇場が出
來る曉には氏は小説の筆を斷つと云ふ話だ。（『太陽』16「帝國大學派文士の長短	
文界の勢力如何」1909口語）	
26) 西伯利亞廣袤歐洲の全面よりも大に、恰かも支那と相匹似するは西伯利亞に非ずや、
人口稀少、氣候冱寒と雖も、露國政府孜々として其の開拓を努め、今や五年の後を
待つて、一條の鐵路その東端浦鹽斯徳より、遠く歐洲の西端まで通ぜんとす故に此
の鐵道成るの曉には、我が日本と歐洲との交通は、多く之に由ることならん、（『太
陽』10「時事」＊1895文語）	
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27) 尚此の外に千九百十九年までには、戰艦九隻、偵察艦六隻、驅逐艦約三十隻、潜水
艇約二十隻を建造する計畫なれば、その竣功を告げたる曉には、愈々優勢たる海軍
となるは、呶々を要せぬ。（『太陽』5「名士の佛國觀	 佛國の海軍」鳳生 1909 口
語）	
28) 「何となれば我國の文物制度たる政治上に於て、經濟上に於て、教育上に於て、將
た亦美術工藝其他一般の社會制度に於て、孰れも未だ過渡時代に屬し、丁度建築中
の建物を見るが如く、凡て纒まつた者を見ない。竣工の曉までには今後數十年の日
月を要するであろう。（『太陽』10「貴族院と政黨」秋元興朝 1909口語）」は状況
語の例である。	
	
	 規定語として使われた用例は、次の 2例のみである。	
	
29) 支那の鐵礦、皮革、羊毛、棉花は必ずしも戰時に於ける我國所要の額を悉く充當し
得ると斷言は出來ないが、尚ほ之れあらば以て戰ふに堪ふべきである。支那の鐵礦、
皮革、羊毛、棉花なき曉の我國は水に離れた河童同樣であることを思はなければな
らぬ。（『太陽』4「海軍建設の目標」安井正太郎 1917口語）	
30) 海上交通を遮斷せられし――殊に支那との海上交通を遮斷せられし――曉の我國が
軍事上並に經濟上の資源枯渇して到底戰ひに堪へざるべきは本誌前號の拙文に於て
略ぼ説述せしが如くである。此見地よりして之を觀る。（『太陽』5「潜水艇政策の
利害」安井正太郎 1917 口語）	
	
	 次は、コピュラを伴って述語として使われた用例である。	
	
31) 第二は日本及び東洋の自動にあらずして、歐洲一強國の野心より生ずる結果とす。
こは今より五年の後にして西比利亞鐵道竣工の曉なり。元來西比利亞鐵道が豫期の
時日中に竣工することは、世人の疑を容れし處なりしに、今は其の竣工日を期して
待つべきにいたれり。（『太陽』8「一大外交」稲垣満次郎 1895文語）	
32) 尤も男爵の御活動の非常に多方面なるにも拘はらず學者を以て本領とせらるる男爵
の御功績記念の計畫を致しまするに還暦といふが如き機會に於てすることは穩當で
ない不適當であるといふが如き掛念もありましたけれども、前に述べました如く、
度々機會を逸しましたる曉であり又々此機會を逸しましては（『太陽』12「菊池大
麓先生」藤沢利喜太郎 1917口語）	
 
4.5.2 動詞の述語形式 
	 以下では、従属接続詞の用法の成立状況を見るために、特に、動詞の連体形に接続して
連用的な格（はだか格を含む）をとる用例を対象として考察を進める。	
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	 まずは、動詞の述語形式について見る。表 7 は、「とき」の意味で使用された「あかつ
き」が接続する動詞の述語形式の資料別・年代別の分布を示したものである。	
	
	
	
	
表 7 「とき」の意味の「あかつき」が接続する動詞の述語形式の分布（資料・年代別） 
	
国民	
之友	
女学雑誌	
女学	
世界	
婦人	
倶楽
部	
太陽	
計	
1888 1894 1895 1909 1925 1895 1901 1909 1917 1925 
過
去	
シ	 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 3 
シタ	 0 0 0 3 4 2 4 11 9 15 48 
シナカッタ	 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
タル	 1 1 2 0 0 1 4 5 8 2 24 
タルノ	 1 0 0 0 0 2 0 0 1 0 4 
小計	 2 1 2 3 4 5 9 18 18 18 80 
非
過
去	
サレル	 0 0 0 0 0 2 0 5 0 0 7 
スベキ	 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
スル	 0 0 0 0 0 4 1 4 2 0 11 
スルノ	 1 0 0 0 0 4 1 3 0 0 9 
セヌ	 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
セン	 0 0 0 0 0 1 3 1 0 0 5 
小計	 1 0 0 0 0 12 5 14 1 0 34 
計	 3 1 2 3 4 17 14 32 20 18 114 
 
	 現代語ではほぼシタ形式に限定されているのに対して、スル形式や否定形、推量形など、
この時期にはまだ様々な述語形式が現れていることが分かる。	
	 も大きな問題は、過去形のみならず、非過去形の例が少なくないということである。
表 7 をテンスの観点から年代別に作り直したのが表 8 である。この表より、この時期に次
第に過去形へと固定化が進行していることが分かる。	
 
表 8 「あかつき」が接続した動詞のテンス形式の分布（年代別） 
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 1888 1894 1895 1901 1909 1917 1925 
過去形	 2 1 7 9 21 18 22 
非過去形	 1 0 12 5 14 2 0 
 
 現代語の「トキ」が従属接続詞として使用されるときには、述語のタイプによって、重複
的同時性（「この前、ここを歩いている時、きみのことを思い出した」（花壇））または
接触的同時性（「青山先生は、倒れたときに産婦人科の病院にかつぎこまれたんですよ」
（けっぱり先生））を表す（工藤 1995）。主節の出来事は過去であっても未来であっても
よい。これに対して、「当選した暁には、税金を引き下げます」のように、現代語の「あ
かつき」の場合は、未来の出来事でなければならず、主節と従属節の時間関係は接触的同
時性である。現代語の「あかつき」が接続する動詞が過去形に固定されているのは、動詞
が表す出来事の結果段階と主節の出来事の同時性を表すためである。	
	 現代語と違って、近代語の「あかつき」には、数は多くないが、過去の出来事の例も見
られる。	
 
33) 彼れの身體を強壯にするが爲めに、あらゆる氣候環境を試みたのである、或る時は
南佛蘭西に、或る時は桑港に、又或る時は布哇のホノルルに住んだ、さうして彼れ
は彼れの活動期の後半を南洋の島々にて過ごした曉に、千八百九十四年（明治二十
七年）サモア島で死んだのである、彼れは一大文豪であつた、（『太陽』4「吉田寅
二郎とロバアト・ルヰ・スチヴェンソン」田内長太郎（訳）/藤沢利喜太郎 1925 口
語）	
	
ただし、この例の「あかつき」を「とき」に変えることはできない。「決定する」のよ
うな内的限界動詞の場合は両者は近づくが、「過ごす」のような非内的限界動詞の場合、
「あかつき」には「時間の経過を経たのちに」という意味が前面化するためである。	
「とき」が接触的同時性を表すとき、非過去形（スル形式）は動詞が表す出来事の将然
段階と主節の出来事の同時性を表す（「帰って裏門のくぐりを入る時、真知子は郵便箱を
覗いて見た」）。一方、近代の「あかつき」では、動詞の非過去形は、そのようなアスペ
クト的な意味を表さず、未来というテンス的な意味を表していたと考えられる。このこと
は、「セン＋あかつき」といった未来の推量を表す形式が現れることからも分かる。	
 
34) 愈これを决定する曉には、政府より與ふる制裁には如何なる良手段ありや。建議書は
右の如し、而してかかる運動に賛成せる言語學者には、實に左の諸氏ありたりしなり。
（『太陽』7「歐洲諸國に於ける綴字改良論」上田万年 1895文語）	
35) 今日こそ帝國大學の出身者のみを以ては、朝野の需用を滿たすに足らずとは云へ、
年々歳々百餘名の學士を出だし、更に大學の増設を見ん曉には、益々其數を増加すべ
きこと火を睹るより明なるに、悠々として在來の作戰計畫に據て、競走塲裡の勝を制
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せんとす、敗れざらんとするも能はざるなり、（『太陽』10「〔法律時評〕」岡田三
面子 1901文語）	
	
	 近代の「あかつき」の例で未来の出来事に過去形が使われている場合は、現代語と同じ
く、接触的同時性であり、結果段階というアスペクト的な意味を表していると見てよいだ
ろう。このような例が増えていき、現代語の「あかつき」につながることになる。	
 
36) 其の時機に達した曉には商業は即ち平和の擁護者なりと言ふことも出來るであらう。
（『太陽』14「歐洲戰亂と民主政治の新傾向（第二）」浮田和民 1917口語）	
37) 何んでも憲法と皇室典範とが完璧になつた曉には、樞密院を出て政治をやつても宜
しいと云ふ顏色だつたワイ。少々野心が出て來たかも知れんぞ。併し成るべくは官
僚の手を借らないで原内閣を作ることサ。（『太陽』5「國民黨の計略、政界の前途」
無名隠士 1917口語）	
 
 次に、現代語には見られない、否定形式に「あかつき」が接続した例について見る。以下
は、その用例である。	
	
38) けれども幸にして、普通選擧施行の氣運に釀成されつつあるために、勞働運動は、
激烈な度を盛々減じつつある。もし、今期議會に於て普通選擧が通過しなかつた曉
に於ては順境に向ひつつあつた勞働運動は、逆轉して層一層惡化の傾向を呈するに
至るであらうことを私は恐れるものである。（『太陽』3「普選實施後の勞働運動」
安倍磯雄 1925口語）	
39) さなきに於ては折角の要求なるも應じ難きのみならず、假令艦隊司令官に申込まる
るも採用は覺束なかるべし抔嚇し文句を并べて取合はざれば、四屋氏も屹となり、
萬一司令長官に於て採用せぬ曉は、横濱駐箚の貴國領事に照會する凖備整へりとて
引取り、同日更に艦隊司令長官に向け照會に及びたりと云ふ、知らず同長官もフオ
ン、ドレスキー艦長と意見を同ふして之れを拒絶するや否や（日本）（『太陽』10
「海外彙報」＊1895文語）	
 
	 現代語の「あかつき」と同じように、近代語の「あかつき」も、動詞に接続して従属接
続詞のように使われるようになっていることが確認できるが、動詞の述語形式の固定化は
進行途上であり、以上に見たように、様々な形式が現れる。	
 
4.5.3 格・とりたて形式 
	 続いて、「あかつき」の格・とりたて形式の分布を見る。ここでも、対象は、動詞に接
続する、従属接続詞的な用法である。まず、資料・年代別の分布を表 9に示す。	
	
 98 
	
	
	
	
表 9 「あかつき」の格・とりたて形式の分布 
	 国民	
之友	
女学	
雑誌	
女学	
世界	
婦人	
倶楽
部	
太陽	
計	
格	 とりたて	1888 1894 1895 1909 1925 1895 1901 1909 1917 1925 
ハダカ格	
φ	 0 0 0 0 0 0 1 1 3 1 6 
ハ	 0 1 0 0 1 3 0 4 2 1 12 
ニ格	
φ	 1 0 0 1 1 0 1 0 3 2 9 
コソ	 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
ハ	 0 0 1 0 2 11 9 22 8 8 61 
モ	 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 3 
ヤ	 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
ニ格＋	
オイテ	
φ	 0 0 0 0 0 0 2 2 2 1 7 
コソ	 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
ハ	 1 0 0 0 0 0 1 3 0 3 8 
モ	 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
ヲヤ	 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2 
ニテ格	 φ	 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
マデニ格	 ハ	 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
計	 	 3 1 2 3 4 17 14 32 20 18 114 
 
現代語では、従属接続詞としての「あかつき」の格・とりたて形式は、「～ニハ」にほ
ぼ固定化されているが、この時期においては、様々な形式が存在している。では、この期
間に固定化の進行が見られるかを調べてみる。表 10を格およびハによるとりたての観点か
ら年代別に作り直したのが表 11である。	
 
表 10 「あかつき」の格形式の分布（年代別） 
 1888 1894 1895 1901 1909 1917 1925 計	
ハダカ格	 0 1 3 1 5 5 3 18 
ニ格	 1 0 14 10 25 11 14 75 
ニ格＋おいて	 1 0 2 3 5 3 5 19 
ニテ格	 1 0 0 0 0 0 0 1 
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マデニ格	 0 0 0 0 0 1 0 1 
計	 3 1 19 14 35 20 22 114 
 
 
表 11 「あかつき」のハによるとりたて形式の分布（年代別） 
 1888 1894 1895 1901 1909 1917 1925 
ハによるとりたて	 0 1 15 10 29 10 15 
総数	 3 1 19 14 35 20 22 
 
	 表 10によると、明確な推移は見られないものの、ニ格が中心であるという状況は早期に
確立していたようである。はだか格の18例のうち、12例はハによってとりたてられていて、
とりたてのないはだか格は 6例である。BCCWJを検索すると、「あかつきニハ」が 127例
であるのに対して、「あかつきハ」が 8 例見つかる。「あかつき」の語形は、現代語にお
いても、完全に「～ニハ」に固定化されているわけではないのである。 
	 現代語との明確な違いは、次のような、とりたてのないはだか格の例が見られることで
ある。	
 
35) 今假りに所管はどこでもよいとして、同所が全く設立になつた曉、如何なる人に研
究を託すべきであるか。（『太陽』4「理化學研究所の所管」遊方子 1917口語）	
36) 此可憐なる少女が一生の願の一つは、兄が目出たく卒業證書を得て、學位の榮譽を
荷つた曉、自分と二人で立並んで、美々しい大形の寫眞を撮りたいといふ其である。
（『太陽』9「一腹一生」小栗風葉 1901口語）	
37) 戰爭は此上猶ほ繼續すべきものとしても、愈〻各國と同一歩調を取つて講和會議に
臨む曉露國の提議する條件は此の社會黨の主張と同一であらねばならない。折角正
義公道を踏むの共和制度を布いても、政治の當路者が帝國主義野心を抱く時は必ず
終には共和を破壞する。（『太陽』6「混沌の露西亞	 革命の齎らす曙光」内田魯庵
1917口語）	
 
こうしたとりたてのないはだか格の「あかつき」と「あかつきには」「あかつきは」の
意味的な違いははっきりしないが、主節に「～すべきだ」「～したい」「～しなければな
らない」という述べ方がくることと関係があるかもしれない。	
	 なお、ニ格に後置詞（オイテ）が接続した例が特に『太陽』に多く見られるが、ニ格と
の違いは、文体差以上のものではないようである。	
 
38) 現に今日衆議院議員の選擧權（納税額十圓以上）を有せずして單に縣會議員の選擧
權（五圓以上）をのみ有する人々の内には、衆議院議員の選擧を以て、府縣會議員
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の選擧よりも、多くの利得あるものの如く想像し居るものあるが如きを以て、是等
の人々が一朝選擧權を獲得したる曉に於て、府縣會選擧以上の金錢利益を收得せん
との希望を以て、選擧に臨むことなきや否や、憂慮に堪へざる處なり、（『太陽』6
「選擧界の腐敗矯正に就きて」小川平吉 1917文語）	
 
	 表 11 によると、ハによるとりたての例は、早期に 5割を越えていることが分かる。一方
で、とりたてのない形も 2割ほど見られる。例えば、次のようなものである。	
	
39) そこで戰雲歛まり、平和の曙光歐洲の天地に輝いた曉に、世界の覇權を握るものは
唯英と米との二國ばかりであつて、日本などは如何に藻搔けばとて、お相伴は出來
ない。（『太陽』12「日本の歐洲戰亂に對する地位」千賀鶴太郎 1917口語」）	
	
4.5.4 意味 
	 この節で取り上げた「あかつき」は、「とき」の意味で使用されたものであった。この
用法につながる現代語の「あかつき」の意味は、すでに見たように、先行研究では、「相
応の時間の経過を経て成就、達成、到達した結果事態を自認したり見越したりしてのべる
ものだが、選挙演説などに見られるように、未実現の状態での期待、決意を表明する」（田
中 2010）と記述されている。	
	 近代語の「あかつき」も、すでにそのような意味で使われはじめていることは、すでに
挙げた用例から明らかである。しかし、そのような意味を伴わない用例もまた、すでに挙
げた用例の中に見られた。ここでは、そうした意味的な側面から、「とき」の意味で使用
された近代語の「あかつき」を見ていく。	
	 「あかつき」が接続する動詞が表す出来事が「望ましい」ことかどうかという観点から、
用例を分類し、その数を資料別に示したのが表 12 である。	
 
表 12 望ましさから見た資料別の用例の分布 
	 刊行年	 望ましい	 中立的	 望ましくな
い	
計	
国民之友	 1888 0 3 0 3 
女学雑誌	
1894 0 1 0 1 
1895 0 2 0 2 
女学世界	 1909 2 0 1 3 
婦人倶楽部	 1925 0 4 0 4 
太陽	
1895 11 6 0 17 
1901 7 6 1 14 
1909 14 14 4 32 
1917 12 7 1 20 
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1925 8 8 2 18 
計	 54 51 9 114 
 
 表 12 から、この時期においては、「あかつき」に接続する動詞の表す出来事は、必ずし
も望ましいものとは限らないことが分かる。現代語においても、望ましい出来事ではない
例も見られるが、少数であり20、それに比べて、この時期の「あかつき」には、まだ期待・
希望といった意味は十分に定着してはいないと考えられる。では、実際の用例を見ていこ
う。 
	 まず、望ましい出来事としては、戦争の終結、条約の改正、普選の実施、鉄道、運河の
開通、大学、研究所の設立、都市の美観建設、改築の計画など、政治、軍事、社会、文化、
科学事業に関する新しい事業の開始や施設の開設に関する例が多数を占める。	
	
40) 露西亞の新政府は今の場合は飽くまでも聯合國と歩調を侶にして戰爭を繼續せねば
ならぬが、現時の戰爭を終結した曉は、撤兵又は減兵を提議し且つ自ら率先實行す
るが、即ち世界をして露西亞の新政の公明正義を仰膽せしむる所以である。（『太
陽』6「混沌の露西亞	 革命の齎らす曙光」内田魯庵 1917口語） 
41) ではその議會勤王論を起すべき時機はいつであるかといへば、それは普通選擧實施
の時機である。普通選擧が、實施された曉に於ては、國民は、もはや、議會の神聖
ならざることをもつて、既成政黨の罪であるとか、或は代議士の罪であるとして、
罪を人に嫁し、己れ自らは、責任なき如く稱へることは出來ないのである。（『太
陽』11「日露國交と普選實施」永田秀次郎 1925口語） 
42) 今其面積を以て比較すれば我四國（千五百六十一方里）を山陽道（千五百七十方里）
とを合せたるものと相近し、以上の概算に就て見れば愈々平和條約の批凖せられた
る曉には左の新領土を増加する勘定なり（『太陽』5「社会」1895文語） 
43) 大橋圖書舘は、地を都門の中央、九段坂下の牛が淵に卜し、今其出願中なりと聞く。
もし許可を得て、そこに建たむ暁には、公衆の閲覽上、殊に便利なるべき也。（『太
陽』3「教育時評」大町桂月 1901文語） 
44) 日露の兩國、一朝爭を千戈に訴ふるに至らば、陸兵の運動は、朝鮮境上に在り、而
して西伯利鐵道全通するの曉には、十二日内外にして、露が平素養ふ所の廿軍團の
十分一、即ち二軍團（四師團）を浦鹽港に集中することを得べきが故に、朝鮮を以
て、我國防の策源地と爲すこと、 とも必要なり、（『太陽』7「朝鮮問題」川崎三
郎 1895文語） 
45) 例へば、帝都附近に於ける代々木新宿驛の改築に鑑みるも、中央線對山手線の乘替
設備完成されたる曉は、誠に結構であるけれ共、工事中に於ける乘替客の迷惑一方
                                         
20	BCCWJ を検索して得られた「暁には」の 95例の用例の意味を調査したところ、「望ましい」と言える例
は 89例であった。	
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ならぬものがあつたことは、一度附近を通過せるものの直覺せる所であらうと考ふ。
（『太陽』5「國有鐵道の建設と改良」伊藤霞峰 1925口語） 
	
	 次に、望ましさに関して中立的な例を取り上げる。内容は様々である。	
 
46) 元來志は政治にあるを以て、或る時代を經過した曉には、一度議事堂に於て、其抱
懷せる思想と主義とを發表して見たいと思ふて居つた。（『太陽』2「故春汀鳥谷部
銑太郎君	 法學博士	 高田早苗君談」高田早苗 1909口語） 
47) 其國語即ち英語にて一週に五六時間なんどと云ふやうにやつて居る所は少ないやう
であります大概英語と云ふものが三時間位であるのでそれで决して中學校を了つた
曉に文章が達者に書けないことがない自由に書けるので（『太陽』9「中學校に就て」
菊池大麓 1901口語） 
48) 墺國皇帝は 早餘程の老人であるから、其崩御せらるるは遠き未來でなからふと思
ひます。其崩御せられた曉には、馬耳幹半島には必ず騷亂が生ずるのでありましよ
ふ。（『太陽』5「満州問題」戸水寛人 1901口語） 
49) 兎に角脂肪は高き營養價を有することと、又胃液の分泌を抑制する作用があるので
胃酸過多症や、胃潰瘍にも適當である。又體内で燃燒されたる曉には炭酸瓦斯と水
とになるから排泄時腎臟をあまり刺戟せぬ。そこで近頃は慢性の腎臟病患者にも少
し宛用ひられて居る、脂肪を禁忌とする場合は猫「いらず」の如き急性燐中毒や加
答兒性黄疸等の場合である。（『太陽』1「輓近に於ける食餌療法の進歩」高田蒔 1925
口語） 
50) 流賊共を驅り集め、先づ鴨緑江口の獐子島即今の獅子島に上陸し、之より龍川鑞山、
宣川、郭山、定州一帶の地方を略して横行を逞うし、朝鮮でも一時は大に持餘した、
けれど、放つて置く譯にも行かず、明は亡びる、清が一統の業を企んだ曉には、
早彼に用はないといふので、到頭、之を討ち平げはしたが、其勢ひ猖獗にして、一
時は大騷ぎをやらかした。 初の目的奈何に拘らず、彼の所爲は、宛然たる海賊で
あつた。（『太陽』2「表朝鮮沿岸の海賊と密貿易」村田懋麿 1909口語）	
	
	 後に、望ましくない出来事の例を挙げる。否定形式の例が目立つ。	
	
51) お前は思ふたよりも愚痴な人かな、私が心は石よりも鐵よりも堅いぞや、まこと免れ
がたない曉には、コレ斯う言ふ舌を嚙で死ます、産神樣かけて屹度死んで見せます、
と死を誓へる妻の言葉に、悸とせし風情にて、（『太陽』6「新袈裟物語」宮崎三昧
1895口語） 
52) もし、今期議會に於て普通選擧が通過しなかつた曉に於ては順境に向ひつつあつた勞
働運動は、逆轉して層一層惡化の傾向を呈するに至るであらうことを私は恐れるもの
である。（『太陽』3「普選實施後の勞働運動」安倍磯雄 1925口語） 
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53) 之は慶親覺羅が長白山から起つて、西の方中華に征め入つた時分に其族を擧つて行つ
たのが第一の原因、萬一明と輸贏を爭うて、敗北した曉には、茲に退いて徐ろに捲土
重來の策を講ぜんが爲め、又大森林は古來新勢力の勃興する處であつたから、發祥龍
興の重地を空しく異族の蹂躙に委せざらんが爲め、四禁の制を布き、清野の法を施し
たのが第二の原因、夫から衣帶之水。（『太陽』4「西間島事情」村田懋麿 1909口語） 
54) 東郷大將が乘艦の夜一々將校を召して、事若し破るるの曉には、潔よく割腹せんのみ
の心事を打明す爲に、枕邊に白刄を備へて置き、之を各將校方に指し示したと云ふ。
（『太陽』10「外人の日本觀	 外人の見たる日本人の性格」）/『レコー・ズ・シー
ヌ』＊（訳）1909口語） 
	
	 長い夜が明けて新しい朝が始まる時間を表していた「あかつき」の意味が拡張し、「と
き」の意味でも使用されるようになったとき、メタファーとして、新しい時代・段階に突
入するという意味合いを引き継ぐことになったと考えられる。こうした新用法が生まれた
段階では、あくまでも新しい時代・段階に入るということが意味の中心であって、望まし
いことにも望ましくないことにも使用されていたと考えられる。そのような「あかつき」
の新用法に評価的な意味特徴が加わっていったのは、日本の近代化の時期と重なって、新
しい国家・社会を建設していこうとする人々の前向きな気持ちと結びついて使用されるこ
とが多かったということとも関係があるのではないだろうか。	
 
5. おわりに――⽂法化の現象として 
 
 以上、本稿では、『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』の用例調査を通して、「あ
かつき」の近代における使用状況を様々な角度から記述した。そこには、現代語の「あか
つき」とは大きく異なる特徴が観察されるとともに、現代語につながる面も確認された。
後に、この観察結果を文法化の現象としてまとめておく。	
	 大きな流れとしては、時間名詞から従属接続詞へという再範疇化が想定できる。具体的
な変化としては、まず、実質語としての「早朝」の意味がなくなり、語彙的意味の漂白が
起こっている。そのことと連動し、連体的な成分をとることが必須となり、主節と従属節
の同時関係を表す従属複文を構成する非自立的な形式語に近づいている。この用法では文
体的な制約からの解放も進んでいる。しかし、近代においては、この文法化はまだ途上で
あって、動詞の述語形式や格・とりたて形式の分布は拡散しており、現代語とはかなり異
なる様相を呈している。	
	 以後、未来の出来事に限定されていくとともに、述語形式や格・とりたて形式の固定化
が進み、望ましさの意味が語用論的に徐々に強化され、一方で、「早朝」の意味での使用
がますます衰退していくと考えられる。そのプロセスを明らかにするのは今後の課題であ
る。	
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第五章 近代における従属接続詞としての 
「すえ」「はて」 
 
	
	
1. はじめに 
 
「あかつき」と似たような従属接続詞用法を持つ単語には、「すえ」と「はて」がある。
これらは、「私たちはその分岐で悩んだ末、直線コースを登ることにした。」（室田とを
り『ヤマネコ山にのぼる』）、「老いさらばえた果てに見る夢は虚しく悲しい。」（高橋
三千綱『暗闇―心斎』）のように、現代語でも従属接続詞として使われている。「あかつ
き」の従属接続詞用法が江戸時代頃に生じ、近代においても変化の途上にあったのに対し
て、近代における「すえ」「はて」の変化は「あかつき」ほど顕著ではない。そこで、こ
の章では、「すえ」「はて」の従属接続詞のみに注目し、「あかつき」との比較を行う。	
	
2. 近代語コーパスにおける「すえ」の従属接続詞⽤法 
	
ここでは、『日本語歴史コーパス	 明治・大正編Ⅰ雑誌』を利用し、近代における「す
え」の従属接続詞用法について考察する。「すえ」の従属接続詞用法を認定する際は、「(12)
物事の行なわれたあと｡結果｡また､なごり｡」（日本国語大辞典）という意味を表し、従属
節と主節を繋げる機能語として働くことを判断基準としている。例１、例 2は収集した従
属接続詞の用例の一部である。	
	
1) お竹は前垂の五味を拂ツて、襷をかけたままで隨いて來る。 初に表座敷の押入の
物から片付けた。古葛籠、支那鞄、柳行李、本箱、いろいろ出たが、大方は裏座敷
と茶の間の押入に詰めて了うことが出來た。が、本箱の入れ場が無い。これだけは
入用なもので無いんだから、何處へでもいいんだけど…」と、いろいろ考へた末、
漸く裏座敷の縁側の突當りにある押入へ入れることにして、其處へ運むで赴ツたが、
不圖此の本箱には、死むだ良人の愛讀した書物が、ぎツしり詰まツて居るのだと思
ひ浮べて、何だかそれを押込めてでも了うやうで、濟まぬやうな氣もしたが	 （『太
陽』14「實印と預金帳」1909口語） 
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2) 前社長小池國三氏は大株主たる若尾家の勢力を代表したものであるが、その若尾家
では保全會社の名義だけで尚ほ二萬一千三百株を有つてゐる。尾家に次ぐ大株主は
渡邊家で、治右衞門氏一萬九千九百八十株、渡邊銀行分四千九百四十株を有ち、今
回は種々詮衡を重ねた末、渡邊勝三郎氏が新社長に就任され、岩崎清七氏（所有株
一萬一千百五十株）が副社長となられたのである。（『太陽』11「東京ガス會社新
社長	 渡邊勝三郎氏」1925口語）	
	
表 1 は収集した「すえ」の従属接続詞用法の資料別・年代別の用例数を示したものであ
る。	
 
表 1 「すえ」の従属接続詞用法の年代別・資料別分布 
 明六 
雑誌 
東洋学
芸雑誌 
国民 
之友 
女学 
雑誌 
女学 
世界 
婦人 
倶楽部 太陽 計 
1874  0        
1875 0        
1881  0       
1882  0       
1887   1     1 
1888   2     2 
1894    4    4 
1895    4   9 13 
1901       10 10 
1909     3  1 4 
1917       6 6 
1925      5 5 10 
計 0 0 3 8 3 5 31 50 
 
表 1 からわかるように、近代語コーパスでは、従属接続詞の「すえ」の用例は、比較的
早い時期の雑誌には用例がない。1895 年から増えているのは、データ量の多い『太陽』に
現れはじめるからである。以下では、「すえ」の従属接続詞の用法について、文法的な観
点、意味的な観点、文体の観点から考察を行う。	
	 	
2.1 動詞の述語形式 
まず、動詞の述語形式についてみる。表 2 は、「すえ」の接続する動詞述語形式の資料
別・年代別の分布を示したものである。 
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表 2 「すえ」が接続する動詞の述語形式の分布（資料・年代別） 
 
現代語では、「すえ」の接続する動詞述語形式は、シタ形式に限定されている。これは
「あかつき」と同じである。しかし、「あかつき」による従属複文が「とき」に似た接触
的同時性を表すのに対して、「いろいろと苦労した末に、完成にこぎつけた」のように使
用される「すえ」は「とき」には置き換えられない。置き換えられるのは、「結果」や「の
ち」である。例 3)は「結果」、例 4)は「のち」に置き換えられる。つまり、継起性を表す。 
 
3) われ憮然として歎じて彼の先輩長老の爲めに思ひ、諸君が拮据盡瘁して寸暇なき迄
に世を動かさんとしたるの末、世は稍や動いて、而も諸君が依然として舊の如くな
る由縁を諒知し、深く痛たむ。後輩稍もすれば冷やかに評して曰く、渠等頑陋、時
勢に後れ、進歩思想を知らず、迂僻同もに爲すあるに足らずと。（『女学雑誌』11
「先輩の時世後れ」1895文語） 
4) 矢張大陸的傾向を帶びた女丈夫で千變萬化の半生を送つた末、下田女史の門下生と
なつたのである。お互に水魚の如き交を訂して相語らひ、貴婦人の一團體をおこし
『帝國婦人協會』と名づけた。（『女学世界』8「實践女學校」1909口語） 
 
現代語の「すえ」が接続する動詞が過去形に固定されているのは、動詞が表す出来事と
主節の出来事の先後関係を表すためである。 
 
国民之友 女学雑誌 女学
世界 
婦人
倶楽
部 
太陽  
1887 1888 1894 1895 1909 1925 1895 1901 1909 1917 1925  
 
過 
去  
シ 0 1 1 1 0 0 5 2 0 0 0 12 
シタ 0 0 1 0 2 5 0 4 1 5 5 23 
シマシタ 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2 
タル 1 0 1 2 0 0 4 3 0 1 0 12 
タルノ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 
小計 1 1 3 4 3 5 10 10 1 6 6 48 
非
過
去 
スルノ 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
小計 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
計  1 2 4 4 3 5 10 10 1 6 6 50 
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	 そして、2例ではあるが、非過去形の例もある。いずれも文語体のものである。 
 
5) 松陰、素行の武教全書を講ずるの末、遂に婦女子の道に及ぶものあり。（『女学雑
誌』38「吉田松陰の女訓」1894文語） 
6) 小生は初より某を辨護するの精神を以て事實を調査することを嫌ひ候へ共事實を調
査するの末に歸着したる眞相は何處までも之を辨護すべしされば（『国民之友』26
「丸山名政君に寄する書翰」1888文語） 
 
ここでのスル形式は、特に時間的な意味を表してはいないようである。文語体の比較的
古い例であり、過去形に統一される前の段階のものなのだろう。この時期の「あかつき」
には非過去形の例が多く見られ、過去形への統一の途上であったのに対して、「すえ」の
場合は過去形への統一をほぼ完成させていたと言える。 
 
2.2 格・取り⽴て形式 
 続いて、従属接続詞「すえ」の格・とりたて形式の分布を見る。近代語コーパスでの調査
結果を整理したのが表 3 である。この表からかわかるように、近代語では、はだか格の使
用が中心である21。 
 
表 3 「すえ」の格・取り立て形式の分布（年代別） 
 
「すえ」と「すえに」の意味的な違いははっきりしない（文体との関係は後述する）。 
 
7) もう朝飯の膳は迅うに下げて來たし、別に二階へ上る用事が無いのでいろいろ思ひ
案じた末、やつと物干へ何か干しに行かうと考へついて、今藥壜を包んで來た風呂
                                         
21	現代語の従属接続詞用法の「すえ」について、BCCWJ（出版・書籍）で調べてみたところ、122例のう
ち、に格の「すえに」が 66例、はだか格の「すえ」が 56例で、に格の方が多かった。 
 
国民 
之友 
女学 
雑誌 
女学
世界 
婦人
倶楽
部 
太陽 
計 
1887 1888 1894 1895 1909 1925 1895 1901 1909 1917 1925 
に格 φ 0 1 0 0 1 2 	 0 2 0 1 0 7 
はだか格 
は 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2 
φ 1 1 3 4 2 3 8 8 1 5 5 41 
計 1 2 4 4 3 5 9 10 1 6 5 50 
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敷が藥のしみで汚れたのを幸ひに其れを大急ぎで洗つて二階へ上りかけた。 （『太
陽』10「淋しけれども」1917口語） 
8) さあ大變、何か用事ありげに、先生はつかつかと室に這入つてこられたので、お豆
腐を持てあましてゐた私は、今更どうする譯にも行かず、袖の下にかくす樣にして、
廊下へ出ましたが、さて、この品物の置場所がないのです。うろうろとまごついた
末に、一策を案じ、廊下の果の風呂場へと駈け込んだ。 （『婦人倶楽部』6「姫御
前のあられもない縮尻のかずかず」1925口語） 
 
ただし、主節に「〜してしまう」「〜してしまった」という述べ方が来ると、必ず「す
えに」になるようである。 
 
9) 庄吉は眞赤になつて怒つて、泣き詈りながら母親に喰つてかかつたりした末に、疊
の上へゴロンとひつくり返つて了つて、ふいと泣きやんで、小さな競爭者の方を見
た。 （『太陽』4「恐ろしき結婚」1917口語） 
10) 何時の間にか放蕩に身を持壞し、散々親に泣の涙を染らした末に到頭學校を中途で
廢めて了つた。（『太陽』5「投機」1901口語） 
 
はだか格を「は」でとりたてた例は次の 2例である。「すえ」節を主題化したものであ
る。	
	
11) 破船の折、手にあたる浮ぶくろに身をゆだね流れ流れし末はまた人しらぬ島へつき
て一日をふるうち、時任の流れよりしを助けて、（『女学雑誌』32「橋松佳話（完
結）」1894文語） 
12) 才物だ。中々の才物だと頻りに譽稱やし、あの高振らぬ處が何うも豪い。談話の面
白さ。人接のよさと一々に感服したる末は、何として、綱雄などの中々及ぶ處でな
いと獨語つ。 （『太陽』2「書記官」1895口語） 
 
	 前の章で見た「あかつき」の場合は、に格が多数で、様々なとりたてのバリエーション
があった。これに対して、「すえ」ははだか格が中心で、とりたてのバリエーションも少
ない。「すえ」の方が従属接続詞化がより進んでいると言えよう。 
 
2.3 意味（評価性） 
現代日本語における「すえ」の使用について、田中（2010）では、「本意（努力、精進）
の成就」について用いるのが一般的であるが、不本意のままで終わるケースもあるので、
明確な評価性は見られないと指摘している。	
	 まず、主体の本意が成就したことを表す例としては、次のようなものがある。	
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13) 『クレゾール』を撒くも宜しう御座いますがそのものの匂ひが高くて、嫌ひな方も
御座います。色々苦心した末『ハツカ』水を二三滴中に滴しましたらすつかり惡臭
は消え、清々しい『ハツカ』の薄い香がして來ました。	（『婦人倶楽部』3「便所
の臭氣止めに」1925口語）	
14) さるにても、普通の懇親會の如く、徒らに一堂に集り、徒らに飮み、徒らに食ふの
みにては面白からず、何か飛びはなれたる趣向もがなと、色々思案せし末、去年の
今頃、水哉、樗牛、小波、天溪諸子、流山に住へる秋元洒汀に招かれ、利根川に舟
を浮べて、鯉網を打たせしことあり。 （『太陽』8「利根川の一日」1901文語） 
15) われ憮然として歎じて彼の先輩長老の爲めに思ひ、諸君が拮据盡瘁して寸暇なき迄
に世を動かさんとしたるの末、世は稍や動いて、而も諸君が依然として舊の如くな
る由縁を諒知し、深く痛たむ。 （『女学雑誌』11「先輩の時世後れ」1895文語） 
	
	 次に、不本意な結果に終わったことを表す例をあげる。	
	
16) 池島の事件米國軍艦「オマハ」號が長崎縣下池島に於て大砲射的の演習をなし其の
破裂彈か端なく人家に飛散し無智の島人等が珍敷ものに思ひ此の彈丸を玩びたる末
乍ち轟然として破裂し之れが爲めに數多の死傷ありたるは實に氣の毒なる次第と云
ふ可し （『国民之友』3「池島の事件」1887文語） 
17) ◎あき屋敷	 左川の譯也。五十年、人の入るを許さざる空屋敷より説き始めて、其家
の中には姦夫の死骸ありて、その姦夫は密會を本夫に見あらはされて、にげかくれ
たる末、終に押入れの中にて餓死せることをさぐり出せる叙述は面白けれども、讀
み終つて興味の索然たるを覺ゆ。 （『太陽』4〔文藝時評〕1901文語） 
	
	 多くの例は、単に「あと」「のち」や「結果」という意味を表すだけで、本意・不本意
に関して中立的である。	
	
18) 同夜太沽の清兵四五十人宛一隊となり重慶號に闖入し來りて荷物を押領し金目の物
を横奪し時計類の如きは大躰彼に盜み去られ拒みたる者は兵器を以て亂打し甚だし
きは劔を以て負傷せしめたるあり斯る暴行を爲したる末婦人及男子十五名許りを拘
引し當夜兵營に監禁して所持品を奪ひ命を拒みたる婦人抔は負傷したるもあり 
（『女学雑誌』34「片々」1894文語） 
19) 婦人の方三十歳若し尚ほ一つの奇と云ふは一男子は五回鰥夫となり遂に寡婦と結婚
し又一紳士は三度離婚したる末處女を妻にし一貴女は離婚の爲め三回法廷の門を潜
りしが遂に一少年と結婚せしよし（六月九日、時事新報） （『女学雑誌』6「片々」
1895文語） 
20) あの婦人記者の寫眞が新聞に出ました折、店中で一番の堅人と目されてゐる番頭の
松吉はつくづくと眺め入つた末、『若旦那さま、なかなか別嬪ですよ。これなら私
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でも危うございますぜ。』	 と言つて深い溜息を吐きました。（『婦人倶楽部』6「諧
謔小説	 模範的告白もの」1925口語） 
21) 席をすべり出、何事にやとさしのぞく階子口、上りくる人と顏を合すれば、ヤヤ夢
かとたどる後より堯行、橋本君とやにはに其人の手を引張りて引づり上るやうにす
るに並居る人々皆立さはぎて、もまれもまれ、かれ一句、これ一句、それとも分か
ぬ言葉のはしばし、破船の折、手にあたる浮ぶくろに身をゆだね流れ流れし末はま
た人しらぬ島へつきて一日をふるうち、時任の流れよりしを助けて、共にその島に
月日を送りし中漸く沖を過行船をよび留たすけられて、 （『女学雑誌』32「橋松佳
話（完結）」1894文語） 
	
	 以上のように、近代語の「すえ」には、明確な評価性は見られない。これは現代語の「す
え」と同じである。これに対して、近代語の「あかつき」は、前章で見たように、現代語
に見られるような評価性（望ましさ）をまだ十分には獲得していないのだった。	
	
2.4 ⽂体 
	 ここでは、文体の観点から「すえ」の使用を見る。まず、表 4 に、文体別の用例の分布
を各形式ごとに示す。	
	
表 4 「すえ」の文体別の分布 
 口語 文語 計 
に格 6 1 7 
はだか
格 
19 24 43 
計 25 25 50 
 
	 この表から分かるように、口語体と文語体も、に格よりもはだか格の使用の方が多いが、
口語体の方がに格の比率が高い。以下に、それぞれの用例を挙げておく。 
 
22) あの婦人記者の寫眞が新聞に出ました折、店中で一番の堅人と目されてゐる番頭の
松吉はつくづくと眺め入つた末、『若旦那さま、なかなか別嬪ですよ。これなら私
でも危うございますぜ。』	 と言つて深い溜息を吐きました。私は聞いてゐて淺ま
しく存じました。 （『婦人倶楽部』6「諧謔小説	 模範的告白もの」1925口語）	
23) さあ大變、何か用事ありげに、先生はつかつかと室に這入つてこられたので、お豆
腐を持てあましてゐた私は、今更どうする譯にも行かず、袖の下にかくす樣にして、
廊下へ出ましたが、さて、この品物の置場所がないのです。うろうろとまごついた
末に、一策を案じ、廊下の果の風呂場へと駈け込んだ。	（『婦人倶楽部』6「姫御
前のあられもない縮尻のかずかず」1925 口語）	
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24) 小生は初より某を辨護するの精神を以て事實を調査することを嫌ひ候へ共事實を調
査するの末に歸着したる眞相は何處までも之を辨護すべしされば只今の處にては老
公を辨護するものといはれしとて毫も意に介せず唯其胸中毫も挾む所あらざればな
り （『国民之友』26「丸山名政君に寄する書翰」1888文語） 
25) その時と今日と、余の學問に於て、毫も差別なし、然るに二三年後の今日、博士と
なりたるは何故ぞや。あれかこれかと考へた末、始めてよめたり	(『太陽』9「教育
時評」1901 文語)	
 
	 に格とはだか格の意味の違いははっきりせず、純粋に文体の違いによる傾向差ではない
かと思われる。	
	 次に、会話・非会話別の分布を見る。	
	
表 5 「すえ」の会話・非会話別の分布 
	 会話	 非会話	 計	
に格	 1 6 7 
はだか格	 5 38 43 
計	 6 44 50 
	
	 現代語の会話では、「すえ」のはだか格は使用されないが、近代語では、会話でも、に
格よりもはだか格が多い。例えば、次のような例である。	
	
26) ええッ！靈。	 あの宮城がわたしの、また、かたきで御坐ります。人のみちも知ら
ずに、たびたびくどきに來た末、わたしにくすりやらうと、山口に持たせて來まし
た。	(『女学雑誌』42「悲劇	 魂迷月中刄	 一名、桂吾良」1894 口語)	
	
3. 近代語コーパスにおける「はて」の従属接続詞⽤法 
	
	 続いて、「すえ」と同じように、『日本語歴史コーパス	 明治・大正編Ⅰ雑誌』を利用
し、近代における「はて」の従属接続詞用法について考察する。「はて」の従属接続詞用
法を認定するにあたっては、「はてること。物事の終わり。しまい。末。 終。 後。」(日
本国語大辞典)という意味を表すこと、動詞述語をうけ、従属節と主節を繋げる機能語とし
て働くことを基準としている。ただし、用例が非常に少ないため、はっきりした結論を出
すことが難しい。言い換えれば、従属接続詞としての「はて」はこの時期、すでに衰退し
はじめているということである。	
表 6は「はて」の従属接続詞用法の資料別・年代別の用例数を示したものである。	
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表 6 作品別・年代別に見る「はて」の従属接続詞用法の用例数 
 明六	
雑誌	
東洋学
芸雑誌	
国民	
之友	
女学	
雑誌	
女学	
世界	
婦人	
倶楽部	
太陽	 計	
1874 0       0 
1875 0       0 
1881  0      0 
1882  0      0 
1887   0     0 
1888   0     0 
1894    0    0 
1895    0   0 0 
1901       0 0 
1909     1  3 4 
1917       1 1 
1925      0 1 1 
計 0 0 0 0 1 0 5 6 
	 	
近代語コーパスでは、「はて」の従属接続詞用法の用例数は「あかつき」「すえ」と比
べると、かなり少ない。	
以下では、動詞の述語形式、格・取り立て形式、意味、文体の観点から近代の「はて」
の従属接続詞用法の使用状況を考察する。	
	
3.1 動詞の述語形式 
	 まずは、動詞の述語形式についてみる。表 7 は「すえ」の接続する動詞の述語形式の資
料別・年代別に整理したものである。	
	
表 7 「はて」の接続する動詞の形式の分布 
 
女学
世界	
太陽	
計	
1909 1895 1901 1909 1917 1925 
過去	
シタ	 0 0 0 3 0 1 4 
シ	 1 0 0 0 0 0 1 
非過去	 スル	 0 0 0 0 1 0 1 
計	 計	 １ 0 0 3 1 1 6 
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	 表 7 からわかるように、近代において、「はて」のうける動詞の述語形式は過去形をと
るものがほとんどで、非過去形をとるものは 1例のみである。	
	 現代語の「はて」が「敬愛という名の檻に捕らえられ、他者に献身すべく求められ、そ
うやって生きてきた果てに辿り着いたのが、檀家から贈られたベッドだったのだ。」(小野
不由美「屍鬼」)	のように従属接続詞として使用されるとき、従属節と主節の時間関係は、
「すえ」と同じく継起性である。現代語の「はて」が接続する動詞が過去形に固定されて
いるのは、動詞が表す出来事と主節の出来事の先後関係を表すためである。この点は近代
語の「はて」でも同じである。	
	
1) 彼は今更のやうに不遇な母の一生を思ひ、母の死んだ後の此家の運命を思つた。そ
れと共に彼は當もなく、北海道の荒野に漂泊して居る落魄の父を思つた。さまざま
な新事業に失敗を重ねた果に、去年の春とうとう何處へか姿を隱した父─—寛三は眼
前に父の落魄した姿がありありと見えるやうに覺えた。生きて居る事だけは、「札
幌」の消印のある、僅ばかりの爲替を封入した郵便が二三度來たのでも分るが、そ
れにしても、現在自分の妻の危篤に陷つて居るのすらも知らないで、失敗の深い傷
手を負うて、旅から旅へ漂泊して居る父、それを思ふと寛三は堪らない悲哀に撲た
れるのだ。	（『太陽』11「漂泊」1909口語） 
2) 然しながらその『流行』を作る裏面、『流行』の世間に現はれた果には、また貴む
べき努力や重んずべき効績が輝やいて居る。即ち今日の如く人智が開け、諸々の科
學が發達して來ると、それを美術的に應用する方面に於ても亦非常な進歩をする。
(『太陽』5「文教と三越呉服店	 潮に隨つて波を上げる」1909 口語）	
	
一方で、非過去形の例が 1 例あるが、この例は一般的なことを述べているので、この非
過去形は未来を表してはいない。ここでは、「すえ」と同様に、過去形に統一される前の
状況を示すものと考えておく。	
	
3) 中流階級は成金時代の落人成金が草澤の英雄なれば中流階級は是等の英雄に脅かさ
れ虐げらるるの落人である。職工及び勞働者等の下層階級は渠等經濟的英雄の馬の
口取りとなり旗持となり、時としては野伏となつて剥ぐ事も出來るが、中流階級は
經濟的亂世に乘ずるの經濟的腕力もなければ野伏となつて人を剥ぐの暴力もなく、
脅かされ虐げられる果は追はれて寒村窮谷に落魄する外は無い。中流階級といふ語
は極めて瞹昧糢糊としてをるが、爰に中流階級といふは簿書筆算に從ふ官吏會社員
等の所謂勤人、及び教育操觚を職とする知識階級を云ふ。（『太陽』10「成金論」
1917 口語）	
  
3.2 格・取り⽴て形式 
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続いて、従属接続詞用法の「はて」の格・取り立ての形式の分布をみる。	
	
表 8「はて」の格・取り立て形式の分布 
 
女学	
世界	
	 太陽	 計	
1909 1895 1901 1909 1917 1925  
はだか格	
はては	 1 0 0 １ 1 0 3 
計	 1 0 0 1 1 0 3 
に格	
はてに	 0 0 0 1 0 1 2 
はてには	 0 0 0 1 0 0 1 
計	 1 0 0 2 0 1 3 
	
	 表 8 から分かるように、はだか格とに格が同数である。また、とりたてのないはだか格
の例はない。現代語と変わらないようであるが、用例が少ないので、これが実態なのかは
分からない。	
	 に格の 2例は、いずれも「すえ」に置き換えられる。	
	
4) それと共に彼は當もなく、北海道の荒野に漂泊して居る落魄の父を思つた。さまざ
まな新事業に失敗を重ねた果に、去年の春とうとう何處へか姿を隱した父─—寛三は
眼前に父の落魄した姿がありありと見えるやうに覺えた。	(『太陽』11「漂泊」1909
口語）	
5) 身も心も救はれた女！あの時の千代子がかうして人妻となつて不自由を知らぬ生活
をし、いままた幸福を二倍にして子の親とならうとしてゐる──それがあの、淪落
を極めた果に、醜骸を晒らすまいと海に沈まうとした此身か─	(『太陽』2「長篇小
説	 蛇人（第二回）」1925口語）	
	
に格を「は」で取り立てた１例は、主文の出来事が継続相をとっていることが注目され
る。この例は、「すえ」ではなく、「あかつき」に置き換えられ、接触的同時性を表して
いる。	
	
6) 是に於てか『流行』といふものが出來てくる。さあ是が君の問はれる問題だ。	 勿
論『流行』といふことを、經濟といふ側の意味から言へば詰り『贅澤』で、更に風
教上の堅實とか、克己とかいふ方から見れば、决して喜ぶべきこととは言へない。
然しながらその『流行』を作る裏面、『流行』の世間に現はれた果には、また貴む
べき努力や重んずべき効績が輝やいて居る。	（『太陽』5「文教と三越呉服店	 潮
に隨つて波を上げる」1909 口語）	
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3.3 意味（評価性） 
現代語の「すえ」には評価性がないが、近代語コーパスの「すえ」の例には、望ましく
ない出来事（末路）を表すものが比較的多い（6例中 4例）。	
	
7) それと共に彼は當もなく、北海道の荒野に漂泊して居る落魄の父を思つた。	 さま
ざまな新事業に失敗を重ねた果に、去年の春とうとう何處へか姿を隱した父─—寛三
は眼前に父の落魄した姿がありありと見えるやうに覺えた。 （『太陽』11「漂泊」
1909口語） 
8) 今日は曇れる空に孤立して、むなしく墨陀の川風に悲愁の姿をうつし、表は赤煉瓦
の構えいと嚴めし氣に見ゆれど、内は地獄の三丁目	 機關車の油つきし果ては、約
束手形の連發に、何もしらぬ小商人の手を捩るなど、風呂敷の擴げかた大きければ
大きいほど鼠の嚙る孔も小さからぬよう見受けられ候。 （『女学世界』8「東京だ
より（一）」1909文語） 
9) 成金が草澤の英雄なれば中流階級は是等の英雄に脅かされ虐げらるるの落人である。
職工及び勞働者等の下層階級は渠等經濟的英雄の馬の口取りとなり旗持となり、時
としては野伏となつて剥ぐ事も出來るが、中流階級は經濟的亂世に乘ずるの經濟的
腕力もなければ野伏となつて人を剥ぐの暴力もなく、脅かされ虐げられる果は追は
れて寒村窮谷に落魄する外は無い。	 中流階級といふ語は極めて瞹昧糢糊としてを
るが、爰に中流階級といふは簿書筆算に從ふ官吏會社員等の所謂勤人、及び教育操
觚を職とする知識階級を云ふ。 （『太陽』10「成金論」1917口語） 
10) ──おお、あの時もこんなだつたと彼女は思出してゐた。	 ──身も心も救はれた女！
あの時の千代子がかうして人妻となつて不自由を知らぬ生活をし、いままた幸福を
二倍にして子の親とならうとしてゐる──それがあの、淪落を極めた果に、醜骸を晒
らすまいと海に沈まうとした此身か──	 誰も知らない過去ではあるが、助けられた
善吉にはその時眞心から打明けて語つた。惡徳惡疾のいづれも流轉の淵に沈みつつ
育ち養はれた知らぬ間にうけたそれであつた。 （『太陽』2「長篇小説	 蛇人（第
二回）」1925口語） 
	
	 しかし、11)のような中立的な例や、12)のような望ましい出来事の例もある。	
	
11) 又は、寄席藝人が舞臺を歩くやうな腰振で、室中を歩き廻つた果は、きまつて、手
洗所へ通ふ戸口に佇み、其處に張番の雇婆と、長たらしく無駄口を聞いて居るもあ
つた。 （『太陽』1「カルチヱー、ラタンの一夜」1909口語） 
12) 勿論『流行』といふことを、經濟といふ側の意味から言へば詰り『贅澤』で、更に
風教上の堅實とか、克己とかいふ方から見れば、决して喜ぶべきこととは言へない。
然しながらその『流行』を作る裏面、『流行』の世間に現はれた果には、また貴む
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べき努力や重んずべき効績が輝やいて居る。 （『太陽』5「文教と三越呉服店	 潮
に隨つて波を上げる」1909口語） 
	
	 例 12)は、時間的な意味が「あかつき」と同じであり、置き換えることができると前に指
摘したが、評価性についても「あかつき」に似ている。	
	
3.4 ⽂体 
	 ここでは、文体の観点から「はて」の使用を見る。まず、表 9 に、文体別・格形式別の
用例の分布示す。	
 
表 9 「はて」の文体別の分布 
 口語	 文語	 計	
に格	
はてに	 2 0 2 
はてには	 1 0 1 
はだか格	 はては	 2 1 3 
計	 5 1 6 
	
用例は少ないため、この表では文体別の違いははっきりしない。	
	
4. おわりに 
 
	 以上の考察により、近代においては、「あかつき」が従属接続詞用法を確立する途上に
あったのに対して、「すえ」はすでに従属接続詞化が完了していて、形式的な固定化が進
んでいる。評価性もなく、現代語の「すえ」と大きな違いはないと言える。一方、「はて」
については、この時期すでに衰退が始まっていたせいか、用例が非常には少ない。「末路」
のような意味で使用されることは現代語よりは多かった可能性がある。「はてに」は「す
えに」に、「はてには」は「あかつきには」に置き換えられ、そのことがこの形式の使用
を縮小させているのかもしれない。
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結 論 
 
1. 本研究が明らかにしたこと 
 
	 日本語の中には、「苦労した末，完成にこぎつけた」、「立ち上がった途端に、倒れた。」
の「末、「途端」のような連体形式を受け、従属節を構成する機能語が存在する。これら
の単語は名詞の文法化によって成立したものである。本研究では、鈴木重幸の品詞に関す
る考えを受け継ぎ、「文の材料としての、単語の語彙＝文法的な特徴」により、品詞分類
することを主張し、こうした機能語を従属接続詞として品詞体系の中に位置づける。従属
接続詞については、体系的・組織的な記述は十分に行われていない。文法化のプロセスに
ついての解明もあまり進んでいない。 
本研究では、近代における名詞からの従属接続詞化の状況を考察することを目的として
いる。近代語の代表的なコーパス「太陽コーパス」における従属接続詞の使用実態を調査
しその全体的な使用状況を記述したうえで、個別語彙として、現代語と用法の異なる「か
たわら」「いっぽう」、「あかつき」を取り上げ、近代語コーパスから収集してきた用例
にもとづき、従属接続詞化を中心に、文法化の状況を考察した。 
	 序論では、まず、品詞としての従属接続詞の先行研究を振り返った。伝統文法において、
意味の観点から形式名詞の中に含められていた従属接続詞にあたる形式は、佐久間の「吸
着語」、奥津の「形式副詞」に入れるには、品詞の枠組みが無視される恐れがあることを
指摘し、従属接続詞の代表的な研究である村木（2012）でも、従属接続詞を網羅的に取り
上げているわけではなく、名詞の性質を残しているものもあるとすれば、形式名詞との区
別が困難な場合もある、その範囲はっきりとしていない。それについては、どの程度従属
接続詞化しているかという観点から、緩やかに捉える必要がある。従属接続詞に限らず、
周辺的な単語も、そのようなものとして研究していかなければならない。本研究では、村
木新次郎の従属接続詞についての研究を継承し、文法化の観点から名詞の従属接続詞化の
研究を発展させようとする。 
第一章では、『太陽コーパス』を利用して収集してきた 67語の従属接続詞の使用実態に
ついて、文体、格形式、動詞述語のテンス・アスペクト形式の面から調査を行い、近代に
おける従属接続詞の使用状況の全体像を明らかした。まず、個々の従属接続詞の使用頻度
については、「トキ、タメ、ユエ」が も頻用されていることがわかった。出現記事率の
推移については、明治期から大正期にかけて、多くの語で出現記事率の大幅な増加が見ら
れ、従属接続詞の使用が活性化していることが分かった。文体別の使用状況については、
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明確な文体的な傾向が見られない「とき、ため、ところ、かぎり、ころ、ほか、いぜん、
ついで、あまり、すえ、はて、いご」に対して、「うち、もの、あいだ、まえ、じぶん、
とうじ、たび、あと、ま、あげく、くせ、いがい、つもり、きり、しゅんかん、とたん、
たびごと、やさき、おかげ、わり、せつな」には口語体で使用される傾向が見られ、「ゆ
え、ゆえん、いらい、おりから、とじ」には文語体で使用される傾向が見られた。年次変
化については、「あいだ、あげく、いじょう、いぜん、いっぽう、かぎり、かたわら、け
っか、ごと、さい、しゅんかん、たびごと、のち、ほか、まえ」では口語体での使用の増
加が著しく、「きり、じぶん、すえ、とじ、とたん、なか、ゆえ」では、口語体での使用
が大幅に減少していることが分かった。一方、「あいだ、いがい、いっぽう、くせ、つい
で、のち」では文語体での使用の増加が著しく、「あまり、いぜん、いらい、うえ、おり、
おりから、ごと、ころ、すえ、とうじ、ほか、ゆえ、ゆえん」では文語体での使用が大幅
に減少している。動詞のテンス・アスペクト形式については、現代語との違いとして、現
代語では過去形をもっぱら取る「あかつき、あげく、あと、とたん、やさき」のが非過去
形を取るものがあることと現代語では非過去形をもっぱら取る「まえ、いぜん、かたわら」
が過去形を取るものがあることがわかった。格形式については、はだか格とに格の両方を
取るものが 48語に及び、全体的には、文語体の方が口語体よりもはだか格をとりやすい傾
向がわかった。 
第二章以下では、現代語と用法の異なるいくつかの従属接続詞をピックアップし、『日
本語歴史コーパス明治・大正編Ⅰ雑誌』を利用して収集してきた用例の調査にもとづき、
それぞれの語の文法化の状況について考察する。第二章では「かたわら」、第三章では「い
っぽう」を空間名詞からの文法化の事例として、とりあげ、考察を行った。両者の関係に
ついても考察した。 
「かたわら」については、近代語においても、現代語の従属接続詞用法は完全に成立して
いる。「主な活動・作業以外の空いた時間に、一方で」という意味を表す用法と同じもの
が近代語コーパスにも数多く見られる。ただし、「母が編み物をするかたわらで、女の子
は折り紙をして遊んでいた。」のような空間的な意味を残した従属接続詞の用例は見つか
らなかった。その一方で、二つの状況を対比的に捉える用法が見られる。後者の用法では、
動詞の過去形が見られたり、主節と従属節が異主体になったりする。 
「いっぽう」についても、近代語において、現代語の従属接続詞用法は完全に成立してい
る。「かたわら」の場合、「二つの状況が対比的に捉えられている」という意味を表す用
法が近代語コーパスに数多く見られる。ただし、「方面」という意味を残したものや格助
辞や後置詞をともなった例が多く、名詞的な性質をかなり残していたと考えられる。そし
て、現代語と違い、はだか格とに格を基本的にとることがわかった。特に、文語体ではは
だか格をとり、口語体ではに格を取るという文体的な傾向の違いがわかった。 
両者の関係について、近代語の「かたわら」は、用法が広く、現代語ならば「いっぽう」
が用いられるようなところにも用いられていた。現代語の従属接続詞の「かたわら」は「〜
するそばで」という空間的な用法を残すとはいえ、二つの仕事を並行して営んでいること
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を表す用法にかなりの程度固定化してきており、従属接続詞としての機能はむしろ衰退し
ている。近代語から現代語への推移において、衰退の一途をたどる「かたわら」に対して、
文法化を進めながら、「いっぽう」がそれに入れ替わっていったという仮説が推測できる。 
第四章では、時間名詞からの文法化の事例として「あかつき」を取り上げある。まず、
「あかつき」の意味分布を調査した結果、近代において「あかつき」には「早朝」と「と
き」の二つの意味を表わす。「早朝」の意味を表わす「あかつき」は「詩歌」、「小説・
物語」、「日記・書簡・紀行」のジャンルの記事で頻用され、文学的な言葉になっている。
「とき」の意味をあらわす「あかつき」は「政治・経済・社会・文化事情」、「外交・国
際問題」、「政治史・事情」のジャンルで頻用され、政治・経済・国際に関する文章を中
心的な舞台として発展してきたことが明らかになった。 
「早朝」を表わす「あかつき」の意味・機能について考察した結果、近代には、夜明け
後の意味だけでなく、夜明け前を表わすものもあり、そのほか、ある期間の終わり頃とい
う比喩的な用法もある。ある期間の終わり頃という比喩的な意味を表わす「あかつき」は
動名詞、あるいは動詞述語を受ける際、ある物事が実現・完成したときという意味を表わ
すことができる。このような用法は「あかつき」の従属接続詞用法につながる。 
「とき」を表わす「あかつき」を文中での機能、動詞の述語形式、格・とりたて形式、
意味の観点から考察した。文中での機能については、ときを表わす「あかつき」は連体的
な成分と一緒に使用され、後置詞や従属接続詞としての使用が中心になっている。ただし、
主語、補語、規定語、述語の使用も少々ある。動詞の述語形式の分布については、現代語
では、ほぼシタ形式に限定されているのに対し、スル形式や否定形、推量形などさまざま
な述語形式が現れている。近代では、動詞述語形式の固定化が進行途上であることがわか
る。格・とりたて形式については、現代語では、ほぼ「〜ニハ」に固定化されているが、
この時代には、「〜あかつき」「〜あかつきにおいては」、「〜あかつきに」など様々な
形式が現れている。	 意味については、現代語では、「あかつき」の前接する出来事は相
応の時間の経過を経て成就、到達した望ましい出来事にほぼ固定化しているが、望ましさ
に関して中立的な例や望ましくない出来事の例も現れている。近代では、まだ、期待・希
望といった意味は十分に定着していないことが明らかになった。 
第五章では、近代における「すえ」「はて」の従属接続詞用法について考察を行った。
前章で取り上げた「あかつき」が接触的同時性を表すのに対して、これらは継起性を表す。
これらも文法化によってできた形式であるが、「あかつき」が当時はまだ文法化の途上に
あり、形式的にも意味的にも安定していないのに対して、これらは早期に文法化を完成さ
せ、「すえ」は現代語とほぼ同じように使用されていた。「はて」はすでに衰退しはじめ
ており、「末路」のような意味で使用されることが多かった。「はてに」の代わりに「す
えに」を、「はてには」の代わりに「あかつきには」を使うこともできたようである。 
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2. 今後の課題 
	
	 現代語の従属接続詞の研究に取り組んでいる研究者は非常に少ない。従属接続詞にあた
るものは、いわゆる複合辞の研究の中で扱われることが多い。それは、従属接続詞かどう
かということと関係なく、慣用的なフレーズとして意味や用法を記述するほうが、日本語
教育には役立つからであろう。従属接続詞は、文法化に基盤を置いたカテゴリーであり、
名詞の文法化と品詞体系の交差する場所に位置づけられる。そのため、理論的な研究と記
述的な研究のバランスをとって進められる必要がある。	
	 理論的な問題としては、従属接続詞の認定基準がまだ明確でない。もちろん、文法化に
は程度があるから、従属接続詞か否かの明確な線引きを行う必要はないが、名詞用法をも
ちつつ、従属接続詞用法もあるという場合、名詞の従属接続詞用法と見るのか、二つの単
語と見るのか、という問題がある。本研究では、このような品詞論的な問題に触れず、名
詞用法をもつかどうかと関係なく、実際に従属接続詞として使用されている単語を対象と
したが、上記のことも重要な検討課題として研究する余地がある。	
	 記述面においても、本研究は、太陽コーパスから従属接続詞である可能性のあるものを
目視で拾うという作業から出発し、近代語コーパスから検索することで用例を収集した、
近代語の全体像を捉えていることは今後の課題となる。また、近代語から現代語への変化
過程を考察することも興味深い研究課題である。	
	 従属接続詞の研究は、始まったばかりであり、理論的にも、記述的にも、多くの課題が
残されている。これらの課題を将来的に続けて解決していきたい。
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